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ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 
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" b 取扱説明書の分冊構成について 


本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にご活用ください。 



このマークが付いているガイドは、製品に同梱されている紙マ 
ニユアルです。 



このマークが付いているガイドは、付属の取扱説明書 CD-ROM 
に収められている PDF マニュアルです。 


•プリンタを設置するには 
•パソコンと接続するには 
•オプション品を取り付けるには 


設置ガイド 


• トラプルの簡単な解決方法を知るには 
• プリンタの簡単な使いかたを知るには 

• 基本的な使いかたを知るには 
•困つたときには 

• プリンタドライバのインストール方法を知るには 


• プリンタドライバのインストール方法を知るには 
•印刷するには 

•添付ソフトウェアの使いかたを知るには 


かんたん操作ガイド 


ユーザーズガイド ^ 


LIPS ソフトウェアガイド 
/スタート編 


LIPS ソフトウェアガイド rsi 

CD-ROM 

/不編 


• プリントサーバの取り付けかたを知るには 
• TCP / IP ネットワーク （ Windows ) の設定方法を知 
るには 

L 巳 P 5800の場合のみ 


ネットワークガイド 
/スタ _ 卜編 



•いろいろなネットワークの設定方法を知るには 

1_ BP 580 〇の場合のみ 

•操作パネルを使ってプリンタを設定するには 

• Web ブラウザからプリンタを操作 • 設定するには 

L 巳 P 5800の場合のみ 


ネットワークガイド 
/本編 


LIPS 機能ガイド 
体書） 


リモート UI ガイド 



別売の取扱説明書 

お求めについては販売店にご相談ください。 

LIPS 対応のプリンタドライバや印刷の設定プログラムなどを作成す 
るプ□グラマー用の取扱説明書です。 

オプシヨン品の設置のしかたや使いかたを説明しています。 


プログラマー ズ マニュアル 
オプション品に付顧)取扱説明書 


• PDF 形式のマニュアルを表示するには 、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader が必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader がインス! -- ルされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージからダウンロードし、インス! -- ルしてください。 

• 表紙に掲載されている製品写真は、実際の製品とは異なる場合があります。 

















































r s 本書の構成について 

メニュー機能の使いかた 热龙論；！:，^ 

メニューの機能と操作 取•庇聯； I # 成 

共通セットアップメニューの設定項目 

LIPS 専用セットアップメニューの設定項目^_ 

4^ J 5 f ^# ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目 _ 

セットアップ以外のメニューの設定項目 
付録 

ソフトウェアのバージョンアップ方法やユーティリティメニューから出力できるリ 
スト、動作モードを切り替えて出力できるリストの内容などについて説明していま 
す0 


巻末に、各メニューの階層を示す「メニュールートマップ」があります。各メニュー 
の設定項目や内容を知りたいときにご活用ください。 

本製品のリモート ui を使い、パソコンからリモートで設定や管理を行う場合は添付 
の「リモート UI ガイド」 ( CD - ROM ) もお読みください。 （ LBP 5800のみ標準） 
ユーザーズガイドをあわせてお読みください。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了承ください。 
•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことがありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP 5800/5700をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品 
の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書を 
よくお読みください。また、お読みいただきました後も大切に保管してください。 


本書の読みかた 


マークについて 


本書では、操作上必ず守っていただきたい事項や操作の参考となる説明などに、下記のマー 
クを付けています。 

tp^a 操作上、必ず守っていただきたい童要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 

的メモ I 操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおす 
すめします。 


k キーについて 


本書では、キー名称を以下のように表しています。 
•操作パネル上のキー：[キー名称] 

例：[オンライン] 

[ユーテイリテイ] 
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イラストについて 


本書で使われているイラストは、特にお断りのない限り、 LBP5800 の場合のものです。 
(HDD ランプは LBP5700 にはありません。） 



略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 


Microsoft® Windows NT® operating system 日本語版： 
Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版： 
Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版： 
Microsoft® Windows® operating system : 


Windows NT 
Windows 2000 
Windows XP 
Windows 


Extended Unix Code : 


EUC 
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規制について 


. 商標について 


Canon、Canon ロゴ、 LBP 、 LIPS は、キヤノン株式会社の商標です。 

Apple、Macintosh は、米国 Apple Computer ， Inc . の商標です。 

Adobe、Adobe Acrobat 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated u * 7 ドヒシステム 
ズ社）の商標です。 

HP 、 HP - GL は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です 0 
旧 M、AT は、米国 International Business Machines Corporation の商標です。 

Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
他の国における登録商標です。 

UNIX は 、 The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

ESC / P 、 ESC / P - J 84 は、セイコーエプソン株式会社の商標です。 

巳 MLinkS は、社団法人ビジネス機械 • 情報システム産業協会 （ JBMIA ) の商標です。 

下記の書体は米国 Bitstream Inc . よりライセンスを受けています。 

Dutch 801 Bold , Dutch 801 Bold Italic , Dutch 801 Italic , Dutch 801 Roman , Swiss 721, 
Swiss 721 Bold , Swiss 721 Bold Oblique , Swiss 721 Oblique , Symbol , Fixed Pitch 810 
Courier 10 Pitch / Text , Fixed Pitch 810 Courier Oblique 10 Pitch / Text , Fixed Pitch 810 
Courier Bold 10 Pitch / Text , Fixed Pitch 810 Courier Bold Oblique 10 Pitch/Text 

Century 702 Century Schoolbook , Century 702 Century Schoolbook Bold , Century 702 
Century Schoolbook Bold Italic , Century 702 Century Schoolbook Italic , Chancery 801 
ITC Zapf Chancery Medium Italic , Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic Book , 
Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic Book Oblique , Geometric 711 ITC Avant Garde 
Gothic Demi , Geometric 711 ITC Avant Garde Gothic Demi Oblique , ITC Zapf Dingbats , 
Revival 711 ITC Bookman Demi , Revival 711 ITC Bookman Demi Italic , Revival 711 ITC 
Bookman Light , Revival 711 ITC Bookman Light Italic , Swiss 721 Narrow , Swiss 721 
Narrow Bold , Swiss 721 Narrow Bold Oblique , Swiss 721 Narrow Oblique , Zapf 
Calligraphic 801 ,Zapf Calligraphic 801 Bold , Zapf Calligraphic 801 Bold Italic , Zapf 
Calligraphic 801 Italic , Zapf Humanist 601 ,Zapf Humanist 601 Bold , Zapf Humanist 
601 Italic 

下記の書体は米国 Bitstream Inc . の商標です 0 
Dutch 801 ,Swiss 721 

©Copyright 1987, Bitstream Inc ., Cambridge Massachusetts USA . All rights reserved . 
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下記の書体は International Typeface Corporation の商標です。 

ITC Avant Garde Gothic , ITC Bookman , ITC Zapf Chancery , ITC Zapf Dingbats 

本製品で使用している明朝体、ゴシック体のフォントは、それぞれ平成明朝体™ W 3、 平成明朝体™ 
W 5、 平成明朝体™ W 7、 平成明朝体™ W 9、 平成角ゴシック体™ W 3、 平成角ゴシック体™ W 5、 
平成角ゴシック体™ W 7、 平成角ゴシック体™ W 9 を使用しています。これらのフォントは（財）日 
本規格協会文字フォント開発•普及センターと使用契約を締結し使用しているものです。フォントとし 
て無断複製することは禁止されています。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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本製品が対応しているコントロールコマンドにつ 
いて 


標準対応しているコントロールコマンドについて 


LBP 5800は標準で LIPS 、 ESC / P エミユレーシヨンコマンドに対応してし、て、 LBP 5700 
は LIPS コマンドのみに対応しています。 


コント□ールコマンドとは、プリンタを制御するコマンド体系のことで、パソコンのデータ 
をプリントするという一連の作業は、すべてパソコンから送られてくるコント□ールコマン 
ドによって指示されています。 

@ メモ I LBP 5800の場合、 IBM 5577、 HP - GL などの標準プリンタとしてエミユレートさせる 
こともできます。この場合、オプションのコント□—ル ROM が必要です。 ( LBP 5700 
はコント□—ル ROM の装着はできません。） 

■ LIPS モード 

LIPS は 、 LBP Image Processing System の略で、キヤノンが独自に開発したぺ一 
ジプリンタをコント□ールするためのコマンド体系です。 LIPS に対応しているアプリ 
ケーションソフト（一太郎 、 Lotus 1-2-3、桐など）は、このモードでプリントします。 
Windows や Macintosh では、付属のプリンタドライバを組み込むと、自動的に LIPS 
モードでプ U ントします。 

LIPS には、現在 LIPS Ik UPS 11 +、 LIPS Ilk LIPS IVc、LIPS IVs ' LIPS IV のバー 
ジョンがあります。これらのうち LBP 5800 では 、 LIPS 11 +、 LIPS III、UPS IV に、 
LBP 5700では、 Windows および Macintosh 専用のコント□—ルコマンドの LIPS 
IVs (内蔵フオントなし）に対応しています。 


LIPS IV 
LIPS IVs 

LIPS IVc 


LIPS III 


㈣ メモ 1 -LIPS 11 + 対応アプリケーションソフトを使用する場合、従来のレーザショットシリーズで 
行ったプリントとは解像度が異なります。 

• LIPS IVc 対応アプリケーションソフトからも本製品でプリントすることができますが、 
解像度の違いにより、プリント結果の見た目は異なります。 
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■ ESC / P エミユレーシヨンモード 

旧 M - PC / AT 互換機 （ DOS / V コンピュータ）、 AX コンピュータで標準的に使用されて 
いる ESC / P 準拠プリンタの動作をエミュレートする（まねをする）モードです。これ 
らのコンピュータで、 LIPS に対応していないアプリケーションソフトを使用していると 
きは、このモードでプリントします。セイコーエプソン（株）が提唱する ESC / P - J 84 
のコマンド体系に準拠しています。 


■ BMLinkS モード 

巳 MLinkS は、社団法人ビジネス機械 • 情報システム産業協会 ( JBMIA ) が推進してい 
るオフイス機器インタフェースです。 BMLinkS を利用することで、ネツトワーク上にあ 
る様々なメーカーのプリンタやスキヤナを共通のフォーマツトを用いて接続することが 
できます。 LBP 5800 は標準で BMLinkS に対応してし、ます。 LBP 5700 は 、 BMLinkS 
に対応したオプションのプリントサーバを装着することで BMLinkS に対応します。 
巳 MLinkS の詳細については、ユーザーズガイド「第2章プリンタの使いかた」を参照 
してください。 


:コント□ールコマンドごとの動作モード 


LBP 5800 はパソコンから送られてきたデータのコント□ールコマンドを判別して、自動 
的に動作モードを LIPS モード、 ESC / P エミュレーションモードに切り替えることができ 
ます。ただし、アプリケーションソフトが使用するコント□ールコマンドが限定されている 
場合や、自動切り替えでうまく動作モードが切り替わらないときは以下のように、コント 
□ールコマンドと動作モードを対応させます。 LIPS のコント□ールコマンドでデータを受 
け取ってプリントできる状態にするには 「 LIPS モード」、 ESC / P のコント□ールコマンド 
でデータを受け取ってプリントできる状態にするには 「 ESC / P エミュレーションモード」 
に切り替えます。 LBP 5800 では操作パネルのメニュー機能を使って動作モードを切り替 
えたり、プリントするときの環境を設定することができます。 
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メニュー機能の使いかた 


CHAPTER 


この章では、プリンタの操作パネルに表示されるメニューの機能と種類、操作キーの使いか 
た、ディスプレイの見かたについて説明しています。 


メニュー機能 .1-2 

メニュー機能とは .1-2 

メニューの種類 .1-3 

操作キーの使いかた .1-5 

ディスプレイの見かた .1-7 

メニューの構造 .1-7 

メニュー操作に入ることができる状態 .1-7 

ディスプレイの見かた .1-8 
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メニユ-機能 


メニュー機能の概要や種類について説明しています。 


L 一機能とは 


プリント時には、プリント枚数や用紙サイズなどを設定します。これらの一般的な設定は、 
通常はアプリケーションソフトやプリンタドライバで行います。 

しかし、本プリンタには、プリント枚数や用紙サイズ設定などのほかにも多数の設定項目が 
用意されており、多様な用途に応じてプリントできます。本プリンタの設定項目の中には、 
アプリケーションソフトやプリンタドライバで設定できないものもあり、その場合は「メ 
ニュー機能」で設定します。 

メニュー機能では、多数の設定項目が目的別にメニューの形式でまとめられているので、設 
定がしやすくなっています。 

メニュー機能を設定する方法には次の2種類があります。 

■ プリンタの操作パネルで設定する方法 

プリンタのディスプレイの表示を見ながらキーを押して操作します。 

■「リモート UI 」 で設定する方法 （ LBP 5800のみ標準） 

操作パネ)レで行う設定の一部が、バソコン側から Web ブラウザを使用して行うことがで 
きます。 


メモ1 • 本書では、操作パネルでメニュー機能を設定する方法のみを説明しています。リモート UI 
で設定する方法については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 

• メニュー機能の設定内容は、通常は電源をオフにしても消えないメモリ （ NVRAM ) に登録 
されます。したがって、電源を入れなおしても、電源をオフにする前と同じ設定で起動します。 


メニュ I 機能の使いかた 


1-2 


メニュー機能 






籲設定の優先順位 

アプリケーションソフトやプリンタドライバと同じ項目をメニュー機能で設 
定しても、アプリケーションソフトやプリンタドライバで設定した内容のほう 
が有効になります。また、メニュー機能にしかない項目を、操作パネルで行う 
場合と「リモート UI 」 で行う場合では、後から設定した内容が有効になります。 

優先順位 

高い低い 


アプリケーションソフト 操作パネル 

プリンタドライバ リモート UI 

後から設定した方が有効 

プリンタドライバやリモート UI は本プリンタに付属しています。操作につい 
ては、 「 LIPS ソフトウェアガイド/本編」、プリンタドライバのヘルプおよび 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

設定項目によっては、プリンタの電源を入れなおすか、八ードリセットを行っ 
たときに有効になるものもあります。 


.一の種類 


メニューには、次の図で示した6種類があります。 

それぞれのメニューは、プリンタをオフラインにした状態で操作パネルのキーを押して、 
ディスプレイに表示します。 


各メニューの機能、構造、および操作の流れについては、「メニューの機能と操作」 （— 
P .2-1) を参照してください。 

また、各メニューの内容については、「共通セットアップメニューの設定項目」 P .3-1)、 
「 LIPS 専用セットアップメニューの設定項目」（― P .4-1)、「 ESC / P 専用セットアップメ 
ニューの設定項目」（― P .5-1)、 「セットアップ以外のメニューの設定項目」（― P .6-1) を 
参照してください。 
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操作キーの使いかた 


メニューの操作には、以下のキーを使います。 

それらのうち、[セットアップ]、[ユーティリティ]、[ジョブ]、[リセット]、[ジョブキヤ 
ンセル]、[給紙選択]には、メニューを表示する機能があります。 



■各キーの機能は、次のとおりです。 


キー 

機能 

オンライン 

〇 

オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。メニューの操作は、すべて 
このキーを押してオフライン状態に切り替えてから行います。キーが点灯して 
いるときがオンライン状態、消灯しているときがオフライン状態です。 

本文中では[オンライン]と表記します。 

ジョブキャンセル 

〇 

オフライン状態に切り替えた直後 

メニューの表示中 

ジョブランプが点灯 • 点滅している状 
態（データ処理中 • データ受信中）で 
押すと、現在処理中のジョブをキャン 
セルします。本文中では[ジョブキャ 
ンセル]と表記します。 

動作しません。 

給紙選択 

〇 

給紙選択メニューを表示します。本文 
中では[給紙選択]と表記します。 

給紙選択メニュー内では、 [►] と同 
じ動作（項目や設定値の選択）をしま 
す 。 

ユーティリティ 

© 

ユーティリティメニューを表示しま 
す。本文中では[ユーティリティ]と 
表します。 

同じ階層の左側の項目を表示します。 
項目が数値の場合は数値が減ります。 
そのまま押し続けると、数値の減る速 
度が速くなる項目もあります。本文中 
では [◄] と表記します。 
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キー 

機能 

ジョブ 

© 

ジョブメニューを表示します。本文中 
では[ジョブ]と表記します。 

上の階層の項目を表示します。本文中 
では [▲] と表記します。 

© 

リセット 

リセットメニューを表示します。本文 
中では[リセット]と表記します。 

選択した項目を実行します。または次 
の階層に進みます。本文中では [▼] 
と表記します。[実行]と同じ動作を 
します。 

セットアップ 

© 

セットアップメニューを表示します。 
本文中では[セットアップ]と表記し 
ます。 

同じ階層の右側の項目を表示します。 
項目が数値の場合は数値が増えます。 
そのまま押し続けると、数値の増す速 
度が速くなる項目もあります。本文中 
では [►] と表記します。 

© 

動作しません。 

選択した項目を実行します。または次 
の階層に進みます。本文中では[実行] 
と表記します。 [▼] と同じ動作をしま 
す 。 
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ディスプレイの見かた 


メニュー機能を設定するときの、プリンタのディスプレイに表示される内容について説明し 
ています。 


メニューの構造 


メニューは下の図のように、1つのつながった輪のような構造（ループ構造）になってお 
り、この輪の中の一項目がディスプレイに表示されています。したがって、 [◄] や [►] を 
押して、同じ方向に続けてメニューを移動すると、最初の項目が再び表示されます。 

メニューは、階層ごとにそれぞれ別のループ構造になっています。 



メニュー操作に入ることができる状態 


プリント可能な状態のときに、オフライン状態にしてメニュー操作を行うことができます。 
プリント可能な状態とは、次の2つの条件を満たしている状態です。 

•ジョブランプとメッセージランプが消灯している 
•ディスプレイに「00 ■■■国」のメッセージが表示されている 

例 1) 動作モード自動選択の場合のプリント可能表示 （ LBP 5800のみ） 

00インサツカノウ A 4 


例 2) LIPS モードの場合のプリント可能表示 

00 UPS A 4 
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例 3) ESC / P ェミュレーシヨンモードの場合のプリント可能表示 （ LBP 5800のみ) 


00 ESC/P A 4 


F 1 イスプレイの見かた 


ディスプレイは上下2段表示になっています。上の段には前の階層で選択した項目が、下 
の段には現在の階層内で選択できる項目が表示されます。 

同じ階層の中で他に選択できる項目がある場合は、ディスプレイの右端に「—」が表示され 
ます。 


カクチョウキノウ 
スリ-フ。ドウサ 


現在の階層の下にさらに階層がある場合は、ディスプレイの右端に「丨」が表示されます。 


カクチョウキノウ 
ス U _ フ。卜''ウサ I 

他に選択できる項目と、下の階層が同時にある場合は「―」と「丨」が交互に表示されます。 
現在設定されている設定値は、ディスプレイの左端に「=」が表示されます。 

ス | J _ フ。卜''ウサ 
=スル - 
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メニューの機能と操作 


2 


CHAPTER 


この章では、各メニューの構造と操作パネルでプリント環境を設定する方法について説明し 
ています。 


共通セットアップメニューの機能と操作 .2-2 

共通セットアップメニューの機能と構造 .2-2 

共通セットアップメニューの操作の流れ .2-3 

UPS 専用セットアップメニューの機能と操作 .2-5 

UPS 専用セットアップメニューの機能と構造 .2-5 

UPS 専用セットアップメニューの操作の流れ .2-5 

ESC / P 専用セットアップメニューの機能と操作 .2-7 

ESC / P 専用セットアップメニューの機能と構造 .2-7 

ESC / P 専用セットアップメニューの操作の流れ .2-8 

ユーティリティメニューの機能と操作 .2-10 
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動作モード 


▼ 


，…ヂ■す-み-コ- y.jk 丄 ★ 


1111溫 



:専用セツト/ップメニューへ 


「★」は、 LBP 5800のみ表示されます。 
「►►►►」は、項目や階層が省略されていることを表します。 


H レイアウト H 印字調整_インタフ 1-4 

▼ ▼ ▼ 

▼ ▼ ▼ 


t 


自 


両 


►►►► 

動 

け卜けけけ 

面 

紐 

£ 


選 


印 


f- 

; 


択 


刷 


共通セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 


共通セットアップメニューの機能と構造 


ここでは、共通セットアップメニューの機能とメニュー構造について説明します。 

共通セットアップメニューの機能 

共通セットアップメニューでは、印字する位置や、文字の種類、パソコンと接続するときの 
インタフェースの選択などをはじめ、さまざまなプリント環境を設定することができます。 

通常、プリント環境は、接続しているパソコンのアプリケーションソフトやプリンタドライ 
パで設定できます。しかし、中にはインタフェースの設定など、プリンタの共通セットアッ 
プメニューでしか行えないものもあります。また、 LBP 5800の場合、印刷条件を設定で 
きないアプリケーションソフトや、 MS - DOS のコマンドで直接プリントすることもできま 
すので、これらのパソコンからプリントするときは、プリンタの共通セットアップメニュー 
でプリント環境を設定します。 

共通セットアップ;4^=1一の構造 

共通セットアップメニューは「グループ」「設定項目」「設定値」の3つの階層に分かれて 
います。グループは、いくつかの設定項目が機能別にまとめられたもので、その中から設定 
項目を選び、設定項目ごとに設定値が選択できる構造になっています。 

LBP 5800の場合、グループの階層で 「 LIPS セットアップ」、 「 ESC / P セットアップ」、才 
プションのコント□ール ROM によるエミュレーションモードを選択すると、それぞれの専 
用セットアップメニューに移行します。 


共通セットアップメニューの機能と操作 


設定直 


グループ 


* オプション 


r-l カセツト 4 J — ^使ぅ 


トレイ 1~ T 使う 


使わない 


使わない 


A4 


► ► 


® メニユ — の機 S 操作 
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泌 メモ 1 •項目によっては、「給紙」グループの「自動選択」のように、設定項目の階層が2つに分 
かれているちのがあります。 

•「パネル設定初期化」はグループの下の階層がありません。初期化の操作方法については、 
「セットアップメニューの初期化」 （— P .2-21) を参照してください。 

•「動作モード選択」 （— P .3-35) で、特定の動作モード （ LIPS や ESC / P ) に設定した場 
合は、選択した動作モード以外の専用セットアップメニューに移行することはできませ 
ん〇 

•点線枠の項目は、オプションのコント□—ル ROM ( LBP 5800 のみ）やべーパーフイー 
ダを装着している場合のみ、追加して表示され、選択できるようになります。オプション 
エミュレーションの専用セットアップメニューについては、オプションのコント□—ル 
ROM の取扱説明書を参照してください。 


共通セットアップメニューの操作の流れ 


共通セットアップメニューには、「グループ」「設定項目」「設定値」の3つの階層があり、 
それぞれの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、印字調整グループの「印字動作」の項目を「画質優先」に設定する手順を例に説 
明します。 


操作の手順 キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



H 

セットアップメニューを表示する 


[セットアップ]を押す 


セツトアップメニューが表示されます。 


|グループを選択する [◄] または [►] を押す 

「印字調整」グループを選択した場合 目的のグループが表示されます。 


セットアッフ 。 

インシ'、チョウセイ 


|設定項目を表示する [実行]を押す 

-選択したグループの設定項目が表示されます。 

インシ、、チョウセイ 

テ''-タシヨリ - 


|設定項目を選択する 

「印字動作」を選択した場合 


インシ、' チョウセイ 
インシ'、ドウサ 


[◄] または [►] を押す 

目的の設定項目が表示されます。 
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D 

選択した値を確定する 


[実行]を押す 



B 

オンライン状態に戻す 


[オンライン]を押す 


㉘ メモ 1 •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「〇〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、1つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 

• グループの階層で、 「 LIPS セットアップ」、 「 ESC / P セットアップ」を選択した場合は、 
「 LIPS 専用セットアップメニューの機能と操作」 （— P .2-5)、「 ESC / P 専用セットアッ 
プメニューの機能と操作」 （— P .2-7) を参照してください。 （ LBP 5800のみ） 

• 項目によっては、設定項目の階層が2つの層に分かれている場合があります。 


設定値を表示する 


[実行]を押す 


インシ'、卜、、ウサ 
=シ'、ドウ 


選択した設定項目の設定値が表示されます。 


設定値を選択する 


[◄] または [►] を押す 


「画質優先」を選択した場合 


目的の設定値が表示されます。 


インジ'、卜'、ウサ 
力'、シツユウセン 


メニュ I の機能と操作 
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共通セットアップメニューの機能と操作 






















UPS 専用セットアップメニューの機能と操作 


LIPS 専用セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 LIPS 専用セッ 
トアップメニューは、 LBP 5800のみ設定することができます。 


LIPS 専用セットアップメニューの機能と構造 


共通セットアップメニューのグループの階層で 「 LIPS セットアップ」を選択すると 、 LIPS 
専用セットアップメニューに移行します。 

LIPS 専用セットアップメニューは、「設定項目」と「設定値」の2つの階層に分かれてい 
て、 LIPS モードが動作した場合のみ有効な設定をすることができます。 


LIPS 専用セットアップメニュー 


皮ループ 


「►►►►」《、項目や階層が省略されていることを表します。 


LIPS 専用セットアップメニューの操作の流れ 


UPS 専用セットアップメニューには、「設定項目」「設定値」の2つの階層があり、それぞ 
れの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、「複数ページ印刷」の項目を「2ページ（左)」に設定する手順を例に説明します。 


操作の手順 キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



B 

セットアップメニューを表示する 


[セットアップ]を押す 


セットアップメニューが表示されます。 


設定直 


設定項目 


^■メニュ-§能と操作 


⑥ゎない 


白紙節約 


ジョブタイムアウト 


H 使う 

►► 


網かけ解像度 


LF 機能 


CR 機能 


自動改行 


自動改ぺ I ジ 


桁数 


行数 


漢字グラフィックセット 


ANK 書体 


漢字書体 


文字サイズ 


漢字 n I ド 


スタ—トアップマクロ 


カラ—才—バレイ 


才—パレイ2 


才—パレイ1 


ぺ—ジの向き 


複数べ—ジ余白 


複数べ—ジ印刷 


► ► 
► ► 

► ► 
▼ ▼ 
► ► 
► ► 
► ► 
► ► 
► ► 
► ► 

► ► 
► ► 

1 ▼▼ 
► ► 

► ► 
► ► 


♦レタ— 


I 拡大/縮小 


D — E しない 


LIPS 専用セツトアップメニューの機能と操作 


2-5 










































































| グループで 「LIPS セットアップ」を選択する [◄] または [►] を押す 

「 LIPS セットアップ」が表示されます。 

セットアッフ° 

UPS セットアツフ° - 


I設定項目を表示する [実行]を押す 

- LIPS セットアップの設定項目が表示されます。 

UPS セットアッフ。 

カクタ''イ/シュクシヨウ - 


|設定項目を選択する [◄] または [►] を押す 

「複数ページ印刷」を選択した場合 目的の設定項目が表示されます。 


UPS セット ア ッフ 。 

フクスウへ。-シ、' インサツ— 


I設定値を表示する [実行]を押す 

-選択した設定項目の設定値が表示されます。 

フクスウへ。-シ'、インサツ 
=シナイ - 


I設定値を選択する [◄] または [►] を押す 

「2ページ（左)」を選択した場合 目的の設定値が表示されます。 


フクスウへ。-シ'、インサツ 
— 2へ。-シ'、（ヒタ、'リ）一4 


D 

選択した値を確定する 


[実行]を押す 



■ 

オンライン状態に戻す 


[オンライン]を押す 


@ メモ 1 •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「〇〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、1つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 
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ESC / P 専用セットアップメニューの機能と操作 


ESC / P 専用セットアップメニューの概要と操作手順について説明しています。 ESC / P 専 
用セットアップメニューは、 LBP 5800のみ設定することができます。 


ESC / P 専用セットアップメニューの機能と構造 


共通セットアップメニューのグループの階層で 「 ESC / P セットアップ」を選択すると、 
ESC / P 専用セットアップメニューに移行します。 

ESC / P 専用セットアップメニューは、 「 ESC / P グループ」「設定項目」「設定値」の3つ 
の階層に分かれていて、 ESC / P エミュレーシヨンモードが動作した場合のみ有効な設定を 
することができます。 


皮ループ 


wsaSSS^ 


1定項目 


設定値 



「►►►►」《、項目や階層が省略されていることを表します。 


泌 メモ1 オプションのコント□—ル ROM を装着すると、設定項目が追加されます。詳しくはオプ 
シヨンのコント□—ル ROM の取扱説明書を参照してください。 


ESC/P 専用セットアップメニューの機能と操作 2-7 




































































ESC/P 専用セットアップメニューの操作の流れ 


ESC / P 専用セットアップメニューには、 「 ESC / P グループ」「設定項目」「設定値」の3つ 
の階層があり、それぞれの階層で目的の項目を選択します。 

ここでは、フォントグループの「国別文字」の項目を 「 USA 」 に設定する手順を例に説明 
します。 


操作の手順 キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



B 

セットアップメニューを表示する 


[セットアップ]を押す 


セツトアップメニューが表示されます。 


|グループで 「ESC/P セットアップ」を選択する [◄] または [►] を押す 

「 ESC/P セットアップ」が表示されます。 

セットアッフ。 

ESC / P セットアツフ° — 


| ESC/P グループを表示する [実行]を押す 

ESC/P グループが 表示されます。 

ESC / P セットアッフ° 

V - シ''レイアウト - 


| ESC/P グループを選択する [◄] または [►] を押す 

「フォント」グループを選択した場合 目的の ESC/P グループが表示されます。 


ESC/P セツトアツフ。 
フオント 


|設定項目を表示する [実行]を押す 

選択した ESC/P グループの設定項目が表示され 

フォント ます。 

カンシ''シヨタイ - 


I設定項目を選択する [◄] または [►] を押す 

「国別文字」を選択した場合 目的の設定項目が表示されます。 


フォント 
クニへ、、ツモシ 
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I 設定値を表示する [実行]を押す 

-選択した設定項目の設定値が表示されます。 

クニへ''ツモシ'' 

=ニホン 4 


I設定値を選択する [◄] または [►] を押す 

「USA」 を選択した場合 目的の設定値が表示されます。 


クニへ'、ツモシ'' 

USA 


10 

選択した値を確定する 


11 

オンライン状態に戻す 


[実行]を押す 


[オンライン]を押す 


メモ I •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「〇〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、1つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 


ESC/P 専用セツトアップメニューの機能と操作 
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ユーティリティメニューの概要と操作手順について説明しています。 


.一の機能と構造 


ここでは、ユーティリティメニューの機能とメニュー構造について説明します。 

ユーティリティメニューの機能 

ユーティリティメニューでは、セットアップメニューの設定内容や、搭載されているフォン 
卜などの情報をプリントして確認することができます。 

詳しい項目の内容については「ユーティリティメニューの設定項目」（― P .6-4) を参照し 
てください。 


ユーティリティメニューの構造 

ユーティリティメニューは、 LIPS 、 ESC / P 、 オプションのエミュレーションなどの各動作 
モードに共通して選択できる「共通ユーティリティ項目」と、動作モードごとに選択する 
「専用ユーティリティ項目」の2つの階層に分かれています。 


ステータス 

■確ェミュレ-シ ョン圖 

LIPS 

■ ESC/P ■ 

1 フオント I 

標準 N/W 

プリント 

：のユ-ティリティ丨 

ユ-ティリティ | 

■ユ-ティリティ [ 

■リスト ■ 

1 プリント 


lx 

|ァ 


力 

1 


ラ 

夕 


1 

ス 

► ► 

サ 

プ 


ン 

U 


プ 

ン 

卜 


ル 


拡張 I/F 


HD 


キヤリブ 

プリント丨 レー シヨン| ユーテ イリ テイ!! 

* オプション * オプション 


「★」は、 LBP 5800のみ表示されます。 
「 ►►►► 」は、項目や階層が省略されていることを表します。 


@ メモ | •点線枠の項目は、オプションのコント□—ル ROM ( LBP 5800 のみ）の装着時や八ード 
ディスク ( LBP 5800 のみ）が使用可能な場合のみ追加して表示され、選択できるよう 
になります。 

•「動作モード選択」 （— P .3-35) で、特定の動作モード （ LIPS など）に設定した場合は、 
選択した動作モード以外の専用ユーティリティ項目を設定することはできません。 


ユーテイ U テイメニューの機能と操作 
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メニュ I の機能と操作 
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ユーティリティメニューには、「共通ユーティリティ項目」「専用ユーティリティ項目」の2 
つの階層があり、それぞれの階層で目的の項目を選択します。専用ユーティ U ティ項目は、 
共通ユーティリティ項目の階層で 「 LIPS ユーティリティ」、 「 ESC / P ユーティリティ」の 
いずれかを選択した場合にのみ表示されます。 

ここでは、 「 LIPS ユーティリティ」の「フォントリスト」をプリントする手順を例に説明し 
ます。 


操作の手順 


キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



B 

ユーティリティメニューを表示する 


[ユーテイリテイ]を押す 


ユーティリティメニューが表示されます。 


共通ユーティリティ項目を選択する 


[◄] または [►] を押す 


「LIPS ユーティリティ」を選択した場合 目的の共通ユーティリティ項目が表示されます。 


ユ-ティリティ 

UPS ユ-テイリテイ - 


専用ユーティリティ項目を表示する [実行]を押す 

- 専用ユーティリティ項目が表示されます。 

UPS ユ-ティリティ 
ステ-タスフ。リント - 


専用ユーティリティ項目を選択する [◄] または [►] を押す 

「フオントリスト」を選択した場合 目的の専用ユーティリティ項目が表示されます。 


UPS ユ-ティリテイ 
フォントリスト 


I選択した項目を確定する [実行]を押す 

フォントリストがプリントされます。 


Iオンライン状態に戻す [オンライン]を押す 

メモ I •専用ユーティリティ項目 （ LIPS ユーティリティなど）を選択しなかった場合は、操作の 
手順4〜5の設定はありません。 


.一の操作の流れ 


^■メニュ-§能と操作 
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•オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「〇〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 
灯している状態です。 

•操作の途中で [▲] を押すと、1つ前の階層に戻ります。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 

• LIPS のオーバレイリスト、マク□リスト、 フォー ムリスト、オーバレイプリントは、 デー 
夕が登録されている場合のみプリントされます。データが登録されていない場合はブザー 
が鳴り、何もプリントされません。 


メニュ I の機能と操作 
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ジョブメニューの機能と操作 


ジョブメニューの概要と操作手順について説明しています。 



一の機能と構造 


ここでは、ジョブメニューの機能とメニュー構造について説明します。 


ジョブメニューの機能 

ジョブメニューでは、セキュアジョブやボックスに保存したジョブをプリントしたり、セ 
キュアジョブのリストや印刷履歴をプリントすることができます。 

詳しい項目の内容については「ジョブメニューの設定項目」 （— P .6-8) を参照してください。 


ジョブメ ニ ューの構 造 

ジョブメニューの階層は1つです。 



セキュアプリント_保存ジョブリスト_辟ジョブプリント_晒腿 u スト| 

* オプション * オプション * オプション 

「★」は、 LBP 5800のみ表示されます。 


@ メモ1 点線枠の項目は、オプションの八ードディスク （ LBP 58 ◦◦のみ）が使用可能な場合の 
み追加して表示され、選択できるようになります。 



.一の操作の流れ 


ここでは、「印刷履歴リスト」をプリントする手順を例に説明します。 


操作の手順 キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



Q 

ジョブメニューを表^^する 


[ジョブ]を押す 


ジョブメニューが表示されます。 

D 

プリントしたい項目を選択する 


[◄] または [►] を押す 


ジョブメニューの機能と操作 
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「印刷履歴リスト」を選択した場合 


目的の項目が表示されます。 




[実行]を押す 

印刷履歴リストがプリントされます。 


[オンライン]を押す 


メモ I •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「◦〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 

灯している状態です。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。 

•「セキュアプリント」は、八ードディスクが使用可能な状態で、セキュアプリントジョブ 
がある場合にのみ表示されます。 

•「保存ジョブリスト」、「保存ジョブプリント」は、八ードディスクが使用可能な状態で、 
保存ジョブがある場合にのみ表示されます。 


2-14 ジョブメニユーの機能と操作 













■ J セツトメニューの機能と操作 


リセットメニューの概要と操作手順について説明しています。 



一の機能と構造 


ここでは、リセットメニューの機能とメニュー構造について説明します。 


リセツトメニューの機能 

リセツトメニューでは、プリンタのリセツト（ソフトリセツト、八ード U セツト）やプリン 
夕に残っているプリントデータの排出、八ードディスク装着時に電源をオフにするときに行 
う「シャツトダウン」をすることができます。 

詳しい項目の内容については「リセットメニューの設定項目」 P .6-10) を参照してく 
ださい。 


リセットメニューの構造 

リセットメニューの階層は1つです。 



泌メモ1 •点線枠の項目は、オプションの八ードディスク （ LBP 58 ◦◦のみ）が使用可能な場合のみ 
追加して表示され、選択できるようになります。 

•「八ードリセット」は、ディスプレイに「ソフトリセット」と表示されている状態で、[実 
行]を3秒以上押すと表示されます。 



.一の操作の流れ 


ここでは、「ソフトリセット」を実行する手順を例に説明します。 


操作の手順 


| オフライン状態に切り替える 


キー操作 

[オンライン]を押す 
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I リセットメニューを表示する [リセット]を押す 

リセットメニューが表示されます。 


I実行したい項目を選択する [◄] または [►] を押す 

「ソフトリセット」を選択した場合 目的の項目が表示されます。 


リセット 
ソフトリセット 


I選択した項目を確定する [実行]を押す 

ソフトリセツトが実行されます。 


Iオンライン状態に戻す [オンライン]を押す 


@メモ 1 •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「〇〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 
灯している状態です。 

•「シャツトダウン」は、オプションの八ードディスクを装着している場合にのみ表示され 
ます。 


2-16 リセットメニューの機能と操作 



















ジョブキャンセルメニューの機能と操作 


ジョブキャンセルメニューの概要と操作手順について説明しています。 



一の機能 


ジョブキャンセルメニューを使うと、データ受信中およびデータ処理中のジョブだけをキャ 
ンセルすることができます。 

キャンセルしたいジョブの処理中にプリンタをオフライン状態にし、操作パネルの[ジョブ 
キャンセル]を押すと、ジョブキャンセル処理が開始されます。 


@メモ I •本プリンタ専用ではないプリンタドライバから送信された データが 混在している場合、複 
数の データがキャ ンセ j レされることがあります。 

•ジョブキャンセルの処理は約2秒間行われます。この間にデータの受信を完了しなかった 
場合、ジョブスキップ処理に移行します。ジョブキャンセル処理が開始されると、ディス 
プレイに「03ジョブキャンセル」と表示され、この状態（ジョブキャンセル状態） 
ではリセット処理はできません。 

•ジョブスキップ処理に時間がかかり、ジョブスキップを途中で中止したいときは、リセッ 
卜処理を行ってください。ジョブスキップ状態に移行すると、ディスプレイに「00ジョ 
ブスキップ」と表示され、この状態（ジョブスキップ状態）でリセット処理が行えるよ 
うになります。 

•すでにデータ処理が終わり印刷処理中のデータは、キャンセルできません。その場合、そ 
の次のプリントデータがキャンセルされることがありますので、気を付けてください。 

•ジョブキャンセルを行ったときに、「03ジョブキャンセル」と表示されてもジョブが 
キャンセルされない場合があります。また、パスワード入力前のセキュアプリントジョブ 
やボックスに保存するジョブはキャンセルされません。セキュアプリントジョブやボック 
スに保存するジョブは、リモート UI で削除してください（セキュアプリントやボックス 
機能は、 LBP 5800 のみの機能です)。リモート UI ガイド「第3章リモート UI のい 
ろいろな機能」） 



.一の操作の流れ 


キャンセルしたいジョブの処理中にプリンタをオフライン状態にし、操作パネルの[ジョブ 
キャンセル]を押すと、ディスプレイに「03ジョブキャンセル」と表示され、ジョブ 
キャンセル処理が開始されます。 


操作の手順 

|ジョブの処理中にオフライン状態に切り替える 


キー操作 

[オンライン]を押す 
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I ジョブをキャンセルする [ジョブキャンセル]を押す 

メッセージの表示と同時にプリンタがオンライ 
ン状態になり、ジョブキャンセル状態が約2秒間 
続きます。プリントデータの受信が完了している 
場合、ジョブのキャンセル処理が終了し、プリン 
卜可能な状態に戻ります。 

プリントデータの受信が完了していない場合、 
ジョブキャンセル状態が続くと、「〇〇ジョブ 
スキップ」が表示されます。ジョブのスキップが 
終了すると、プリント可能な状態に戻ります。 


03シ、'ヨフ、、キャンセル 


メモ I •ジョブをキャンセルできるのは、データ処理中、またはデータ受信中で、ジョブランプが 
点灯、または点滅している状態のときです。 

•ジョブスキップの処理中は、処理中のジョブのインタフェース名 （ 「セント□ニクス」、 
「 USB 」 など）がディスプレイに表示されます。 
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'►►►卜」は、項目や階層が省略されていることを表します。 


㉜ メモ I トレイ用紙サイズ、トレイ用紙タイプ、両面印刷については、セットアップメニューの給 

紙グループでも同様の設定ができます。 


.一の操作の流れ 


給紙選択メニューには、「設定項目」「設定値」の2つの階層があり、それぞれの階層で目 
的の項目を選択します。 

ここでは、「トレイ用紙サイズ」の項目を「巳5」に設定する手順を例に説明します。 


給紙選択メニューの機能と操作 


給紙選択メニューの概要と操作手順について説明しています。 


.一の機能と構造 


■m 織 

ここでは、給紙選択メニューの機能とメニュー構造について説明します。 

給紙選択メニューの機能 

給紙選択メニューでは、どの給紙カセットまたは給紙トレイの用紙を使ってプリントするか 
や、トレイの用紙サイズなどを選択できます。給紙元を選択した場合は、選択後、該当する 
位置の給紙元表示ランプが点灯します。 

詳しい項目の内容については「給紙選択メニューの設定項目」 P .6-12) を参照してく 
ださい。 

給紙選択メニューの構造 

給紙選択メニューの階層は2つの階層に分かれています。 


設定項目 


給紙モード 


トレイ用紙サイズ 


トレイ用紙タイプ 


両面印刷 


設定直 




する 


しな5 


フ U — 


kr 

▲ 


普通紙 


A4 


トレ V 


▲ 

▲ 


—自11]— 
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操作の手順 


キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



B 

給紙選択メニユーを表示する 


[給紙選択]を押す 


給紙選択メニューが表示されます。 


設定項目を選択する 


「トレイ用紙サイズ」を選択した場合 


トレイヨウシサイス'’ 


[◄] または [►] を押す 


目的の設定項目が表示されます。 


設定値を表示する 


トレイヨウシサイス'’ 
= A 4 


[実行]を押す 


選択した設定項目の設定値が表示されます。 
[実行]のかわりに[給紙選択]を押しても、設 
定値を表示することができます。 


設定値を選択する 


「巳5」を選択した場合 


トレイヨウシサイス、’ 
巳5 


[◄] または [►] を押す 


目的の設定値が表示されます。 

[◄] または [►] のかわりに[給紙選択]を押 
しても、設定値を選択することができます。 


B 

選択した値を確定する 


[実行]を押す 



■ 

オンライン状態に戻す 


[オンライン]を押す 


㉘ メモ I •オフライン状態に切り替えることができるのは、プリント可能な状態のときです。プリン 
卜可能な状態とは、「◦〇 ■■■国」が表示され、ジョブランプとメッセージランプが消 

灯している状態です。 

•操作の途中で[オンライン]を押すと、そのとき表示していた設定値を設定し、オンライ 
ン状態に戻ります。また、操作の途中で誤操作をした場合も、そのとき表示していた設定 
値を設定し、オフライン状態に戻ります。 
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セットアップメニューの初期化 


セットアップメニューの初期化の概要と操作手順について説明しています。 



一の初期化の機能 


セットアップメニューを初期化すると、共通セットアップメニューや専用セットアップメ 
ニューで設定した内容を、工場出荷時の状態に戻すことができます。 



.一 初期化の操作の流れ 


初期化は、セツトアップメニューの「グループ」の階層で「パネル設定初期化」の項目を選 
択して行います。 


操作の手順 キー操作 


D 

オフライン状態に切り替える 


[オンライン]を押す 



H 

セットアップメニューを表示する 


[セットアップ]を押す 


セツトアップメニューが表示されます。 


Iグループで「パネル設定初期化」を選択する [◄] または [►] を押す 


セットアッフ 。 

ハ。 ネルセツテイシヨキカ— 


I初期化を実行する [実行]を押す 

確認メ ツセー ジが表示されます。 

ハ。 ネルセツテイシヨキカ 
シ''ッコウシマスカ？- 


I メッセージを確認後、実行する [実行]を押す 

初期化の実行中は「ショキカチュウ」が表示さ 
れます。終了すると、「ショキカシュウリョウ」 
が表示されます。 

I オンライン状態に戻す [オンライン]を押す 
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重要 


¢3 


•初期化の実行中に電源をオフしないでください。プリンタのメモリが故障することがあり 
ます。 

• 一部の設定項目は、初期化後に電源を入れなおすか八ードリセツト操作を行わないと有効 
になりません。 


メモ 1 •操作の途中で[オンライン]を押すと、操作を中止してオンライン状態に戻ります。ただ 
し、ディスプレイに「シヨキカチュウ」と表示されているときは、[オンライン]を押 
しても操作は中止できません。 

•セットアップメニューの初期化を実行しても、以下の項目は初期化されません。 

•共通セットアップメニューのインタフェースグループの「標準（拡張）ネットワーク」 
•ユーザメンテナンスグループの「特殊印字処理」 

•ユーザメンテナンスグループの「カウンタ初期化」 
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共通セットアップメニューの 
設定項目 


CHAPTER 


この章では、共通セツトアップメニューで設定できる項目の内容について説明しています。 


共通セットアップメニュー設定項目一覧 .3-3 

拡張機能グループの設定項目 .3-7 

スリープ動作 .3-7 

スリープモード .3-7 

警告処理 .3-8 

自動エラースキップ .3-8 

表示言語 .3-8 

ブ'ザー .3-9 

警告表示 .3-9 

日付/時刻設定 .3-9 

八ードディスク .3-9 

割り込み印刷許可 .3-10 

セキュアプリント消去 .3-10 

rip once (リップワンス） .3-11 

給紙グループの設定項目 .3-12 

トレイ用紙サイズ . 3-12 

デフオルト用紙サイズ .3-12 

用紙の向き . 3-13 

トレイ優先 . 3-13 

自動選択 . 3-14 

デフオルト用紙タイプ . 3-14 

トレイ用紙タイプ . 3-15 

手差し両面 . 3-16 

両面師」 .3-16 

レイアウトグループの設定項目 .3-17 

コピー枚数 . 3-17 

縦補正/横補正 . 3-17 

とじ方向 . 3-18 

とじ幅 .3-18 

特殊両面処理 . 3-19 
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3 .共通セツトアップメニューの設定項目 


印字調整グループの設定項目 .3-21 

データ処理 .3-21 

階調処理 .3-21 

h ナ _ 節約 .3-2 1 

トナー濃度 C.3-22 

トナー濃度 M.3-22 

トナー濃度丫 .3-22 

トナー濃度 K.3-22 

カラーモード .3-23 

モノクロ中間調 .3-23 

カラー中間調 .3-23 

OHP タイプ .3-24 

画質警告 .3-24 

印字動作 .3-25 

インタフェースグループの設定項目 .3-27 

インタフェース選択 .3-27 

タイムアウト .3-27 

セント□ニクス設定 .3-28 

標準ネットワーク .3-31 

拡張ネットワーク .3-32 

コネクション認識 .3-34 

動作モードグループの設定項目 . 3-35 

動作モード選択 .3-35 

自動切り替え .3-37 

優先ェミュレーション .3-38 

ユーザメンテナンスグループの設定項目 . 3-39 

定着讎処王里 .3-39 

印字位置調整 .3-39 

カウンタ初期化 .3-41 

特殊モード J.3-41 

特殊モード L.3-42 

OHP フィルム鏡像 .3-42 

特殊印字処理 .3-43 

封筒丫 4横送り .3-44 
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共通セットアップメニュー設定項目一覧 

■ 表の見かた 

. r * j 印が付いている項目や設定値は、オプション品の有無や他の設定項目の内容によつ 
て表示されるときと表示されないときがあります。 

•「★」印が付いている項目や設定値は、 LBP 5800のみ表示されます。 

• 太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 

■ 拡張機能グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

スリープ動作 

スル、 オンラインノミ 

P.3-7 

ス IJ ープモード 

30プン、 60プン、180プン、15フン 

P.3-7 

警告処理 

ケイゾク、 テイシ 

P.3-8 

自動 エラー スキップ 

ツカワナイ、 ツカウ 

P.3-8 

表示言語 

ニ ホンゴ、 ENGLISH 

P.3-8 

ブザー 

1カイ、 レンゾク 

P.3-9 

警告表示 

スル、 シナイ 

P.3-9 

日付/時刻設定 

日付： 2001/01/01〜2089/I2/31 
時刻 (24 時間）： 〇〇:〇〇:〇〇〜 23:59:59 

P.3-9 

八ードディスク** 

ツカウ、 ツカワナイ 

P.3-9 

割り込み印刷許可** 

スル、 シナイ 

P.3-10 

セキュアプリント消去** 

1ジカン、 2ジカン、3ジカン、6ジカン、12 
ジカン、24ジカン 

P.3-10 

rip once ** (リップワンス） 

ツカウ、 ツカワナイ 

P.3-1 1 


■ 給紙グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

トレイ用紙サイズ 

A4、A4R、B4、 A3、 LT、LTR、LG、LD、EX、 
フリー、ユーザペーパー、八ガキ、フウトウ 
丫4、フゥトゥ K2、A5、B5 

P.3-12 

デフオルト用紙サイズ 

A4、 巳4、A3、 A5、B5 

P.3-12 

用紙の向ぎ 

ジドウ、 タテオクリ、ヨコオクリ 

P.3-13 

トレイ優先 

シナイ、 スル 

P.3-13 


共通怎 h ミ^| 一 h IQ 設定項目 


共通セツトアップメニュー設定項目一覧 


3-3 


























設定項目 

設定値 

参照ページ 

自動選択 

トレイ： ツカウ、 ツカワナイ 
カセット1: ツカウ、 ツカワナイ 
カセット 2* : ツカウ、 ツカワナイ 
カセット 3* : ツカウ、 ツカワナイ 
カセット 4* : ツカウ、 ツカワナイ 

P .3-14 

デフオルト用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、アツガ SH、OHP 

P .3-14 

トレイ用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、 アッガミ H 、 OHP 、 フリー 

P .3-15 

手差し両面 

1 メンメ、 2 メンメ 

P .3-16 

両面印刷 

シナイ、 スル 

P .3-16 


■ レイアウトグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

コピー枚数 

1 〜2000 

P .3-17 

縦補正 

-50.0 mm 〜 0.0 mm 〜 +50.0 mm 

P .3-17 

横補正 

-50.0 mm 〜 0.0 mm 〜+50.0 mm 

P .3-17 

とじ方向 

ナガテ、 ミジカテ 

P .3-18 

とじ幅 

-30.0 mm 〜 0.0 mm 〜+30.0 mm 

P .3-18 

特殊両面処理 

スル、 シナイ 

P .3-19 


■ 印字調整グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

データ処理 

ファイン、 クイック 

P .3-21 

階調処理 

コウカイチヨウ 1、 コウカイチョウ2、ヒョウ 
ジュン 

P .3-21 

トナー節約 

ツカワナイ、 ツカウ 

P .3-21 

トナー濃度 C 、 M 、 Y、K 

1〜 7 〜15 

P .3-22 

カラーモード 

ジドウ、 カラー、モノクロ 

P .3-23 

モノクロ中間調 

パターン 1、 パターン2 

P .3-23 

カラー中間調 

テキスト： カイゾウド、 カイチョウ、シキチョ 
ウ、コウカイゾウド 

グラフィック： カイゾウド、 カイチョウ、シキ 
チョウ、コウカイゾウド 
イメージ：カイゾウド、カイチョウ、 シキチョ 
ウ、 コウカイゾウド 

P .3-23 

OHP タイプ 

トウカガタ、 八ンシャガタ 

P .3-24 

画質警告 

ケイゾク、 テイシ 

P .3-24 

印字動作 

ジドウ、 ガシツユウセン、トウ□クユウセ 
ン 

P .3-25 
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■ インタフェースグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

インタフェース選択 

ジドウ、 セント□ニクス、 USB 、 ヒョウジユン 
ネットワーク★、カクチョウネットワーク* 

P .3-27 

タイムアウト 

5〜15〜300ビョウ、シナイ 

P .3-27 

セントロニクス設定* 

BUSY-ACK 

A - B - A 、 A - B 、 巳 -A 

P .3-28 

セント□受信速度 

コウソク、 チュウソク、テイソク 

P .3-29 

セント□送信速度 

コウソク、 チュウソク、テイソク 

P .3-29 

インプットプライム 

ドウサモードイソン、 リセツト 

P .3-29 

双方向 

ECP 、 ニブル、ツカワナイ 

P .3-30 

ジョブ区切り 

シナイ、 スル 

P .3-30 

標準ネットワーク** 

TCP/IP 

フレームタイプ： 

Ethernet 2、ムコウ 

IP モー ド*: 

シュドウ、 ジドウ 

プロトコル*: 

DHCP . オフ、 オン 

B 00 TP . オフ、 オン 

RARP . オフ、 オン 

アドレス*: 

IP アドレス . 192.168 .0.21 5 

サブネットマスク . 0.0.0.0 

ゲートウヱイアドレス.…0.0.0.0 

P .3-31 

三几中政担 

S 又^ hs 跡 

— 

P .3-32 

ネットワーク設定初期化 

— 

P .3-32 

拡張ネットワーク* 

TCP/IP 

フレームタイプ： 

Ethernet 2、ムコウ 

IP モー ド*: 

シュドウ、ジドウ 
プロトコル*: 

DHCP . オフ、オン 

B 00 TP . オフ、オン 

RARP . オフ、オン 

アドレス*: 

IP アドレス . （数値） 

サブネットマスク . （数値） 

ゲートウェイアドレス . （数値） 

P .3-32 

三几中政全早 

S 又也丑跡 

— 

P .3-33 

ネットワーク設定初期化 

— 

P .3-33 

コネクション 認識* 

スル、 シナイ 

P .3-34 


共通ミ^| 一 hIQ 設定項目 
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■ 動作 モー ドグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

動作モード選択 

ジドウセンタク、 その他のエミュレーショ 
ンへ BMLinkS 、 LIPS 、 ESC/P 夂 
HEX - DUMP 、 LIPS-DUMP 

P .3-35 

自動切り替え 

LIPS : ツカウ、 ツカワナイ 

ESC / P ★: ツカウ、 ツカワナイ 

BMLinkS : ツカウ、 ツカワナイ 
オプション**: ツカウ、 ツカワナイ 

P .3-37 

優先 エミユレー シヨン 

ESC/P *、 ナシ、その他のエミュレーション**、 
BMLinkS、LIPS 

P .3-38 


■ ユーザ メンテナンスグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

定着特殊処理 

シナイ、 スル 

P .3-39 

印字位置調整 

縦補正 （ トレイ）：〇〜 52 〜104 
横補正 （ トレイ）：〇〜 52 〜104 
縦補正（カセット1 ) : 0〜 52 〜104 
横補正（カセット1 ) : 0〜 52 〜104 
縦補正（カセット 2) * : 0〜 52 〜104 
横補正（カセット 2) * : 0〜 52 〜104 
縦補正（カセット 3) * : 0〜 52 〜104 
横補正（カセット 3) * : 0〜 52 〜104 
縦補正（カセット 4) * : 0〜 52 〜104 
横補正（カセット 4) * : 0〜 52 〜104 
縦補正（両面）： 0〜 52 〜104 
横補正（両面）： 0〜 52 〜104 

P .3-39 

カウンタ初期化 

ET 巳ユニット 

— 

P .3-41 

定着器 

- 

P .3-41 

特殊モード J 

ツカワナイ、 ツカウ 

P .3-41 

特殊モード L 

ヅカワナイ、 ツカウ 

P .3-42 

OHP フイルム鏡像 

シナイ、 スル 

P .3-42 

特殊印字処理 

OHP フィルム特殊処理 

シナイ、 スル 

P .3-43 

薄紙特殊処理 

シナイ、 スル 

P .3-43 

サービス 特殊設定 

ツカワナイ、 セッテイ A 、 セッテイ巳 

P .3-44 

封筒 Y4 横送り 

シナイ、 スル 

P .3-44 
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拡張機能グループの設定項目 


拡張機能グループでは、プリンタにエラーが発生したときの動作やオプションの八ードデイ 
スク装着時の機能を使うかどうかなどについて設定できます。 

スリープ動作 


スル、オンラインノミ 


本プリンタは、パネル操作を行わず、パソコンからデータが送られてこない状態 
が一定時間*経過したとき、スリープモードに移行します。 （* 「スリープモード」 
(4 次項目）で設定した時間） 

本項目は、プリンタがオフライン状態のときに、スリープモードに移行するかど 
うかを設定します（オンライン状態では、必ずスリープモードに移行します)。 

「スル」に設定すると、プリンタがオンライン状態でもオフライン状態でもスリー 
プモードに移行します。 

「オンラインノミ」に設定すると、プリンタがオフライン状態ではスリープモー 
ドに移行しません。 

スリープモードになると、プリンタは消費電力の少ないスリープ状態になりま 
す。オンラインからスリープモードになった場合は、印刷可ランプ以外のすべて 
のランプとディスプレイの表示が消えます。オフラインからスリーブモードに 
なった場合は、メッセージランプ以外のすべてのランプとディスプレイの表示が 
消えます。 

@メモI •セキュアプリントデータを受信した場合、スリープモードであっても、ジョブランプが点 
灯します（セキュアプリントは、 LBP 5800のみの機能です)。 

•操作パネルのキーが押されたり、エラーが起きると自動的にスリープモードは解除されま 
す。また、オンライン状態ではパソコンからのデータを受信してもスリープモードが解除 
されます。オフライン状態ではエラーが解除されてもスリープモードが解除されます。 

スリープモード 


30 プン、60プン、180プン、15フン 


本項目は、スリープモードに移行するまでの時間を設定します。スリープモード 
に移行しないようにする設定はありません。 

@ メモI 本プリンタはオフライン状態でもスリープモードに移行しますが、次のようなオフライン 
状態のときは、設定時間が経過してもスリープモードに移行しません。 

- Tnn - nn サービスコール」 （ nn は2桁の英数字）が表示されている 
• 八ードディスクのシャツトダウン中またはフォーマツト中 （ LBP 5800のみ） 

• ステータスプリントなどのユーティリティ項目の実行中 
• 「スリープ動作」前項目）を「オンラインノミ」に設定している 
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警告処理 


ケイゾク、 テイシ 


以下の警告メッセージが表示されたときに、プリントを継続するか停止するかを 
設定します。 


警告メッセージ 

プリンタの状態 

n 6 x トナーチェック」 

( X は丫または M 、 C 、 K ) 

表示された色のカートリッジの寿命が近く 
なって交換が必要 


「ケイゾク」に設定すると、上記のメッセージを表示しながらプリントを継続し 
ます。「テイシ」に設定すると、プリントを停止します。その後、表示されたメッ 
セージにしたがって警告状態を解除すると、プリントが再開されます。 


重要 


「16 X トナ_コウカン」が表示されプリントが中断した場合は、力一トリッジを交 
換したあと、再度プリントを行ってください。 


メモ1 本項目を「テイシ」にした場合、 ri 6 X トナーチェック」は|"16 X トナーコ 
ウカン」という表示に変わりプリントが停止します。 


自動 エラー スキップ 


ツカワナイ、 ツカウ 


エラーが起きたときに、エラーを一時的に解除してプリントを続ける機能（エ 
ラースキップ）を、自動的に使うかどうかを設定します。 

「ツカワナイ」に設定すると、[オンライン]を押してエラースキップさせる必要 
があります。 

「ツカウ」に設定すると、[オンライン]を押さなくても自動的にエラースキップ 
されます。 

@メモ I •エラースキップとはあくまでエラーを一時的に解除するものです。したがって、正しくプ 
リントされないことがあります。 

. 自動エラースキップで一時解除できるエラーの種類については、ユーザーズガイド「第5 
章困ったときには」を参照してください。 

•本項目を「ツカウ」に設定すると、複数のエラーが発生している場合でも、自動エラース 
キップ可能なエラーはすべて自動的にエラースキップします。 


表示言語 


ニホンゴ 、 ENGLISH 


ディスプレイに表示されるメッセージを日本語で表示するか、英語で表示するか 
を設定します。 

@ メモ I ENGLISH 表示の場合のメニュールートマップはありません。 
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ブザー 


1カイ、 レンゾク 


エラーが発生した場合に、ブザー音が1回だけ鳴るのか、連続して鳴るのか設定 
します。連続して鳴るように設定した場合は、エラーを解除するか操作パネルの 
いずれかのキーを押すと止まります。 

@メモ」 エラーの種類によっては、ブザーが鳴っているときに[オンライン]を押すと、エラーを 
スキップして、オンライン状態に戻すことができます。 

警告表示 


スル、 シナイ 


プリンタの状態を警告するメッセージ（警告メッセージ）を表示するかどうかを 
設定します。メッセージを表示してもしなくてもプリントは行われます。 

@メモ」 本項目を「シナイ」に設定して表示されなくなるメッセージについては、ユーザーズガイ 
ド「第5章困ったときには」を参照してください。 

日付/時刻設定 


B 付 . 2001/01/01 -2089/12/31 

B 寺刻 (24 時間） . 00:〇〇:〇〇〜23:59:59 


本プリンタには時計機能が内蔵されています。この時計はプリンタのメンテナン 
スや履歴の管理に使用されます。日付や時間が合っていないときに、本項目で設 
定します。 


㉘ メモ 1 • 日付と時刻は工場出荷時に合わせられています。 

•本プリンタに内蔵されている時計の精度は、月差± 90秒です。定期的に本項目で時刻を 
合わせてください。 

• 日付と時刻は、操作パネルの以下のキーを使って入力します。 

•数字の増減 • ••[▲][▼] 

-桁の移動 • • •[<][►] 

•入力した日付または時間の決定 • • •[実行] 

八ードディスク 


ツ カウ、 ツカワナイ 


* 本項目は、 LBP 5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、 64 MB 以上の拡張 RAM 
(メインメモリ）が増設されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着したときに追加される以下の機能を使うか 
どうかを設定します。 

•印刷 データの 割り込み 


共通ミ^| 一 hIQ 設定項目 
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. 印刷データの順番の変更 

• 印刷データの属性（出力先や印刷部数など）の変更 


• 印刷データの処理の一時停止/再開 


•印刷データを八ードディスク（ボックス）に保管する（再プリントが可能） 
P .6-9) 

•セキュアプリント（― P .6-8) 

• rip once (リップワンス）（- ► P .3-11) 

通常は「ツカウ」に設定しておいてください。八ードディスクを使った機能で不 
具合がある場合に、「ツカワナイ」に設定してください。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ードリ 
セツト操作を行ってください。 


割り込み印刷許可 


スル、 シナイ 


* 本項目は、 LBP5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、「八ードディスク」の項目 
が「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着している場合に、印刷データの割り込みの機 
能を使うかどうかを設定します。 


メモ 1 「八ードディスク」の項目が「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は無 
視され、割り込み印刷はできません。 

セキュアプリント消去 


1 ジ カン、 2ジカン、3ジカン、6ジカン、12ジカン、24ジカン 


* 本項目は、 LBP5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、「八ードディスク」の項目 
が「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

あらかじめパソコン側でファイル名、ユーザ名、パスワードを設定した「セキュ 
アプリント」のデータを消去する時間を設定します。 

セキュアプリントデータは八ードディスクに保存されていて、通常はプリントし 
ないと消去されませんが、データの処理が終了してから本項目で設定した時間が 
経過すると、プリントしていなくても自動的に消去されます。 

@ メモ」 •セ キュア プリント データの プリントは、 ユーテ ィリティ メニューの 「セ キュア プリント」 
(- P .6-8) やリモート UI で行います。 


•「八ードディスク」の項目が「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は無 
視され、セキュアプリント消去はできません。 

• 本項目で設定した時間が経過していない場合でも、プリンタの電源を切るか八ードリセツ 
卜やソフトリセツト操作を行うと、セキュアプリントデータは消去されます。 

•ファイル名、ユーザ名、パスワードの設定は、プリンタドライバで行います。 
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rip once (リップワンス) 


ツ カウ、 ツカワナイ 


* 本項目は、 LBP5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、 64MB 以上の拡張 RAM 
(メインメモリ）が増設されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクを装着している場合に 、 「rip once (リップワンス）」 
の機能を使うかどうかを設定します 。 rip once (リップワンス）とは、複数部数 
をプリントするときのために、1部目のデータを八ードディスクに保存しておい 
て2部目以降のプリントを高速に行う機能です。 

大量の部数をプリントする場合や、複雑なデータ（多数の図形や画像が含まれる 
データなど）を複数部数プリントする場合に効果があります。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ードリ 
セツト操作を行ってください。 


メモ 1 •「八ードディスク」の項目が「ツカワナイ」に設定されているときは、本項目の設定は自 
動的に「ツカワナイ」になり 、 rip once (リップワンス）の機能は使えません。 

•文字だけのデータなどのように比較的単純なデータや、部数の少ないデータでは、あまり 
効果がでないことがあります。 
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給紙グループの設定項目 


給紙グループでは、給紙トレイや給紙カセツトからプリントするときの用紙サイズなどにつ 
いて設定できます。 

トレイ用紙サイズ 


A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 l _ T 、 l _ TR 、 LG 、 LD 、 EX 、 フリー、ユーザべーパー、 
八ガキ、フウトウ Y 4、 フウトウ K 2、 A 5、 B 5 


給紙トレイにセットした用紙サイズを設定します。 

@ メモ」 •本項目を「フリー」に設定すると、1枚ずつ違うサイズの用紙にプリントしたいときなど 
に便利です。ただし、アプリケーションソフトなどで設定した用紙サイズと異なるサイズ 
の用紙がセットされている場合、正しくプリントされません。「特殊モード J 」 (- P .3-41) 
を「ツカワナイ」に設定している場合は、エラーメッセージが表示され、プリントを中止 
します。 

•「ユーザべ— パ—」は、アプリケーションソフトなどで定形以外のサイズを独自に設定し 
てプリントしたいときに選択します。プリント中に用紙サイズ交換を要求するメッセージ 
が表示される場合は、[オンライン]を押してエラーを解除してプリントしてください。 

• TLTJ はレターに、 「 LG 」 はリーガルに、 「 LD 」 はレジャーに、 「 EX 」 はエグゼクティブ 
に対応しています。 

• 「フウトウ丫4」は洋形4号に、「フウトウ K 2 J は角形2号に対応していますが、種類 
によってはプリントできないものもあります。また、有効印字領域は、上下左右の用紙端 
から10 mm 内側までとなります。詳しくは、ユーザーズガイド「第3章給紙 • 排紙の 
しかた」を参照してください。 

•給紙選択メニューの「トレイ用紙サイズ」でも同様の設定ができます （— P .6-13)。 

デフオルト用紙サイズ 


A 4、 B 4、 A 3、 A 5、 B 5 


アプリケーションソフトで用紙サイズが設定できない場合など、プリンタが処理 
を行う用紙サイズを決定できない場合の論理上の用紙サイズを設定します。 


重要 


通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプリントする場合は、プリンタド 
ライバで用紙サイズを設定します。 MS - DOS や UNIX などを OS とするパソコンからプ 
リントする場合で （ LBP 580 ◦のみ）、用紙サイズが設定できないときは、本項目で設定 
してください。 
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用紙の向き 


用紙を縦置きにセツトする用紙を横置きにセツトする 


㉘ メモ 1 • LIPS モードの場合、印字の向きは、 LIPS 専用セットアップメニューの「ページの向き」 
(- P .4-6) で設定できます （ LBP 5800のみ)。 

• LIPS 以外のモードの場合、「ジドウ」に設定すると、「ヨコオクリ」として処理されます。 
• 給紙カセットから給紙するときの各用紙の置きかたは次のようになります。 

• 縦置きのみ： A 3、 B 4、 B 5、 A 5、 レジャー、リーガル、エグゼクティブ、ユーザべーパー 
• 縦置き • 横置き： A 4、 レター 

•給紙トレイから給紙するときの各用紙の置きかたは次のようになります。 

•縦置きのみ： A 3、 B 4、 B 5、 A 5、 レジャー、リーガル、エグゼクティブ、ユーザペー 
パー、八ガキ、封筒（洋形4号、角形2号） 

• 縦置き • 横置き： A 4、 レター 

トレイ優先 


シナイ、スル 


給紙選択メニューで自動給紙が設定されている場合に、プリンタが給紙トレイか 
ら順に給紙元を検知するかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、受信データの用紙サイズに合致するかどうかの検知は 
次の順序で行われます。 

カセット1—カセット2”—カセット3” —カセット4” —給紙トレイ 
「スル」に設定すると、受信データの用紙サイズに合致するかどうかの検知は、給 
紙トレイから次の順序で行われます。 

給紙トレイ—カセット1 — カセット2” — カセット3 ” — カセット4” 

*1 :ペーパーフィーダ装着時のみ 


@ メモ] •自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モード」 （— P .6-12) で設定します。 


ジドウ、タテオクリ、ヨコオクリ 


横置きにも縦置きにもセツトできる用紙を使うときに、用紙の置きかたを設定し 
ます。給紙カセツトや給紙トレイにセツトした用紙の置きかたが、横置きのとき 
は「ヨコオクリ」に、縦置きのときは「タテオクリ」に設定します。自動的に認 
識させたいときは「ジドウ」に設定します。 

なお、本項目は置きかたを設定するだけなので、本項目を変更しても用紙に印字 
する向きは変わりません。 

[タテオクリ] [ヨコオクリ] 




搬送方向 
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•本項目は、給紙選択メニューの「給紙モード」が「ジドウ」に設定されている場合にのみ 
有効です。 

•本項目を「スル」に設定しても、給紙トレイの用紙サイズ、用紙タイプ、用紙名称と受信 
データの用紙サイズ、用紙タイプ、用紙名称が異なるときは、給紙トレイからは給紙され 
ません。 


. 受信データによっては、受信データと同じ用紙サイズの給紙カセツトの給紙元表示ランプ 
が点灯しているときに、本項目が「スル」に設定されていても給紙トレイから給紙されず 
にカセツトから給紙される場合があります。 

•カセツト2、カセツト3、カセツト4はオプションです。 


自動選択 


トレイ . ツカウ、ツカワナイ 

カセツト1 . ツカウ、ツカワナイ 

カセツト 2* . ツカウ、ツカワナイ 

カセツト 3* . ツカウ、ツカワナイ 

カセツト 4* . ツカウ、ツカワナイ 


* 「カセツト2」、「カセツト3」、「カセツト4」は、オプションのペーパーフィーダが装着されている場 
合にのみ表示されます。 

自動給紙が設定されている場合に、自動給紙の対象となる給紙元を設定します。 
給紙トレイ、給紙カセツトのそれぞれについて設定します。 

「ツカウ」に設定すると、それぞれの給紙元を自動給紙の対象とします。「ツカワ 
ナイ」に設定すると、それぞれの給紙元を自動給紙の対象としません。 

メモ I 自動給紙は、給紙選択メニューの「給紙モード」 （— P .6-12) で設定します。 

デフオルト用紙タイプ 


フツウシ、アツガミ、アツガミ H、OHP 


通常使用する用紙のタイプを設定します。本プリンタでは、ここで設定された用 
紙のタイプに最適な印刷モードが内部的に設定されます。 

各印刷モードは、次のような用紙に対応しています。 

•「フツウシ」 普通紙、再生紙 

•「アツガミ」 厚紙 （106〜135 g / m 2 )、 ラベル用紙 

•「アツガミ H 」 厚紙 （106〜135 g / m 2 )、 ラベル用紙 


•「〇 HP 」 〇 HP フイ;!レム 


重要 


「アツガミ」、「アツガミ H 」、「 OHP 」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えませ 
ん。また、印刷速度が遅くなります。 


@ メモ」 • 「アツガミ」に設定してプリントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H 」 
に設定してお試しください。 
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•通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプリントする場合は、プリンタドラ 
イバで用紙タイプを設定します。 MS - DOS や UNIX などを OS とするパソコンからプリ 
ントする場合 （ LBP 5800 のみ）で用紙タイプが設定できないときは、本項目で設定し 
てください。 

•封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」(- P .3-12) で「フウトウ丫4」または「フウトウ 
K 2 J に設定すると自動的に封筒に適した印字モードでプリントされます。このメニュー 
で設定する必要はありません。 

•八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」 （— P .3-12) で「八ガキ」に設定すると自動的に 
八ガキに適した印字モードでプリントされます。このメニューで設定する必要はありませ 
ん〇 


トレイ用紙タイプ 


フツウシ、 アツガミ、アツガミ H 、 OHP 、 フリー 


給紙トレイにセツトする用紙のタイプを設定します。本プリンタでは、ここで設 
定された給紙トレイの用紙のタイプに最適な印刷モードが内部的に設定されま 
す。 

厚紙 （106 〜1 35 g / m 2 ) に印刷する場合は「アツガミ」、〇 HP フィルムの場 
合は「〇 HP 」、 ラベル用紙の場合は「アツガミ」に設定します。 

給紙トレイを使う場合で、プリンタドライバを使用できない OS ( MS - DOS や 
UNIX など）からプリントする場合は、必ずトレイ用紙タイプとデフオルト用紙 
タイプの設定を一致させます。 


重要 


•本プリンタでは、給紙トレイにセットされた用紙のタイプに応じて、内部的に最適な印刷 
モードに切り替えて印刷します。給紙トレイにセットした用紙のタイプと印刷モードが異 
なると、エンジンに重大な故障が生じる恐れがあります。 

Windows や Macintosh から給紙トレイを使ってプリントする場合は、給紙トレイに 
セットされた用紙のタイプと「トレイ用紙タイプ」の設定、およびプリンタドライバの 
「用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。プリンタの設定とプリンタドライバの 
設定が一致していないとエラーメッセージが表示され、プリンタは停止します。 

また、プリンタドライバを使用できない OS ( MS - DOS や UNIX など）からプリントす 
る場合は （ LBP 5800のみ)、給紙トレイにセットされた用紙のタイプと「トレイ用紙夕 
イプ」の設定、および「デフォルト用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。 

•「フリー」に設定すると、プリンタドライバで設定した用紙タイプのチェックを行いませ 
ん。プリンタドライバで設定した用紙と給紙トレイにセットした用紙のタイプが合ってい 
るかを必ず確認してお使いください。 

• 0 HP フイルムにプリントする場合は、本プリンタ専用の「キヤノンカラーレーザ 0 HP 用 
紙 TR -3 A 4 ( A 4 サイズ)」をお使いください。 

•「アツガミ」、「アツガミ H 」、 「〇 HP 」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えません。 
また、印刷速度が遅くなります。 


@ メモ」 •「アツガミ」に設定してプリントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H 」 
に設定してお試しください。 

•封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」(- P .3-12) が「フウトウ丫4」または「フウトウ 
K 2 J に設定されていれば、この項目で設定する必要はありません。 

•八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」 P .3-12) が「八ガキ」に設定されていれば、 
この メニューで 設定する必要はありません。 

•給紙選択メニューの「トレイ用紙タイプ」でも同様の設定ができます(- P .6-13 )o 
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手差し両面 


1 メンメ、 2 メンメ 


給紙トレイにセツトした普通紙や厚紙を手動で両面プリントするときの印刷面 
を設定します。 

表面（最初にプリントする面）にプリントするときは n メンメ」を設定します。 

裏面（一度プリントした用紙の裏面）にプリントするときは、「2 メンメ」を設 
定します。 


重要 


•本プリンタで一度プリントした用紙の裏面にプリントする場合は、必ず「2 メンメ」を設 
定してください。 

•八ガキに両面プリントする場合は、先に裏面（文面側の面）をプリントしてくださしヽ。次 
に「2 メンメ」を設定して表面（宛名側の面）をプリントしてください。 


両面印刷 


シ ナイ、 スル 


用紙の片面にプリントするか両面にプリントするかを設定します。 
「スル」に設定すると、用紙の両面にプリントします。 


重要 


通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプリントする場合は、プリンタド 
ライパで両面印刷を設定します。 MS - DOS や UNIX などを OS とするパソコンからプリ 
ントする場合で、両面印刷が設定できないときは、本項目で設定してください。 


メモ I • A 3, B 4, A 4、 B 5、 レジャ ー 、リーガル、レター、エグゼクティブサイズの普通紙のみ 
両面プリントできます。詳しくはユーザーズガイド「第3章給紙 • 排紙のしかた」を参 
照してください。 

• □ゴ入りの用紙などに両面プリントするときは、次のように用紙をセットしてくださし乜 
•給紙カセットからプリントするときは、1ページ目のプリント面を下にしてセットしま 
す。 

• 給紙トレイからプリントするときは、1ページ目のプリント面を上にしてセットします。 
•給紙選択メニューの「両面印刷」でも同様の設定ができます （— P .6-14)。 
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プリントの部数を設定します。 

設定値で指定した部数だけプリントされます。 

縦補正/横補正 

-50.0 mm 〜 0.0 mm 〜+50.0 mm 

設定値で指定した値だけ、印字位置を縦方向または横方向にずらして調整しま 
す。 

設定値の増減につれて、印字位置は次のようになります。 

縦補正：設定値が増えると用紙の丫方向の余白が広くなります。 

設定値が減ると用紙の丫方向の余白が狭くなります。 

横補正：設定値が増えると用紙の x 方向の余白が広くなります。 

設定値が減ると用紙の X 方向の余白が狭くなります。 


^ メモ 


印字位置を調整した結果、印字データが有効印字領域をはみ出る場合は、その部分が欠け 
て印字されます。 

[►] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ増え、 [◄] を押すたびに設定値が 0.5 mm ず 
つ減ります。また、 [►] あるいは [◄] から指を離さずに押し続けていると、加減速度 
が速くなります。 


[横補正]で調整した範囲 
X 「+」方向、 X 
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レイアウトグループの設定項目 


レイアウトグループでは、印字の位置の調整や、とじ代用の余白の設定など、プリントする 
ときの体裁に関わる条件について設定できます。 

コピー枚数 


1〜2000 


共通セツトアップメニュ I の設定項目 


「 


元の余白部分 


Y 「+」方向 

「縦補正 j で調整した範囲 


►正 

+補整 
H 横調 
■ \で 

■縦 
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とじ方向 


ナガテ、 ミジカテ 


とじる位置を、用紙の長い辺（長手）にするか短い辺（短手）にするかを設定し 
ます。両面プリントをしてとじるときには、表面と裏面とで、とじ代の位置も自 
動的に調整します。 

とじ代用の余白の幅や、上/下/左/右とじのいずれにするのかは、「とじ幅」 
(-►次項目）で設定します。 

「ナガテ」に設定すると、とじる位置を用紙の長い辺にします。 


用紙を縦にして両面プリントする場合 
表 裏 


用紙を横にして両面プリントする場合 
表 裏 


S ABC 
代 


DEF I 


「ミジカテ」に設定すると、とじる位置を用紙の短い辺にします。 


用紙を縦にして両面プリントする場合 
表 裏 


とじ代 



ABC 


DEF 



とじ代 


用紙を横にして両面プリントする場合 
表 裏 


メモ | 本項目だけを設定してもとじ代をあけることはできません。「とじ幅」と組み合わせて設 
定することによって、とじ代をあけることができます。 


とじ幅 


-30.0 mm 〜 0.0 mm 〜+30.0 mm 


とじ代用の余白をあけてプリントするときの、余白の幅を設定します。設定した 
値だけ画像をずらして余白を作ります。「+」の値で画像を+方向にずらし、「一」 
の値で画像を一方向にずらします。 


「0 mm 」 

由屯 



「+」方向 

中央 




とじ代 


DEF 

ABC 




とじ代 


共通セツトアツプメーー ユ - の設定項目 
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籲とじ方向ととじ幅の設定 

下図の仕上りイメージを参考にして、とじ方向ととじ幅を設定してください。 


用紙を縦に使ってとじ代を 
あけてプ U ントしたいとぎ 
表 裏 

(両面プリント時） 


用紙を横に使ってとじ代を 
あけてプリントしたいとぎ 
表 裏 

(両面プリント時） 


とじ位置：長手 
とじ代 ： 「+」方向 


とじ位置：長手 
とじ代 ： 「_」方向 


とじ位置：短手 
とじ代 ： 「+」方向 


とじ位置：短手 
とじ代 ： 「_」方向 


用紙を縦に使ってプリントするか、横に使ってプリントするかは、アプリケー 
シヨンソフトなどで設定します。 


ABC 


ABC 


ABC 


ABC 


DEF 


DEF 


DEF 


DEF 


特殊両面処理 


スル、シナイ 


「両面印刷」 （— P .3-16) が「スル」に設定されている状態で、奇数ページのジョ 
ブをプリントするときの最終ページのプリント面を設定します。 

本項目の設定や給紙元により、最終ページのプリント面は以下のようになりま 
す0 


用紙の長短どちらの辺にとじ代をあけるのかは「とじ方向」（—前項目）で設定 
します。用紙の上下左右のどの辺にとじ代をあけるかは、「とじ方向」の設定と 
本項目の設定を「+」にするか「_」にするかの組み合わせにより決まります。 


とじ幅を設定した結果、印字データが有効印字領域をはみ出る場合は、その部分が欠けて 
印字されます。 

@ メモ」 • [►] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ増え、 [◄] を押すたびに設定値が 0.5 mm ずつ 
減ります。また、 [►] あるいは [◄] から指を離さずに押し続けていると、加減速度が 
速くなります。 


•「縦補正」「横補正」と本項目を同時に設定した場合は、 
れたあとで本項目の処理が行われます。 


「縦補正」「横補正」の処理が行わ 
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•給紙カセツトからプリントする場合 

「スル」に設定すると、セツトした用紙の上の面にプリントして排紙します。 

「シナイ」に設定すると、セツトした用紙の下の面にプリントして排紙します。 

. 給紙トレイからプリントする場合 

「スル」に設定すると、セツトした用紙の下の面にプリントして排紙します。 

「シナイ」に設定すると、セツトした用紙の上の面にプリントして排紙します。 

プレブ U ント紙など用紙の向きや表裏のある用紙にプリントするとき、最終ペー 
ジの用紙の向きや表裏を前ページと合わせたいときは、本項目を「シナイ」に設 
定してください。 


濟メモ I •「シナイ」に設定すると、両面プリントと同じ動作をしますので、「スル」に設定したとき 
より排紙されるまでの時間が数秒遅くなります。 

•本項目は「両面印刷」を「スル」に設定したときのみ有効です。 


共通セットアップメニユ I の設定項目 
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印字調整 グループの 設定項目 


印字調整グループでは、データの解像度や高解像度印字の際のメモリ設定など、プリントの 
品質について設定できます。 

データ処理 


フアイン、 クイック 


プリントデータを処理するときの解像度を設定します。 

解像度は1インチあたりのドット数を示す dpi (dot inch ) という単位で表 
され、数値が大きいほど高い精度でプリントできます。 

「ファイン」に設定すると、解像度600 dpi のファインモードでプリントします。 
通常はこのモードに設定しておいてください。 

「クイック」に設定すると、300 dpi のデータに適したモードでデータを処理し 
ます。本プリンタ以外のプリンタドライバを使用して、正しくプリントできない 
ときなどに設定してください。 

メモ」本項目はデータを処理するときの解像度を設定します。「ファイン」、「クイック」のどち 
らに設定しても、出力時の解像度は600 dpi になります。 

階調処理 


コウカイチヨウ 1、コウカイチョウ2、ヒヨウジユン 


600 dpi のカラー/モノクロデータを、標準の階調で印刷するか、高階調で印刷 
するかを設定します。 

線画や解像度の低い データな ど、それほど高い階調が必要ないときは「ヒョウ 
ジュン」に、写真などを一般的な品質でプリントするときは「コウカイチョウ1」 
に、より高い品質でプリントするときは「コウカイチョウ2」に設定すると効果 
的です。 

メモ I •本項目は、ファインモードでのみ有効です。クイックモードでは無視されます。 

•データのサイズによって、高階調モードでプリントできずに標準モードでプリントされる 
ことがあります。その場合は、標準の RAM (32 MB ) に加えてオプションの拡張 RAM 
(メインメモリ）を増設してください。 

トナー節約 


ツカワナイ、 ツカウ 


トナーを節約してプリントするモードを使うかどうかを設定します。 


共通怎 h ミ^| 一 h IQ 設定項目 
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㉘ メモ 1 本項目を「ツカウ」に設定すると、トナ_は節約できますが、プリント結果が薄くなり、 

不鮮明になることがあります。 

トナー濃度 C 


1〜7〜15 


プリントするときのシアンの印字濃度を調整します。設定値が大きくなるほど、 
印字濃度が濃くなります。 


㉘ メモ 1 •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プリンタをネットワークと接続し、複数台 （2 台以上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプリンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 

トナー濃度 M 


1〜7〜15 


プリントするときのマゼンタの印字濃度を調整します。設定値が大きくなるほ 
ど、印字濃度が濃くなります。 

メモ | •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プリンタをネットワークと接続し、複数台 （2 台以上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプリンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 

トナー濃度 Y 


1〜7〜15 


プリントするときのイエ□一の印字濃度を調整します。設定値が大きくなるほ 
ど、印字濃度が濃くなります。 


メモ 1 •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プリンタをネットワークと接続し、複数台 （2 台以上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプリンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 

トナー濃度 K 


1〜7〜15 


プリントするときのブラックの印字濃度を調整します。設定値が大きくなるほ 
ど、印字濃度が濃くなります。 

メモ I •通常の使用時には、この項目で濃度を調整する必要はありません。 

•本プリンタをネットワークと接続し、複数台 （2 台以上）同時に使用しているときに、こ 
の項目でプリンタ間の濃度のノ（ラツキを微調整します。 


共通セツトアツプメーーユ - の設定項目 
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カラーモード 


ジドウ、カラー、モノクロ 


カラープリントを行うか、モノクロプリントを行うかを設定します。「ジドウ」に 
設定した場合は、アプリケーションでの指示にしたがって切り替わります。 

モノクロ中間調 


パターン 1、 パターン2 


モノクロデータの微妙な階調（中間の階調）の表現方法を設定します。 

「パターン1」に設定すると、テキストデータは輪郭がはっきりと見えるデイザ 
パターンで、グラフイックデータやイメージデータは微妙な階調をなめらかに再 
現するデイザノ V ° ターンで処理されます。 

「パターン2」に設定すると、テキスト、グラフィック、イメージといったデー 
夕の種類に関わらず同じデイザパターンで処理されます。 


㉘ メモ 1 •本項目を「パターン1」に設定すると、薄くて印字されにくい文字に対して、少し濃くな 
るような処理を行い印字します。 

•「パターン2」の場合、文字以外は当社の LBP -470/740/740 e /750/840/850/ 
870/880/930/930 EX /950/2040/2260/2200 0 「ノ V 。ターン1」と同じデイザ 
パターンで印字します。 

カラー 中間 調 


テキスト . カイ ゾ ウド、 カイチョウ、シキチョウ、コウカイゾウド 

グラフィック■…■… カイ ゾ ウド、 カイチョウ、シキチョウ、コウカイゾウド 
イメージ . カイゾウド、カイチョウ、 シキチヨウ、 コウカイゾウド 

テキスト、グラフィック、イメージといったカラーデータの種類ごとに、最適な 
ディザパターンを設定します。 

「カイゾウド」に設定すると、解像度重視の線数の高いディザパターンを使用し 
ます。エッジ部分のギザギザが目立たず、一般的な文字やグラフィックなどをプ 
リントするときに向いています。 

「カイチョウ」に設定すると、階調を優先したディザパターンを使用します。グ 
ラデーションなどの微妙な階調をなめらかに再現するときに向いています。 

「シキチョウ」に設定すると、色調を優先したディザパターンを使用します。色 
ずれなどが発生するイメージをプリントするときに向いています。安定した色調 
でプリントされます。 

「コウカイゾウド」に設定すると、「カイゾウド」よりさらに線数の高いディザパ 
ターンを使用します。小さい文字や特に細い線をプリントするときに向いていま 
す0 


共通ミ ^I 一 hIQ 設定項目 
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OHP タイプ 


トウカガタ、 八ンシヤガタ 


〇 HP フィルムを投影するプロジェクタの種類によって印字モードを切り替える 
ことができます。 

「トウカガタ」は透過型のプロジェクタに、「八ンシャガタ」は反射型のプロジェ 
クタに適しています。 


重要 


OHP フイルムにプリントする場合は、本プリンタ専用の「キヤノンカラーレーザ OHP 
用紙 TR -3 A 4 ( A 4 サイズ)」をお使いください。 


画質警告 


ケイ ゾク、テイシ 


「階調処理」（― P .3-21) が「コウカイチョウ1」や「コウカイチョウ2」に設 
定されていても、大量のデータや複雑なデータなどを受信すると、処理に必要な 
メモリが不足して、高品位のプリントを通常の品位に落としてプリントすること 
があります。そのときに、エラーメッセージを表示するかどうかを設定します。 

「ケイゾク」に設定すると、メッセージを表示せずに、自動的に印字品位を落と 
してプリントします。 

「テイシ」に設定すると、メッセージを表示してプリントを停止します。その場 
合、[オンライン]を押すと、印字品位を落としてプリントを再開します。 


メモ]•本項目を「テイシ」に設定したとき、エラーが発生すると「36カイチョウテイカ」 
や「38ガシツテイカ」というメッセージが表示されます。この場合、[オンライン] 
を押してエラーを解除することもできますが、処理スピードや印字品位が低下することが 
あります。 

•本項目を「テイシ」に設定して、「36カイチョウテイカ」や「38ガシツテイカ」 
というメッセージが頻繁に表示される場合は以下の対処を行ってください。 

1. 「印字動作」の項目を「ガシツユウセン」に設定する 

2. 1の対処を行ってもメッセージが表示される場合は「階調処理」を以下のように 
設定する 

「コウカイチョウ2」に設定されているときは、「コウカイチョウ1」に設定する 
「コウカイチョウ1」に設定されているときは、「ヒョウジュン」に設定する 
* ただし、この場合、階調を落としてプリントされます 

3. 2の対処を行ってもメッセージが表示される場合や、階調を落とさずにプリント 

したい場合は、オプションの拡張 RAM (メインメモリ）を増設する 

•本項目を「テイシ」に設定すると、受信するデータの種類によって処理に必要なメモリが 
不足した場合に「28ビョウガメモリフル」というメッセージを表示してプリントを 
停止するようにもなります。この場合、[オンライン]を押すとエラーを解除することが 
できます。ただし、正しくプリントされない場合があります。 
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印字動作 


ジ ドウ、 ガシツユウセン、トウ□クユウセン 


メモリ （ RAM ) の配分のしかたや、データの処理方法について設定します。 

本プリンタに搭載されている RAM (標準で 32 MB のメインメモリ）は、データ 
を展開するための描画メモリ、図形などの処理のためのシステムワークメモリ、 
受信したデータを一時的にためておくための受信バッファなど、いろいろな用途 
に使われます。本プリンタでは各用途ごとに個別に設定しなくても自動的にメモ 
リを配分し、最適な環境を実現します。 

ただし、複雑で大量のデータをプリントする場合や、八ードディスクを搭載して 
多彩な機能を使う場合などは、必要に応じて本項目でメモリの配分のしかたを設 
定しておきます。 

また、本項目の設定はメモリの配分のしかたを変えるだけではなく、データの処 
理方法も変えるので、効率よく目的に合ったプリントを行うことができます。 

「ジドウ」に設定すると、描画メモリ、システムワークメモリ、受信バッファ用 
にそれぞれ自動的にメモリを配分します。通常はこの設定にしておいてくださ 
い 0 

「ガシツユウセン」に設定すると、描画メモリとシステムワークメモリを優先 
して確保します。また、できるだけ画質が低下しないようなデータの処理方法に 
するので、より確実に高品位なプリントができるようになります。ただし、プリ 
ントのスピードが若干遅くなることがあります。「ジドウ」に設定していて「36 
カイチョウテイカ」や「38ガシツテイカ」などのエラーが表示される場 
合に設定してください。 

「トウ□クユウセン」に設定すると、描画メモリは「ガシツユウセン」の場 
合より少なく、システムワークメモリや受信バッファは適切な値に設定します。 


そしてフ オン トや、オーバレイプリントに使用するフ オーム データなどの登録用 
の領域のための空き容量を確保します。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ードリ 
セツト操作を行ってください。 


メモ | •登録用の領域として使用できるメモリ容量は、ステータスプリントの「空きメモリ量」を 
目安にしてください。ただし、ステータスプリントの「空きメモリ量」にプリントされる 
値はプリンタ待機時の値です。プリンタの状態、ご使用の 0 S やソフトウェアなどの条件 
によっては、実際の空きメモリ量がプリントされている値より小さいことがあります。 

•「ガシツユウセン」に設定していても、オプションを装着していたり、複雑で大量のデー 
夕をプリントする場合、高品位な画質でプリントできないことがあります。 
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_ r ガシツユウセン」に設定した場合 

プリンタの搭載メモリ（メインメモリ）によって、カラープリントできるデー 
タサイズ（印字保証サイズ）の目安は次のようになります。大量で複雑なデー 
夕の場合でも印字保証サイズ以下であれば、指定した解像度と階調で、画質を 
落とさずにプリントすることができます。 


総 RAM 容量（拡張 RAM 容量） 

印字保証サイズ 

32 (標準） 

巳4 

96 (+64MB) * 

LGX4 

160 (+128MB) * 

A3X4 

256 (+256MB) * 

巳 4X8 


* 表中に （+ 參籲 MB ) とあるのは、標準の RAM (32 MB ) に加えて必要なオプションの 
拡張 RAM (メインメモリ）の容量を示します。 

上記の印字保証サイズは、「階調処理」の項目が「ヒョウジュン」に設定され 
ていて、片面プリントの場合の値です。プリント時の階調や両面モードの設定 
によって、次のように印字保証可能なサイズが変わります。上記の表の用紙サ 
イズから換算してください。 


階調処理 

標準 

等倍 

高階調1 

1/2倍 

高階調2 

1/4倍 

両面印刷 

しない 

等倍 

する 

1/2倍 


印字保証サイズはプリンタの空きメモリ （ RAM ) 容量によって、上記の表の 
サイズよりも小さくなる場合があります。空きメモリ （ RAM ) 容量は、オプ 
シヨンのコント□—ル ROM ( LBP 5800のみ）を装着したり、フオントや 
オーバレイのデータをプリンタに登録したときなどに少なくなります。また、 
印字保証サイズは本項目を「ガシツユウセン」に設定しているときのみ、ス 
テータスプリントで確認することができます。 


共通セツトアツプメーー ユ - の設定項目 
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インタフェースグループの設定項目 


インタフェースグループでは、パソコンと接続するときの方法や、データをやりとりすると 
きの取り決めについて設定できます。 

インタフェースグループの設定は、パソコン側のユーティリティソフトからは行えません。 
必ず、プリンタの操作パネルで設定してください。 

インタフェース選択 


ジドウ、セント□ニクス、 USB 、 ヒョウジユンネットワーク* 1 、カクチョウ 
ネットワーク* 2 


*1 「ヒョウジュンネットワーク」は、 LBP 5800 のみ表示されます。 

*2 「カクチョウネットワーク」は、オプションのプリントサーバが装着されている場合にのみ表示されます。 

パソコンと接続するときのインタフェースの種類を設定します。 

「ジドウ」に設定すると、パソコンに応じて、接続しているインタフェースを自 
動的に切り替えてプリントすることができます。 

先にデータを受信したインタフェースに自動的に切り替えるので、種類の異なる 
インタフェースに同時に接続しているときでも、そのつどプリンタ側で設定を変 
更する必要がありません。 


「セント□ニクス」 「 USB 」 「ヒョウジュンネットワーク」「カクチョウネット 
ワーク」は、それぞれのインタフェースのみを使用する場合に設定します。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ードリ 
セツト操作を行ってください。 


メモ 1 拡張 RAM (メインメモリ）を増設していない状態で、印字動作を「ガシツユウセン」 
に設定してプリントする場合、本項目を「ジドウ」ではなく「セント□ニクス」、 「 USB 」 
など、個別のインタフエースに設定すると、データの処理速度が速くなることがあります。 


タイムアウト 


5〜 15 〜300 ビヨウ、 シ ナイ 


動作モード自動切り替えを設定している場合、プリンタは、データを受信すると 
コント□ールコマンドを認識して、動作モードを切り替えてプリントを開始し、 
データの終了を認識すると動作モードを終了します。この処理を「ジョブ」とい 
います。 

プリンタ側ではジョブが終了しないと、次に違う種類のコント□ールコマンドの 
データがきても動作モード自動切り替えができません。このような場合に本項目 
でタイマーを設定しておくと、データが入力されなくなってから設定時間が経過 
したときに自動的にジョブを終了することができます。 
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また、アプリケーションソフトから排紙コマンドが送られてこないために、プリ 
ンタ内にデータが残ったままの状態のときも、本項目を設定しておくと、自動的 
に排紙することができます。 

設定値で指定した時間が経過すると、自動的にジョブを終了します。また、「シ 
ナイ」に設定した場合は自動ジョブ終了の機能を使いません。 


重要 


•自動ジョブ終了を設定した場合、パソコン側の処理に時間がかかると、データの途中で 
ジョブが終了して正しいプリント結果が得られないことがあります。その場合は、タイム 
アウトの設定時間を調節してください。 

•オプションの八ードディスク （ LBP 5800のみ）を使用している場合は、次のように設定 
してください。 

•本項目を「シナイ」以外に設定してください。なるべく工場出荷時の状態の「15ビョ 
ウ」に設定しておくことをおすすめします。 

• UPS 専用セットアップメニューの「ジョブタイムアウト」（― P .4-12) を「スル」に 
設定してください。 


メモ 1 • ジョブ中は操作パネルのジョブランプが点灯または点滅します。 
• オフライン状態のときは、自動ジョブ終了は行われません。 


セント□ニクス設定 


■ busy-ack 


A-B-A 、 A - B 、 B-A 


* 本項目は、「インタフエース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

BUSY 信号と ACKNLG 信号の出力順位を変更することができます。通常は 
「 A - B - A 」 に設定しておいてください。 


メモ I 各設定値ごとの BUSY 信号と ACKNLG 信号の出力順位は次のとおりです。 

「 A - B - A 」 ：- 

STROBE 
ACK 
BUSY 
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■セント□受信速度 


コウ ソク、チュウソク、テイソク 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースでデータを受信する速度を設定することができ 
ます。 

通常は「コウソク」に設定しておいてください。 

@メモ」「コウソク」に設定されている場合に、プリンタのデータ受信の速度が速すぎて、バソコ 
ンからのデータ送信が間に合わなくなり、プリントが行われないことがあります。このよ 
うな場合は、「チュウソク」または「テイソク」に設定してください。 


■セント□送信速度 


コウ ソク、チュウソク、テイソク 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セン ト□ニ クスインタフ ェース からデータを送信する速度を設定することがで 
きます。 

通常は「コウソク」に設定しておいてください。 

■インプットプライム 


ドウサモードイ ゾン、リセット 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

パソコンからインプットプライム（プリンタのリセット信号）を受信したときの 
処理を設定します。 

「ドウサモードイゾン（動作モード依存)」は、インタフェースの種類の設定で 
「ジドウ」または「セント□ニクス」を選択している場合に機能します。インプッ 
トプライムを受信すると、動作中のモード （ LIPS 、 ESC / P 、 オプションのエミュ 
レーションのいずれか）の処理に依存します。 

「リセット」は、インタフェースの種類の設定で「セント□ニクス」を選択して 
いる場合にのみ機能します。インプットプライ厶を受信すると、プリンタをリ 
セットします。 

拡張インタフェースを使用している場合は、インプットプライムは無視されま 
す。 

メモ I •リセットを行うと、いったん受信したデータがキャンセルされます。プリント中の場合 
は、プリントを中止して、残りのデータは破棄されます。 

•インプットプライ厶を受信し、処理をしている間は、ディスプレイに「〇3インプット 
プライム」と表示されます。 

•本項目を「ドウサモードイゾン」に設定した場合、 LIPS モードではジョブを終了しま 
す。エミュレーションモードでは、各モードのエミュレーションの対象となるプリンタ 
( ESC / P エミュレーションでは ESC / P 準拠プリンタ）と同じ処理を行います。 


共通ミ^| 一 hIQ 設定項目 
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■双方向 


ECP 、 ニブル、ツカワナイ 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 

セント□ニクスインタフェースでデータの双方向通信を設定することができま 
す。通常は 「 ECP 」 に設定しておいてください。 

「 ECP 」 に設定すると、パソコンからプリンタへ、プリンタからパソコンへ双方 
向でデータを伝送します。 ECP モード、ニブルモードおよびバイトモードに対 
応しています。 

「ニブル」に設定すると、パソコンからプリンタへ、プリンタからパソコンへ双 
方向でデータを伝送します。ニブルモードおよびバイトモードに対応していま 
す。 

「ツカワナイ」に設定すると、パソコンからプリンタへのデータ伝送は行います 
が、プリンタからパソコンへのデータ伝送は行いません。 

@ メモ」 •本プリンタのパラレルインタフェースは、 IEEE 1284.4規格に準拠しています。これは 
従来のセント□ニクスインタフェースを拡張したもので、パソコンとプリンタとの双方向 
通信、データ伝送速度の高速化、バケットプロトコルを実現しています。本プリンタは 
IEEE 1284.4規格の中の ECP モード、ニブルモード、バイトモードのプ□トコルに対 
応しています。 

• お使いのパソコンやインタフェースケーブルが、プリンタと双方向でデータを伝送する機 
能を持っているかどうか、あるいはどのプ□トコルに対応しているかについては、バソコ 
ンの取扱説明書を参照してください。 

•パソコン側に、プリンタと双方向でデータを伝送する機能がない場合は、本項目を「ツカ 
ワナイ」に設定してください。 

• Windows を使って本プリンタと双方向通信を行う場合は、本プリンタに付属している専 
用プリンタドライバをお使いください。 

• Windows を使って双方向通信をしているときに、パソコン側にエラーメッセージが表示 
された場合には、再度プリントを行うか、本項目を「ツカワナイ」に設定してください。 

• Windows を使って双方向通信をしているときに、パソコンによっては、 「 ECP 」 に設定 
するとデータをプリントできない場合があります。その場合は、「ニブル」または「ツカ 
ワナイ」に設定してプリントしてください。 

• 本項目を「ツカワナイ」に設定したときは、次の手順で Windows のプリンタドライバの 
設定で双方向通信機能を使わないように設定してください。 

< Windows NT 4.0/2000/ XP の場合〉 

•[スタート]メニューの[設定]-[プリンタ ] (Windows NT / 200 0) 、[プリンタと 
FAX ] (Windows XP ) を選択します。 

•お使いのプリンタのアイコンを右クリックして、[プ□パティ]メニューを選択します。 
•[ポート]シートの[双方向サボートを有効にする]のチェックを外します。 

■ ジョブ区切り 


シ ナイ、 スル 


本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「セント□ニクス」に設定されている場 
合にのみ表示されます。 


共通セツトアツプメーー ユ - の設定項目 
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セント □ニ クスインタフエースを使用してプリントしたときに不具合が発生す 
ることがあります。このようなときに「スル」に設定します。 


重要 


「スル」に設定した場合、正しいプリント結果が得られないこと（文字化けや受信したジョ 
ブがプリントされないなど）があります。このような場合には、以下のいずれかの方法で 
プリントしなおしてください。 

• Canon Driver Information Assist Service をインストールする 
• 「双方向」前項目）を「ツカワナイ」に設定する 

• プリンタがオンラインになっていることを確認して、パソコンからデータを送信する 


標準ネツトワーク 


■ TCP/IP 


フレームタイプ . ETHERNET 2、 ムコウ 

IP モード* . シユドウ、ジドウ 

プロトコル* 

DHCP . オフ、オン 

BOOTP . オフ、オン 

RARP . オフ、オン 

アドレス* 

IP アドレス . 192.168 .0.2 15 

サブネットマスク . 0.0.0.0 

ゲートウェイアドレス . 0.0.0.0 


* 本項目は、 LBP 5800で「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

*「 IP モード」、「プロト]ル」、「アドレス」は、「フレームタイプ」が 「ETHERNET 2」に設定されて 
いる場合にのみ表示されます。また、「プ□トコル」は 「 IP モード」が「ジドウ」に、「アドレス」は 
「 IP モード」が「シュドウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

本プリンタに内蔵されているプリントサーバの TCP / IP 設定を行います。本項目 
では、 TCP / IP のフレームタイプ、 IP アドレスの取得方法、 IP アドレス自動取 
得のプ□トコル、アドレス （ IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアド 
レス）の設定ができます。 


重要 


本項目で設定値を設定したあと、必ず「標準ネットワーク」の「設定登録」次項目） 
で登録操作を行つてください。登録操作を行わないと設定した値が有効になりませんの 
で、気を付けてください。 


逐" メモ 1 -rip アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」の数値を入力するには、 
[◄] または [►] を押して、入力したいアドレスの各フィールド（ピリオドで区切られ 
た3桁分の領域）にカーソルを移動し、 [▼] を押します。フィールド内の数値が点滅し、 
数値を入力できるようになります。 [►] を押すと数値が増え、 [◄] を押すと数値が減 
少します。目的の数値が表示されたら、 [▼] を押して確定します。以上の操作を繰り返 
して、各フィールドの数値を入力します。 

•設定内容については、ネットワークガイド「第2章 TCP / IP ネットワークで使用するには 
( Windows / UNIX )」 を参照してください。 
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■ 設定登録 


* 本項目は、 LBP 5800で「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

標準ネットワークの設定を変更した場合に、変更した設定値を登録します。 

「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、次の階層で「セッテイトウ 
□ク」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセージが表示 
されます。ここで[実行]を押すと登録が行われます。[実行]を押さずに[才 
ンライン]を押すと、登録を行わずに通常のプリントができる状態に戻ります。 

■ ネットワーク設定初期化 


* 本項目は、 LBP 5800で「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「ヒヨウジュンネット 
ワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

初期化を行うと、標準ネットワークの設定内容を工場出荷時の状態に戻すことが 
でき■ます。 

「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、次の階層で「ネットワーク 
セッテイシヨキカ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッ 
セージが表示されます。ここで[実行]を押すと初期化が行われます。[実行]を 
押さずに[オンライン]を押すと、初期化を行わずに通常のプリントができる状 
態に戻ります。 

拡張ネツトワーク 


■ TCP/IP 


フレーム タイプ . ETHERNET 2、 ムコウ 

IP モード* * . シユドウ、ジドウ 

プロトコル* 

DHCP . オフ、オン 

BOOTP . オフ、オン 

RARP . オフ、オン 

アドレス* 

IP アドレス . 数値 

サブネットマスク . 数値 

ゲートウェイアドレス . 数値 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサボートしたオプションのプリントサーバが装着さ 
れていて、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

*「 IP モード」、「プロト]ル」、「アドレス」は、「フレームタイプ」が 「ETHERNET 2」に設定されて 
いる場合にのみ表示されます。また、「プ□トコル」は 「 IP モード」が「ジドウ」に、「アドレス」は 
「 IP モード」が「シュドウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

* 工場出荷時の設定値は、装着するプリントサーバによって異なります。 
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本プリンタにオプションで装着されたプリントサーバの TCP / IP 設定を行いま 
す。本項目では、 TCP / IP のフレームタイプ、 IP アドレスの取得方法、 IP アド 
レス自動取得のプ□トコル、アドレス （ IP アドレス、サブネットマスク、ゲート 
ウェイアドレス）の設定ができます。 


重要 


本項目で設定値を設定したあと、必ず「拡張ネットワーク」の「設定登録」次項目） 
で登録操作を行つてください。登録操作を行わないと設定した値が有効になりませんの 
で、気をつけてください。 


メモ]•「『アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」の数値を入力するには、 
[◄] または [►] を押して、入力したいアドレスの各フイールド（ピリオドで区切られ 
た3桁分の領域）に力ーソルを移動し、 [▼] を押します。フイールド内の数値が点滅し、 
数値を入力できるようになります。 [►] を押すと数値が増え、 [◄] を押すと数値が減 
少します。目的の数値が表示されたら、 [▼] を押して確定します。以上の操作を繰り返 
して、各フイールドの数値を入力します。 

•設定内容については、オプションのプリントサーバに付属の取扱説明書を参照してくださ 
し)。 


■設定登録 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサボートしたオプションのプリントサーバが装着さ 
れていて、「インタフエース選択」の項目が「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

拡張ネットワークの設定を変更した場合に、変更した設定値を登録します。 

「カクチョウネットワーク」を選択したあと、次の階層で「セッテイトウロ 
ク」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセージが表示さ 
れます。ここで[実行]を押すと登録が行われます。[実行]を押さずに[オン 
ライン]を押すと、登録を行わずに通常のプリントができる状態に戻ります。 

■ネットワーク設定初期化 


* 本項目は、操作パネルからのネットワーク設定をサボートしたオプションのプリントサーバが装着さ 
れていて、「インタフエース選択」の項目が「ジドウ」または「カクチョウネットワーク」に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

初期化を行うと、拡張ネットワークの設定内容を、工場出荷時の状態に戻すこと 
ができます。「カクチョウネットワーク」を選択したあと、次の階層で「ネッ 
トワークセッテイショキカ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という 
確認のメッセージが表示されます。ここで[実行]を押すと初期化が行われます。 
[実行]を押さずに[オンライン]を押すと、初期化を行わずに通常のプリント 
ができる状態に戻ります。 
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コネクション認識 


スル、シナイ 


* 本項目は、「インタフェース選択」の項目が「ジドウ」または「ヒョウジュンネットワーク」、「カク 
チョウネットワーク」に設定されている場合にのみ表示されます。 

「標準ネットワーク」/「拡張ネットワーク」を使用してプリントした場合に、正 
しいプリント結果が得られないこと（文字化けやオーバレイプリントが正しくで 
きないなど）があります。そのような場合に、本項目を「シナイ」に設定してく 
ださい。 


重要 


本項目の設定を変更した場合は、設定を有効にするために、電源を入れなおすか八ードリ 
セツト操作を行ってください。 
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動作 モー ドグループの設定項目 


動作モードグループでは、エミユレーシヨンの固定や優先などプリンタの動作モードについ 
て設定できます。 

動作モード選択 


ジ ドウセン タク、その他のエミユ レー シヨン* 1 * 2 、 BMLinkS 、 LIPS 、 ESC/P 
HEX - DUMP 、 LIPS-DUMP 


*1 「その他のエミュレーション」、 「 ESC / P 」 は、 LBP 5800のみ表示されます。 

*2 「その他のエミュレーション」は、オプションのコント□—ル ROM が装着されている場合にのみ、 
そのエミュレーションの名前が表示されます。 

動作モード選択では、本プリンタが動作するモードを設定することができます。 
パソコンから送信されたデータによって自動的に動作モードを切り替えるか、 
LIPS 、 ESC / P 、 BMLinkS の各モードやオプションのエミュレーションモード 
に動作モードを固定して本プリンタを使用するかを設定できます。 

また、データを文字や図形に変換せずに、16進コードでプリントする 「 HEX - DUMP 」 
や、 LIPS のコント□—ルコマンドの状態でプリントする 「 LIPS - DUMP 」 でプリン 
卜することもできます。 


「ジドウセンタク」：（自動切り替えモード） 

パソコンから送信されたデータが、 LIPS コマンド、 ESC / P エミュレーシヨンコ 
マンド、 BMLinkS コマンド、オプションのエミユレーシヨンコマンドのいずれ 


を使用しているのかを自動的に判別して、動作モードを切り替えます。アプリ 
ケーシヨンソフトからプリントする場合、通常はこのモードでお使いください。 

工場出荷時は、「ジドウセンタク」が設定されています。 


重要 


オプシヨンのコント□—ル ROM を装着している場合は、オプシヨンのエミュレーシヨン 
モードも含めて自動切り替えが行えます。ただし、本プリンタを旧 M 5577、 HP - GL な 
どのプリンタのエミュレーシヨンとしてお使いの場合で、パソコン側で専用の八ンド 
シェークが必要な場合は、オプションのェミュレーシヨンモードに固定してお使いくださ 
い 0 


メモ 1 工場出荷時の状態では、オプシヨンのエミユレーシヨンモードも含めてすべてのモードを 
対象に自動切り替えを行いますが、自動切り替えの対象となるモードを限定することもで 
きます。自動切り替え：次項目） 


「その他のエミユレーシヨン」 （ LBP 5800のみ） 

動作モードをオプシヨンのエミユレーシヨンモードに固定します。オプシヨンの 
コント□ール ROM を装着している場合にのみ、そのエミユレーシヨンの名前が 
表示され、選択できるようになります。 
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「巳 MLinkS」：(BMLinkS モード） 

動作モードを BMLinkS モードに固定します。 

使用するコント□ールコマンドが BMLinkS に限られる場合 （ BMLinkS プリン 
タドライバのみを使用している場合）や、自動切り替えでうまく BMLinkS モー 
ドに切り替わらない場合にこのモードにします。 

メモ I LBP 5700 の場合、 BMLinkS に対応したオプションのプリントサーバが装着されてい 
るときのみ、 BMLinkS モードが有効になります。 

「 LIPS」 ： （LIPS モード） 

動作モードを LIPS モードに固定します。 

アプリケーションソフトが使用するコント□ールコマンドが LIPS に限られる場 
合や、自動切り替えでうまく LIPS モードに切り替わらない場合にこのモードに 
します。 

「 ESC / P 」 ： （ ESC / P エミユレーションモード） （ LBP 5800のみ） 

動作モードを ESC / P エミュレーションモードに固定します。 

アプリケーションソフトが使用するコント□—ルコマンドが ESC / P に限られる 
場合や、自動切り替えでうまく ESC / P エミュレーションモードに切り替わらな 
い場合にこのモードにします。 

「 HEX - DUMP 」 ：（へキサダンプモード） 

パソコンから送信されたデータを図形や文字に変換せずに16進コードでプリン 
卜します。パソコンからの出力内容を検証する場合などにこのモードにします。 

へキサダンプリストの見かたについては、「へキサダンプリスト」 （— P .7-13) 
を参照してください。 

「 LIPS - DUMP 」 ： （ LIPS ダンプモード） 

パソコンから送信されたデータを図形や文字に変換せずに LIPS のコント□ール 
コマンドの形式でプリントします。パソコンからの出力内容を検証する場合など 
にこのモードにします。 

LIPS ダンプリストの見かたについては、 「 LIPS ダンプリスト」 （— P .7-14) を 
参照してください。 


共通セツトアツプメーー ユ - の設定項目 
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自動切り替え 

LIPS . ツカウ、ツカワナイ 

ESC / P * 1 . ツカウ、ツカワナイ 

BMLinkS . ツカウ、ツカワナイ 

オプション* 1 * 2 . ツカウ、ツカワナイ 


♦動作 モー ドの自動切り替え について 

アプリケーションソフトのプリンタ選択画面で、常に特定のプリンタ名しか選 
択しない（特定のコント□ールコマンドしか使わない）場合以外は、動作モー 
ドは自動切り替えに設定しておくと便利です。 

自動切り替えに設定した場合は、受信したデータの順にコント□ールコマンド 
の種類を認識して自動的に動作モードを切り替えてプリントします。 

自動切り替えで正しく動作モードを切り替えたいときは、「タイムアウト」（— 
P .3-27) を設定しておく必要があります。ジョブタイムアウトは、データが 
入力されなくなってから一定時間以上たつと、それまで動作していた動作モー 
ドを終了し、次の動作モードに切り替われる状態にする機能です。工場出荷時 
は、データが入力されなくなってから15秒たつと、動作モードを終了するよ 
うに設定されています。 

また、本プリンタにはインタフェースの種類を自動的に切り替える機能もあり 
ます。インタフェースの自動切り替えと動作モードの自動切り替えを同時に設 
定している場合は、次の順番で切り替えます。 

① インタフェースを切り替える 

データを先に受信したインタフェースに自動的に切り替えます。 

② 動作モードを切り替える 

受信したデータのコント□ールコマンドの種類を識別して、動作モードを自動 
的に切り替えます。 


インタフェース自動切替 


動作モード自動切替 


*1「 ESC / P 」、 「オプション」は、 LBP 5800 のみ表示されます。 

*2 「オプション」は、オプションのコント□ール ROM が装着されている場合にのみ表示されます。 


ド 
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IP 
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n ント □1 ル n マンド 
の種類を識別 
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動作モード自動切り替えが設定されている場合の、自動切り替えの対象となる動 
作モードを設定します。 LIPS エミュレーシヨン、 ESC / P エミュレーシヨン、 
巳 MLinkS 、 オプシヨンのエミュレーシヨンの各モードについて設定します。 

「ツカウ」に設定すると、そのモードを自動切り替えの対象とします。「ツカワナ 
イ」に設定すると、そのモードを自動切り替えの対象としません。 


㉘ メモ I •動作モード自動切り替えは、「動作モード選択」前項目）で設定します。 

•本項目で、すべてのモードを自動切り替えの対象としない設定にしたときに、動作モード 
自動切り替えが設定された場合は、優先エミュレーシヨンメニューで設定されたモードで 
動作します。 

•「オプション」を「ツカワナイ」に設定すると、装着されているオプションのエミユレー 
シヨンすべてが自動切り替えの対象から外れます。 

優先エミユレーシヨン 


ESC / P * 1 、 ナシ、その他の エミュレー ション* 1 * 2 、 BMLinkS、LIPS 

*1「 ESC / P 」、 「その他のエミュレーション」は、 LBP 5800 のみ表示されます。 

*2 「その他のエミュレーション」は、オプションのコント□—ル ROM が装着されている場合にのみ、 
そのエミュレーションの名前が表示されます。 

動作モードの自動切り替えを設定した状態で、本プリンタがコント□ールコマン 
ドを識別できなかった場合に、優先的に切り替える「優先エミュレージョン」を 
設定しておくことができます。 

「 ESC / P 」（ LBP 5800のみ） 

ESC/P エミュレーションモードを優先エミュレーションにします。 

LBP 5800 の工場出荷時は、 「 ESC / P 」 に設定されています。 

「ナシ」 

優先エミュレーションを設定しません。 

コント□ールコマンドを識別できなかった場合は、以前の動作モードで引き続き 
処理をします。 

「その他のエミュレーション」 （ LBP 5800のみ） 

オプションのエミュレーションモードを優先エミュレーションにします。 
オプションのコント□ール ROM を装着している場合にのみ、そのエミュレー 
ションの名前が表示され、選択できるようになります。 

「 BMLinkS 」 

巳 MLinkS モードを優先エミュレーションにします。 

「 LIPS 」 

LIPS モードを優先エミュレーションにします。 

LBP 5700 の工場出荷時は、 「 LIPS 」 に設定されています。 


共通セツトアツプメーー ユ - の設定項目 
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ユーザ メンテナンス グループの 設定項目 


ユーザメンテナンスグループでは、給紙元ごとの印字位置の調整やプリント時の処理方法の 
設定など、トラブル発生時のプリンタの調整について設定できます。 

定着特殊処理 


シナイ、スル 


蒸し暑いところにプリンタが設置されている場合に、両面印刷を行うと2面目が 
しわになることがあります。このような場合に、本項目を「スル」に設定すると、 
プリント結果を改善することができます。 


重要 


•本項目は、普通紙にプリントする場合にのみ設定してください。 

•温度や湿度が低いところにプリンタが設置されている場合には、本項目を「スル」に設定 
しないでください。印字品質が低下します。 


印字位置調整 


縦 補正（トレイ） ■■■■■■■■ 
横補正（トレイ） ■■■■■■■■ 
縦 補正 （カ セツト 1) 
横補正 （カ セツト 1) 
縦 補正 （カ セツト 2) 
横補正 （カ セツト 2) 
縦 補正 （カ セツト 3) 
横補正 （カ セツト 3) 
縦 補正 （カ セツト 4) 
横補正 （カ セツト 4) 

縦補正（両面) . 

横補正（両面) . 


〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 
〇〜52〜104 


* 「縦補正（カセット2)」、「横補正（カセット2)」、「縦補正（カセット3)」、「横補正（カセット3)」、 
「縦補正（カセット4)」、「横補正（カセット4)」は、オプションのペーパーフィーダが装着されてい 
る場合にのみ表示されます。 

設定値で指定した値だけ、印字位置を縦方向または横方向にずらして調整しま 
す。 

設定値はドット数で表されており、4ドット（約 0.17 mm ) ずつ [►] または 
[◄] を押して調整することができます。 
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離両面の場合 
1面目 


2面目 


「52」[横補正 j で調整 
七け2面目 


@ メモ」 両面プリント時の2面目の画像の向きは、プリントする用紙の向きや「とじ方向」 

P .3-18) の設定によって次のように変わりますので、印字位置の調整をするときは気を 
付けてください。 



印字位置の調整を行わない場合は、「52」に設定し、 [◄] を押して「0」に近づ 
くほど余白が狭くなり、 [►] を押して ri 04 J に近づくほど余白が広くなりま 
す。「0」に設定したときは約- 2.2 mm、n 04」に設定したときは約 +2.2 mm 
の調整ができます。 


籲トレイおよびカセツト1〜4の場合 



「52」[横補正 j で調整 


縦/横補正 
で調整 


「52」- 


正 

で 

調 

整 


ABC 


ABC 


DEF 


ABC 




縦/横補正 





で調整 



F 

E 

D 


521 【縦補正 j で調整 


共通セツトアツプメ I ー ユ - の設定項目 
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カウンタ初期化 

■ ETB ユニット 


ET 巳ユニットを交換したときに本項目でカウンタのリセットを行います。 

ET 巳カウント初期化を行うことで、操作パネルに表示されている ETB ユニット 
の交換メッセージ （EH ETB ユニットヨコク /EH ETB ユニットコウカ 
ン /ER ETB ユニットコウカン）を消すことができます。 

「 ETB ユニット」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセー 
ジが表示されます。ここで[実行]を押すと初期化が行われます。[実行]を押 
さずに[オンライン]を押すと、初期化を行いません。 


重要 


この操作は ETB ユニットの交換時にのみ行ってください。 ETB ユニットを交換しないで行う 
と、カウンタが正しく動作しなくなり、力一トリッジやプリンタが故障する原因になります。 


メモ1 「EH ETB ユニットコウカン」が表示されているときは、[オンライン]を押して 「ER 
ETB ユニットコウカン」を表示させてから本項目で初期化を実行してください。 


■定着器 


定着器を交換したときに本項目でカウンタのリセットを行います。 

定着器カウント初期化を行うことで、操作パネルに表示されている定着器の交換 
メッセージ （ E 5 テイチャクキヨコク）を消すことができます。 

「テイチャクキ」を選択すると、「ジッコウシマスカ？」という確認のメッセー 
ジが表示されます。ここで[実行]を押すと初期化が行われます。[実行]を押 
さずに[オンライン]を押すと、初期化を行いません。 


重要 


この操作は定着器の交換時にのみ行ってください。定着器を交換しないで行うと、カウン 
夕が正しく動作しなくなり、プリンタが故障する原因になります。 


特殊モード J 

ツカワナイ、 ツカウ 


トレイ用紙サイズを「フリー」に設定した場合に、「41プリントチェック」を 
表示させてプリントを中断するか、プリント速度を遅くしてプリントするかを設 
定します。 

「ツカワナイ」に設定すると、アプリケーションソフトで指定した用紙サイズと 
実際に給紙トレイにセットされた用紙サイズが異なる場合、「41プリント 
チェック」が表示されて、プリントが中断されることがあります。エラーとなつ 
た用紙は自動的に排紙されます。また、[オンライン]を押して、プリントを継 
続することもできます。ただし、正しくプリントされなかったり、紙づまりが発 
生することがあります。 
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「ツカウ」に設定すると、アプリケーションソフトで指定した用紙サイズと実際に 
給紙トレイにセットされた用紙サイズが異なる場合でも、プリントチェックを行 
わずにプリントします。ただし、プリント速度が低下することがあります。また、 
アプリケーションソフトで指定した用紙サイズの大きさでプリントされるので、 
給紙トレイにセットされた用紙がアプリケーションソフトで指定した用紙サイズ 
と異なる場合は、余白があいたり、画像の一部が欠けたりすることがあります。 


ffc 薄 両面プリント時は、本項目の設定に関わらず、「41プリントチェック」が表示されて、 
プリントが中断されます。 

特殊モード L 


ツカワナイ、 ツカウ 


A 3 や B 4 サイズなどの大きいサイズの用紙に連続してプリントした結果、用紙 
の後端にトナーの汚れが付着することがあります。このような場合に、本項目を 
「ツカウ」に設定すると、プリント結果を改善することができます。 


重要 


•問題が解決した場合、設定値を工場出荷時の状態の「ツカワナイ」に戻してください。 
•本項目を「ツカウ」に設定すると、プリント速度が遅くなることがあります。 


OHP フイルム鏡像 


シ ナイ、 スル 


プリントした〇 HP フイルムをプロジェクタに置いたとき、次のように〇 HP フイ 
ルムが反ってしまうことがあります。 



このようなときは、本項目を「スル」に設定してください。「スル」に設定する 
と、鏡像でプリントします。鏡像でプリントした〇 HP フイルムは次のようにプ 
ロジェクタに置くことにより反りを抑えることができます。 
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④メモ I • Windows 用プリンタドライノ（を使わずに本項目を「スル」に設定してプリントした場合、 
排紙した OHP フイルムは、鏡像でプリントされるため上向き（フエースアップ）で排紙 
したようになります。複数ページの OHP フイルムがプリントされ、排紙トレイに積み重 
なると、逆順に積み重なったようになります。このようなことを避けるには、1枚ずつ 
OHP フイルムを取り除くか、アプリケーションソフトで逆順でプリントする設定にして 
ください。 

Windows 用プリンタドライバを使って鏡像でプリントした場合は、排紙した OHP フイ 
ルムはページ順に積み重なります。 


•本項目は、 OHP フイルムにプリントした場合にのみ有効です。 中 差し用紙にプリントす 
る場合でも、 OHP フイルムにのみ鏡像でプリントします。 

特殊印字処理 


■ OHP フィルム特殊処理 


シナイ、スル 


蒸し暑いところに保管されていた〇 HP フイルムを使用すると、印字むらが出る 
(部分的に印字が薄くなる）ことがあります。このようなときに本項目を「スル」 
に設定すると、プリント結果を改善することができます。 


¢3 


重要 


•本項目は、 OHP フイルムを使用する場合にのみ設定してください。 

•本項目は、電源を切るか八 ー ドリセット操作を行うと、自動的に「シナイ」に戻ります。 

•温度や湿度が低いところに保管されている OHP フイルムを使用する場合には、本項目を 
「スル」に設定しないでください。印字品質が低下します。 

•設置環境や印字する画像によっては、本項目を「スル」に設定してもプリント結果が改善 
されない場合があります。このようなときは、お買い求めの販売店または、キヤノン販売 
(株）「お客様相談センター」にお問い合わせください。 


■薄紙特殊処理 


シナイ、スル 


冬場など乾燥したところに保管されていた薄手の用紙や、ざらついた用紙に両面 
プリントすると、2面目の画像に白い水玉が生じることがあります。このような 
ときに本項目を「スル」に設定すると、プリント結果を改善することができます。 


重要 


•本項目は、電源を切るか八 ー ドリセット操作を行うと、自動的に「シナイ」に戻ります。 
•温度や湿度が高いところに保管されている用紙を使用する場合には、本項目を「スル」に 
設定しないでください。印字品質が低下します。 

•設置環境や印字する画像によっては、本項目を「スル」に設定してもプリント結果が改善 
されない場合があります。このようなときは、お買い求めの販売店または、キヤノン販売 
(株）「お客様相談センター」にお問い合わせください。 
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■ サービス特殊設定 


ツカワナイ、セツテイ A 、 セツテイ B 


特定の環境でプリンタを使用したり、特定の用紙を使用すると、正しくプリント 
できなかったり、印字品質が低下することがあります。このようなときは、問題 
を解決するために、使用する環境や用紙に合わせたプリント設定を専門のサービ 
スマンが行うことがあります。サービスマンが行った設定は「セツテイ A 」 また 
は「セツテイ巳」に登録されていますので、サービスマンの指示にしたがって 
「セツテイ A 」 または「セツテイ巳」に設定してプリントします。 


重要 


• サービスマンの指示がない限り、本項目の設定を変更しないでください。 

•本項目は、電源を切るか八ードリセツト操作を行うと、自動的に「ツカワナイ」に戻ります。 


封筒 Y 4 横送り 


シナイ、スル 


プリンタの使用環境（低温低湿環境）によっては、洋形4号の封筒にプリントす 
ると、印字品質が低下することがあります。このような場合に、本項目を「スル」 
に設定すると、プリント結果を改善することができます。 


重要 


•問題が解決した場合、設定値を工場出荷時の状態の「シナイ」に戻してください。 

•本項目を「スル」に設定した場合は、図のように封筒のふたを閉めて、ふたが奧側になる 
向きにセツトしてください。 
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LIPS 専用セットアップ 
メニューの設定項目 


CHAPTER 


この章では、 LIPS モードに固有の LIPS 専用セットアップメニューで設定できる内容につい 
て説明しています。 LIPS 専用セツトアップメニューは、 LBP 5800 のみ設定できます。 



LIPS 専用セットアップメニュー設定項目一覧 .4-2 

LIPS 専用セットアップメニューの設定項目 .4-3 

J 広大/糸宿ノ」、 .4-3 

複数ページ印刷 .4-3 

複数ページ余白 .4-5 

ぺージの向き .4-6 

才ーバレイ1/才ーバレイ2 .4-6 

カラーオーバレイ .4-7 

スタートアップマクロ .4-8 

漢字コード .4-8 

文字サイズ .4-9 

漢字書体 .4-9 

ANK 書体 .4-10 

漢字グラフィックセット .4-10 

nm .4-10 

職 .4-10 

自動改ぺージ .4-1 1 

自動改行 .4-1 1 

CR 機能 .4-11 

LF 機能 .4-1 1 

網かけ解像度 .4-12 

ジョブタイムアウト .4-12 

白紙節約 .4-12 
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LIPS 専用セットアップメニュー設定項目一覧 

■ 表の見かた 

• LIPS 専用セットアップメニューは、 LBP 5800のみ表示されます。 

•太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

拡大/縮小 

シナイ、— A 3、 — B 4、— A 4、— B 5、— 
A 5、— 八ガキ、 — リーガル、 — レター 

P .4-3 

複数ページ印刷 

シナイ、2ページ（ヒダリ）、2ページ（ミギ)、 
4ページ（ヨコ-ヒダリ）、4ページ（ヨコ-ミ 
ギ)、4ページ（タテ-匕ダリ）、4ページ（夕 
テ-ミギ） 

P .4-3 

複数ページ余白 

パターン 1、 パターン2 

P .4-5 

ページの向き 

タテ、ヨコ 

P .4-6 

才ーバレィ1/2 

シナイ、〇〜32767 

P .4-6 

カラーオーバレイ 

シナイ、スル 

P .4-7 

スタートアップマクロ 

〇〜30〜 32767 

P .4-8 

漢字コード 

JIS 、 シフト JIS 、 EUC、DEC 

P .4-8 

文字サイズ 

10ポイント、12ポイント、8ポイント 

P .4-9 

漢字書体 

ミンチヨウ、ゴシック 

P .4-9 

ANK 書体 

ミンチヨウ、ゴシック、ラインプリンタ 

P .4-10 

漢字グラフィックセット 

JIS 90、 JIS 78 

P .4-10 

行数 

6 LPI 、8 LPI 、 10〜99 

P .4-10 

桁数 

ジトヴ、1 OCPI 、 1 2 CPk 1 5 CPL 10~ 200 

P .4-10 

自動改ページ 

スル、シナイ 

P .4-1 1 

自動改行 

スル、シナイ 

P .4-1 1 

CR 機能 

CR ノミ CR+LF 

P .4-1 1 

LF 黼 g 

LF ノミ、 LF+CR 

P .4-1 1 

網かけ解像度 

クイック、ファイン 

P .4-12 

ジョブタイムアウト 

シナイ、スル 

P .4-12 

白紙節約 

ツカウ、ツカワナイ 

P .4-12 
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LIPS 専用セットアップメニュー設定項目一覧 




























UPS 専用セットアップメニューの設定項目 


LIPS 専用セツトアップメニューでは、拡大/縮小プリントや複数ページ印刷などについて 
設定できます。 


@ メモ 1 LIPS 専用セツトアップメニューは、 LBP 5800のみ設定できます。 

拡大/縮小 


シナイ、— A 3、 — B 4、— A 4、— B 5、— A 5、— ノ V ガキ、—リーガル、 — レター 

拡大または縮小プリントの設定をします。 

アプリケーションソフトで作成したデータサイズと、設定値で指定した出力用紙 
サイズから、自動的に倍率を計算し、拡大/縮小してプリントします。 

メモ I •アプリケーションソフトで作成するデータのサイズが定形サイズ （ A 4、 B 5 など）でない 
場合は、正しく拡大/縮小されないことがあります。 

•拡大/縮小の処理は、データの左上端を基点として処理します。 

•拡大/縮小でプリントすると、線の太さにムラが生じたり、細い線が消えたりすることが 
あります。 

•アプリケーションソフトからのコマンドの内容によっては、正しく拡大/縮小してプリン 
卜されないことがあります。 

•拡大/縮小率が25〜2〇〇%の範囲を超える場合は、拡大/縮小は行われず等倍でプリン 
卜されます。この場合正しいプリント結果にはなりません。 


複数ページ印刷 


シナイ、2ページ（ヒダリ）、2ページ（ミギ)、4ページ（ヨコ-ヒダリ）、4 
ページ（ヨコ-ミギ)、4ページ（タテ-匕ダリ）、4ページ（タテ-ミギ） 

アプリケーションソフト側で作成したデータを、2ページ分または4ページ分を 
並べて1ページにプリントできます。 

「2ページ（ヒダリ）」に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べ 
てプリントします。 


用紙を縦に使ってプリントする場合 


用紙を横に使ってプリントする場合 


2 
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「2ページ（ミギ)」に設定すると、2ページ分のデータを右または下から並べて 
プリントします。 


用紙を縦に使ってプリントする場合 


用紙を横に使ってプリントする場合 


2 


「4ページ（ヨ コーヒ ダリ）」に設定すると、4ページ分のデータを、左上から横 
方向に並べてプリントします。 

用紙を縦に使ってプリントする場合 用紙を横に使ってプリントする場合 



「4ページ（ヨコーミギ)」に設定すると、4ページ分のデータを、右上から横方 
向に並べてプリントします。 

用紙を縦に使つてプリントする場合 用紙を横に使ってプリントする場合 



「4ページ（タテーヒダリ）」に設定すると、4ページ分のデータを、左上から縦 
方向に並べてプリントします。 


用紙を縦に使ってプリントする場合 


用紙を横に使ってプリントする場合 
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「4ページ（タテ ー ミギ)」に設定すると、4ページ分のデータを、右上から縦方 
向に並べてプリントします。 


用紙を縦に使ってプリントする場合 用紙を横に使ってプリントする場合 



㉘ メモ 1 •異なるサイズのページデータを並べて1ページにプリントすることはできません。 

•拡大/縮小と複数ページ印刷を同時に設定し縮小率が 25%より小さくなる場合、複数 
ページ印刷は行われず正しいプリント結果にはなりません。 

複数ページ余白 


パターン 1、 パターン2 


「複数ページ印刷」の機能を使って2ページ分または4ページ分を並べてプリン 
卜する場合の、余白のとりかたを設定します。 

「パターン1」に設定すると、各ページが接する部分に余白をつけてレイアウト 
します。 



「パターン2」に設定すると、各ページが接する部分に余白をつけずにレイアウ 
卜します。 



メモ | •「パターン1」と「パターン2」とでは余白のとりかたが違うため、画像の縮小率が異なり 
ます。「パターン1」よりも「パターン2」のほうが若干画像が大きくなります。 

•「パターン2」に設定した場合でも、用紙の長辺と短辺の比率によっては、余白がつくこ 
とがあります。 
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ページの向き 


「ヨコ」に設定すると、用紙をセツトした向き（置きかた）に関わらず、用紙を 
横に使用してプリントします。 

4 i 用紙を横置きにセツトした場合 用紙を縦置きにセツトした場合 


才ーバレイ1/才ーパレイ2 


シナイ、〇〜32767 


オーバレイプリントを行うかどうかを設定します。オーバレイプリントを行う場 
合は、オーバレイプリントで使用するフォーマツトデータの番号を指定します。 
オーバレイプリントとは、各ページに共通するタイトルや表組みなどのフォー 
マツトを、あらかじめプリンタのオーバレイ領域に登録し、後から別のデータを 
重ねてプリントする機能です。オーバレイプリントを行うと、各ページ共通の 
データを、ページごとにアプリケーションソフト側から送る必要がないため、効 
率良くプリントすることができます。 

オーバレイ領域には、1ページ分のフォーマツトを最大で32,768種類登録す 
ることができます。フォーマツトの作成や登録は、アプリケーションソフト側か 
ら LIPS のコント□—ルコマンドで行います。登録の際にはフォーマツトに0 〜 
32767の番号をつけて登録します。本項目では、オーバレイ1あるいはオーバ 
レイ2として、どの番号のフォーマツトを選択するかという設定だけを行います。 



タテ、ヨコ 


用紙を縦に使用してプリントするのか、横に使用してプリントするのかを設定し 
ます。 

「タテ」に設定すると、用紙をセットした向き（置きかた）に関わらず、用紙を 
縦に使用してプリントします。 

4 i 用紙を横置きにセットした場合 用紙を縦置きにセットした場合 



搬送方向 


ABODE 



搬送方向 
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才ーパレイ領域に登録したフォーマット 






















グループ別売上 


才ーパレイプリント 


アプリケーションソフトから 
送信されたデータ 


3 月 

110220 巳 


2月 

96200 B 


70000 
20 


81000 
i 60 
00 



1 月 



A 

105880 

巳 

96450 

C 

55000 

D 

117700 

E 

90550 

F 

85600 


3 月 




里 


2月 


囚 96200 IB ] 70000 


A 

105880 

巳 

96450 

C 

55000 

D 

117700 

E 

90550 

F 

85600 


グループ別売上 


メモ 1 •オーバレイの内容は、電源をオフにするか、八ードリセット操作を行うと削除されます。 

•オーバレイ領域に登録したフォーマットデータの内容や番号、サイズは、 LIPS 専用ユー 
テイリテイの「オーバレイプリント」、「オーバレイリスト」で確認することができます 
(- P .6-4)。 

•登録するフォーマットを LIPS のコント□—ルコマンドでプログラミングするときは、才 
プシヨンの「プ□グラマーズマニュアル」を参照してください。 

カラーオーバレイ 


シナイ、スル 


オーバレイプリントのモノクロのフォーマツトを登録する際に、モノクロデータ 
をカラーモードで使用可能にするかどうかを設定します。本項目では、モノクロ 
のフォーマツトをカラー化するかどうかを設定するだけで、登録そのものは行い 
ません。フォーマツトの作成や登録は、アプリケーションソフト側から LIPS の 
コント□—ルコマンドで行います。また、才ーバレイプリントを行うかどうかは、 
「オーバレイ1」、「オーバレイ2」（—前項目）で設定します。 

「シ ナイ」に設定すると、オーバレイプリントのモノクロのフ オーマツ トを カラー 
データ化しません。 


「スル」に設定すると、オーバレイプリントのモノクロのフ オーマツ トを カラー 
データ 化します。 


1^" メモ]本項目は、「カラーモード」 P .3-23) を「カラー」に設定してあるときのみ有効です。 
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スタートアップマクロ 


〇〜 30 〜32767 


スタートアップマクロ機能を使用するかどうかを設定します。使用しない場合は 
「0」を、使用する場合は実行したいマクロ番号を指定します。 

スタートアップマクロ機能は、あらかじめパソコン側で作成した LIPS のコント 
□ールコマンドのプログラムを、プリンタのマクロ領域に登録しておき、リセッ 
トコマンド（八ードリセット、ソフトリセット、パラメータリセット）で実行す 
るようにする機能です。 

マク□領域には、最大で1〜32,767香までの32,767種類のプ□グラムを登録 
することができます。登録は、アプリケーションソフト側から LIPS のコント□一 
ルコマンドで行います。プリンタ側では、本項目で実行したいマクロの番号の選択 
だけを行います。選択した番号のマクロはリセットを行うたびに実行されます。 

@ メモ j •登録したマクロの番号やサイズなどは、 LIPS 専用ユーティリティの「マク□リスト」で 
確認することができます （— P .6-5)。 

• 登録するプ□グラムを LIPS のコント□—ルコマンドでプログラミングするときは、オプ 
シヨンの「プ□グラマーズマニュアル」を参照してください。 

漢字コード 


JIS 、 シフト JIS 、 EUC、DEC 


パソコンで使用している漢字コード体系に応じて、漢字コードを設定します。通 
常は 「 JIS 」 に設定しておきますが、次のような場合に 「 JIS 」 以外に設定します。 
. アプリケーションソフトを使わず、 MS - DOS のテキストデータをそのままプリ 
ントするときには「シフト JIS 」 を設定します。 

. UNIX を〇 S とするワークステーションやパソコンを使用するときには 「 EUC 」 
(Extended Unix Code : UNIX 拡張コード）を設定します。 

• DEC 漢字コードを採用しているワークステーションを使用するときには 「 DEC 」 
( DEC コード）を設定します。 

各漢字コードの文字セットは、次のように GO 〜 G 3 の割り当てテーブルに割り 
当てられます。 



シフト JIS 

JIS 

EUC 

DEC 

GO 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

半角英数字 

G 1 

半角カナ 

半角カナ 

全角漢字 

半角カナ 

G 2 

全角漢字 

全角漢字 

半角カナ 

全角漢字 

G 3 

漢字縮小 

漢字縮小 

全角漢字 

全角漢字 


GL 

GO 

GO 

GO 

GO 

GR 

G 1 

G 1 

G 1 

G 3 

ペア 

GCKG 1 

GCKG 1 

解除 

解除 
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重要 


•「シフト JIS 」 に設定した場合は、 LIPS の C 1 制御命令は使用できなくなりますが、ビット 
長を7ビット形式で送信すれば、 LIPS のコマンドとして動作します。 

•本項目で漢字コードを設定するということは、漢字コード体系に応じて文字セットを割り 
当てテーブルに割り当てるということです。 JIS で規定されていない拡張文字などはプリ 
ントされません。 

上記以外の漢字コードを使用する場合は、アプリケーションソフト側で文字セツトを割り 
当ててください。 


メモ 1 •指定された文字セットが存在しない場合は、近い属性の文字セットを使用してプリントし 
ます。 

• JIS 漢字コードには「新 JIS 」 と「旧 JIS 」 があります。新 JIS と旧 JIS の切り替えは、「漢 
字グラフィックセット」 （— P .4-10) で設定します。 

• UNIX では EUC を採用していますが、中には 0 S のデノ（イスドライノ（が JIS 漢字コードな 
どに変換するものもあります。詳しくは、パソコンの操作説明書を参照してください。 


文字サイズ 


10ボイント、12ポイント、8ポイント 


印字する文字の大きさをポイント数で設定します。 


1ポイントは約0.35 mm (1/72”） です。 


コント□—ルコマンドで LIPS III または UPS IV を使用しているときと 、 LIPS 
II +を使用しているときとでは同じ設定値でも、実際にプリントされる大きさが次 
のように異なります。 

no ポイント 」： LIPS III /IV =10ポイント LIPS I け =9.6 ポイント 
n 2ポイント 」： LIPS III/ IV =12ポイント LIPS 11 + =12ポイント 
「8ポイント 」： LIPS III / IV 二8ポイント LIPS 11+= 7.2 ポイント 


設定値 

LIPS III/IV 

LIPS 11 + 

8ポイント 

8 

文字サイズ 

7.2 

文字サイズ 

10ポイント 

10 

文字サイズ 

9.6 

文字サイズ 

12ポイント 

12 

文字サイズ 

12 

文字サイズ 


メモ | LIPS 11+のときのポイント数（7.2、 9.6) はディスプレイに表示されません。 

漢字書体 

2ンチヨウ、ゴシック 


漢字やひらがななどの全角文字の書体を設定します。 


「ミンチヨウ」 

「ゴシック」 

明朝体 

ゴシック体 
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ANK 書体 

ミンチヨウ、ゴシック、ラインプリンタ 


半角英数字や半角カナなどの ANK 文字の書体を設定します。 
ANK とは、 Alphabets Numeric ^ Kana の略です。 


ミンチヨウ 

123 

ABC 

ミ バョウタイ 

ゴシック 

123 

ABC 

コ♦シックタイ 

ラインプリンタ 

123 

ABC 

ラインアリンタ 


漢字グラフィックセツト 


JIS 90、 JIS 78 


「漢字コード」（— P .4-8) の種類で 「 JIS 」 を選択した場合に使用する漢字グラ 
フィックセットを設定します。 

JIS 漢字コードには「新 JIS ( JIS 90)」 と「旧 JIS ( JIS 78)」 があります。新 
JIS コードは、旧 JIS コードに特殊記号、 S 線、漢字などを追加、変更したものです。 

@ メモ」•グラフィックセットとは、パソコンからのコードに対して、どの文字を割り当てるかとい 
う取り決めです。それを示したものがコード表です。 

•新 JIS と旧 JIS の漢字コード表は付属の CD - ROM に収められています。 

行数 


6 LPI 、 8 LPI 、 10〜99 


1インチまたは1ページにプリントする行数を設定します。 

LPI は UneEe 「[ nch の略で、1インチあたりの行数の単位を表します。 

「6 LPI 」 に設定すると、1インチに6行プリントします。 

「8 LPI 」 に設定すると、1インチに8行プリントします。 
no 〜99」に設定すると、1ページにプリントする行数を10〜99行の範囲 
で設定します。 no 」 を選択してから [►] を押すと行数が増え、 [◄] を押す 
と行数が減ります。 

桁数 


ジドウ、 10 CPI 、 12 CPU 15 CPU 10〜200 

1インチまたは1行にプリントする文字数を設定します。 

CPIS、Characters Per Inch の略で、1インチあたりの文字数の単位を表し 
ます。 

「ジドウ」に設定すると、現在選択しているフォントに応じた文字数でプリント 
しま9 〇 
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nocpij に設定すると、 1 インチに 1 〇桁プリントします。 

ri2CPIJ に設定すると、 1 インチに 12 桁プリントします。 

ri5CPIJ に設定すると、1インチに15桁プリントします。 

no 〜200」に設定すると、1行にプリントする文字数を10〜200の範囲 

で設定します。 no 」 を選択してから [►] を押すと桁数が増え、 [◄] を押す 

と桁数が減ります。 

自動改ページ 


スル、シナイ 


印字位置が有効印字領域の下端を超えようとしたとき、改ページコード （ FF ) を 
受信しなくても、自動的に改ページしてプリントするかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、パソコンから改ページコード ( FF ) が送られるまで印 
字位置を変更しません。 

自動改行 


スル、シナイ 


印字位置が右マージンまたは有効印字領域の右端を超えようとしたとき、復帰 
コード ( CR ) や改行コード (LF) を受信しなくても、自動的に改行してプリン 
卜するかどうかを設定します。 

「シナイ」に設定すると、パソコンから復帰コード （ CR )、 改行コード （ LF) が 
送られるまで印字位置を変更しません。 

CR 機能 


CR ノ5、 CR+LF 

復帰コード (CR) を受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 

rCR ノミ」に設定すると、復帰コード （ CR ) を受信すると、印字位置をその行 
の第一文字目（左マージン）に移動します。 

「CR + LF 」 に設定すると、復帰コード （ CR) を受信すると、印字位置を次の行 
の第一文字目に移動します。 

LF 機能 


LF ノミ、 LF+CR 

改行コード ( LF ) を受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 

「LF ノミ」に設定すると、改行コード （ LF ) を受信すると、印字位置を次の行に 
移動します。桁位置はそのままです。 

「LF + CR 」 に設定すると、改行コード ( LF ) を受信すると、印字位置を次の行 
の第一文字目に移動します。 
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網かけ解像度 


クイック、 ファイン 


# メモ 1 


ファインモードでプリントするときの、網かけや飾り S 線のパターンの解像度を 
設定します。 

「クイック」に設定すると、300 dpi 用にデザインされたパターンを2倍に拡大 
して使用します。 

「ファイン」に設定すると、600 dpi 用にデザインされたパターンを使用します。 
「クイック」よりも高精度でプ U ントできます。 

•本項目は、「データ処理」 P .3-21) がファインモードの場合にのみ有効です。 

• データの量や種類によっては、処理に必要なメモリが不足して、ファインモードでプリン 
卜されない場合があります。その場合は、本項目を「クイック」に設定していた場合より 
も、「ファイン」に設定していた場合のほうが、印字の精度が低下することがあります。 


ジョブタイムアウト 


シ ナイ、 スル 


〆メモ 


共通セットアップメニューの「タイムアウト」 （— P .3-27) の設定を有効にする 
かどうかを設定します。 

オプションの八ードディスクを使用している場合は、次のように設定してください。 

•本項目を「スル」に設定してください。 

•共通セットアップメニューの「タイムアウト」 （— P .3-27) を「シナイ」以外に設定し 
てください。なるべく工場出荷時の状態の ri 5 ビョウ」に設定しておくことをおすす 
めします。 

LIPS 対応のアプリケーションソフトから ESC / P などの他のエミュレーションモードへ 
の自動切り替えがうまく行われない場合に、本項目を「スル」に設定すると、タイムアウ 
卜で LIPS モードのジヨブを終了して自動切り替えが行われるようになります。 


白紙節約 


ツ カウ、 ツカワナイ 


アプリケーションソフトから送られた改ページコード ( FF ) と改ページコードの 
間に印字するデータがない場合、そのページを白紙で排出するかどうかを設定し 
よ9 〇 

「ツカウ」に設定すると、白紙を排出しません。「ツカワナイ」に設定すると、白 
紙を排出します。 

この機能を使用すると、白紙が排出されることがなくなり、用紙を節約すること 
ができます。 
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ESC/P 専用セットアップ 
メニューの設定項目 


CHAPTER 


この章では、 ESC / P エミュレーシヨンモードに固有の ESC / P 専用セツトアツプメニューで 
設定できる内容について説明しています。 ESC / P 専用セツトアップメニューは、 LBP 5800 
のみ設定できます。 



ESC/P 専用セットアップメニューの設定項目一覧 .5-2 

ページレイアウトグループの設定項目 .5-4 

ページフオーマツト .5-4 

±雜 .5-6 

用紙位置微調整 .5-7 

mm .5-9 

右マージン既定値 .5-9 

用紙サイズ .5-9 

2ぺージ印刷設定 .5-10 

フオントグループの設定項目 .5-1 1 

漢字書体 .5-11 

フオント ID .5-11 

漢字サイズ .5-1 1 

文字コード .5-12 

国別文字 .5-12 

印字機能グループの設定項目 .5-13 

イメージの補正 .5-13 

縮小文字 .5-13 

印字動作グループの設定項目 . 5-14 

改行機能 .5-14 

VFC グループの設定項目 . 5-15 

連続用紙長 .5-15 

単票用紙長 .5-15 

ミシン目スキップ .5-16 

その他のグループの設定項目 . 5-17 

登録レベル .5-17 

カラーモード自動時 .5-17 
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ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目一覧 

■ 表の見かた 

•「*」印が付いている項目は、他の設定項目の内容によって表示されるときと表示されな 
いときがあります。 

• ESC / P 専用セットアップメニューは、 LBP 5800 のみ表示されます。 

•太字で示されている設定値は、工場出荷時の値です。 

•オプションのコント□—ル ROM を装着すると、 「 ESC / P 専用セットアップメニュー」に 
項目が追加されます。詳しくはオプションのコント□ール ROM の取扱説明書を参照し 
てください。 


■ ページレイアウトグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ページフ オー マツト 

ジツスンタテ、 ジッスンヨコ、10”— A 4 
タテ、15” - A 4 ヨコ、15” — B 4 ヨ 
コ、巳 4— A 4 タテ、 B 4 — A 4 ヨコ 

P .5-4 

上余白 

-127 〜 +000 〜+127 

P .5-6 

用紙位置微調整 

-127 〜 +000 〜+127 

P .5-7 

領域 

ヒヨウジユン、 ワイド 

P .5-9 

右マージン既定値 

136ケタ、 ミギ八シ 

P .5-9 

用紙サイズ 

カレントヨウシ、 A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 八ガキ 

P .5-9 

2ページ印刷設定 

シナイ、 ヒダリ、ミギ 

P .5-10 


■ フオントグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

漢字書体 

ミンチヨウ、 ゴシック、マルゴシック 、 ID 

P .5-1 1 

フオント ID * 

001- 002 〜999 

P .5-1 1 

漢字サイズ 

システム、 8ポイント、10ポイント、12ポ 
イント 

P .5-1 1 

文字コード 

カタカナ、 グラフィックス 

P .5-12 

国別文字 

ニホン、 ノルウェー、デンマーク2、スペイン 
2、ラテンアメリカ、 USA 、 フランス、ドイ 
ツ、 UK 、 デンマーク、スウェーデン、イタリ 
ア、スペイン 

P .5-12 
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■ 印字機能グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

イメージの補正 

シナイ、 スル 

P .5-13 

縮小文字 

シナイ、 スル 

P .5-13 


■ 印字動作グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

改行機能 

LF コマンドヲマツ、 カイギヨウ 

P .5-14 


■ VFC グループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

連続用紙長 

システム、1 ギヨウ〜 199 ギヨウ 

P .5-15 

单票用紙長 

システム、1 ギヨウ〜 199 ギヨウ 

P .5-15 

ミシン目スキップ 

シナイ、1 ギヨウ〜 31 ギヨウ 

P .5-16 


■ その他のグループ 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

登録レベル 

イチジ、 エイキュウ 

P .5-17 

カラー モー ド自動時 

カラー、 モノクロ 

P .5-17 
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ページレイアウトグループの設定項目 


ページレイアウトグループでは、 ESC / P 準拠プリンタから本プリンタへの用紙サイズの変 
換と、プリントする用紙サイズの設定や位置の調整などについて設定できます。 

ぺージフオーマツト 


ジツ スンタテ、ジッ スン ヨコ、 10”— A 4 タテ、15” — A 4 ヨコ、 15” 
— B 4 ヨコ、 B 4 — A 4 タテ、 B 4 — A 4 ヨコ 


ESC / P 準拠プリンタ用の用紙サイズで作成されたデータを、本プリンタ用の用 
紙サイズに変換します。 

アプリケーションソフトの印刷条件設定で選択した用紙サイズに合わせて設定 
してください。ページフオーマツトの設定値の詳細やレイアウトについては、 
「 ESC/P エミユ レーシヨンのページフオー マツ ト ( LBP 5800のみ）」 （— P .7-7) 
も併せて参照してください。なお、本プリンタにセツトする用紙のサイズは、ペー 
ジレイアウトグループの「用紙サイズ」（― P .5-9) で設定します。 

各設定値を設定した場合の処理は次のようになります。 

@ メモ」 用紙を縦に使う場合をポートレイト、横に使う場合をランドスケープと言います。 


「ジッスンタテ」：（実寸縦） 

データの用紙サイズは変換せずに、実寸でプリントします。 A 3、 B 4、 A 4、 巳5、 
A 5、 八ガキサイズのカツト紙を ESC / P 準拠プリンタに縦置きにセツトしたと 
きと同じプリント結果になります。 


メモ1 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 （— P .5-9) は、データと同じ用紙サイズに 
設定します。 

• 「用紙サイズ」を「 A 3」に設定した場合にのみ、ぺージフォーマットの印字領域を用紙の 
印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド領域モード」を設定できます領域： 
P .5-9)。 

r ジッスンヨコ」 ：（ 実寸横） 

データの用紙サイズは変換せずに、実寸でプリントします。 A 3、 B 4、 A 4、 巳5、 
A 5、 八ガキサイズのカツト紙を ESC / P 準拠プリンタに横置きにセツトしたと 
きと同じプリント結果になります。 


メモ1 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」（― P .5-9) は、データと同じ用紙サイズに 
設定します。 

• 「用紙サイズ」を「 A 3」に設定した場合にのみ、ページフォーマットの印字領域を用紙の 
印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド領域モード」を設定できます領域： 
P .5-9)。 


ESC / P 専用セットアップメニユーの設定項目 


5-4 


ページ レイアウト グループの 設定項目 












「10” - A 4 タテ」： （10” — A 4 縦） 

10” xir 連続用紙にプリントすることを想定して作成したデータ（8〇文字 

X 66行）を A 4 サイズに縮小してポートレイトでプリントします。 

メモ I •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 A 3、 
巳4サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド 
領域モード」を設定できます領域： P .5-9)。 

• 10" x 1 r 連続用紙のサイズは、254 mm x 279.4 mm です。 

「15” — A 4 ヨコ」： （15” — A 4 横） 

15” x IV ’連続用紙にプリントすることを想定して作成したデータ （136 文 

字 x 66行）を A 4 サイズに縮小してランドスケープでプリントします。 

@ メモ」 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 A 3、 
巳4サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド 
領域モード」を設定できます領域： P .5-9)。 

• 15” x 1 r 連続用紙のサイズは、381 mm x 279.4 mm です。 

「15” - B 4 ヨコ」： （15” —巳4横） 

15” X11” 連続用紙にプリントすることを想定して作成したデータ （136 文 

字X 66行）を B4 サイズに縮小してランドスケープでプリントします。 

@ メモ」 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 P .5-9) は、 B 4 サイズが基本ですが、 A 3 
サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド 
領域モード」を設定できます領域： P .5-9)。 

• 15” x 1 r 連続用紙のサイズは、381 mm x 279.4 mm です。 

「巳4 -> A 4 タテ」： （ B 4 A 4 縦） 

巳4サイズの実寸縦用のデータを3/4のサイズに縮小して A 4 サイズのポートレ 

イトでプリントします。 

メモ I •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 A 3、 
巳4サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド 
領域モード」を設定できます領域： P .5-9)。 

「巳4 - A 4 ヨコ」： （ B 4 — A 4 横） 

巳4サイズの実寸横用のデータを3/4のサイズに縮小して A 4 サイズのランドス 

ケープでプリントします。 

@ メモ」 •ページレイアウトグループの「用紙サイズ」 P .5-9) は、 A 4 サイズが基本ですが、 A 3、 
巳4サイズも選択できます。 

•ページフォーマツトの印字領域を用紙の印字領域いっぱいに広げてプリントする「ワイド 
領域モード」を設定できます領域： P .5-9)。 
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上余白 


I I :有効印字領域^実際の印字領域 L ；；；；；；；] :印字されない領域 


㉘ メモ 1 • 上余白を増やした結果、印字データがボト厶位置を超える場合は、次ページの1行目の位 
置からプリントされます。 

•上余白を減らした場合、有効印字領域の上端を超えた部分はプリントされません。下端は 
ボトム位置までプリントされます（ただし、ページ長を設定していない場合)。 


■127 〜 +000 〜+127 

それぞれのページフオーマツトで設定されている1行目 ( T 0 F ) の上端を基準に、 
印字開始位置を上下方向にずらします。 

「+」の値で下方向、「一」の値で上方向に、印字開始位置をずらします。 


余白を減らすときは「一」方向| | 丨 

[ijr ィ "J - 〇 _為 _ 门 _ i~y ^— p ■-ハ - 

余白を増やすときは「+」方向 i 


㉘ メモ1 •設定値が1増えると、ずらす位置が約 0.35 mm (1/72”） 増えます。 

•用紙の上端を基準とした実寸縦のとき、印字開始位置の目安は「-127」で-23 mm 、 
「+000」で+22 mm 、 「+127」で+67 mm です。 ぺージフォーマット ごとの用紙 サ 
イズ、印字領域によって印字開始位置は変わります。 

カット紙のぺージフォーマットの場合 

上余白を調整した結果は次のようになります。 

例：「実寸縦」の場合 

上余白 （0) 上余白 （+) 上余白 （一) 


CDEFGHI 


:㈩. 




(H 

A 

巳 

C 

D 

E 




FG 


ABCDEFG 
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連続用紙のページフォーマツトの場合 

上余白を調整した結果は次のようになります。 


例： no "— A 4 縦」の場合 

上余白 （0) 上余白 （+) 上余白 （一) 



@メモ」 •上余白を増やした場合、印字データがボト厶位置を超えると、ボトム位置からページ長（初 
期状態の1行目からボトム位置までの範囲）までのあふれたデータはプリントされません。 
•上余白を減らした場合、有効印字領域の上端を超えた部分のデータはプリントされませ 
ん。このとき、下端はページ長までのデータをプリントします。 

用紙位置微調整 


■127 〜 +000 〜+127 


用紙の左端を基準として、ページフオーマツトで設定されている印字位置を左右 
方向にずらします。 

「+」の値で左方向、「一」の値で右方向に、設定した値だけ印字開始位置をずら 
し 9 〇 


印字位置を左にずらすとき 

印字位置を右にずらすとき 

「+」方向< 

# > 「一 1方向 



ABODE FG 



@ メモ | •設定値が1増えると、ずらす位置が約 0.35 mm (1/72”） 増えます。 

•用紙の左端を基準とした実寸縦のとき、印字開始位置の目安は「-127」で+50 mm 、 
「+000」で+5 mm 、 「+127」で -40 mm です。ぺージフォーマツトごとの用紙サイ 
ズ、印字領域モードによって印字開始位置が変わります。 

•データに左端が欠けてプリントされる場合は、本項目の設定を調節して本プリンタの印字 
領域内（上下左右5 mm 以内）に入るようにしてください。 
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標準領域モードでの印字動作 

用紙位置を調整した結果は次のようになります。 

•実寸サイズでプリントするページフォーマツトの場合 


例：「実寸横」の場合 

微調整 （0) 微調整 （+) 微調整 （-) 


ABCDEF 




CDEF 


IABCDE 


基準端 


ベ +) 




基準端 

^1:有効印字領域■:実際の印字領域 r 


基準端 

:印字されない領域 


1 縮小プリントするぺージフオーマツトの場合 


微調整（〇) 


例： n 5"- A 4 横」の場合 

微調整 （+) 微調整（一） 


ABCDEF 


|A[3 


CDEF 


基準端 


ベ十） 


IABCDE 


基準端 

有効印字領域^実際の印字領域 


(-卜 


基準端 
:印字されない領域 


ワイド領域モードでの印字動作 

用紙位置を調整した結果は次のようになります。 



微調整 （0) 

例： 

n 5"— A 4 横」の場合 
微調整 （+) 微調整（一） 



ABCDEFG 
HIJKLMN 

i ! A [ 
i iJi 

3 CDEFGH 丨 
LMN 


i ABCDE 
i FGH 1 J 
iKLMN 


1 

g 準端 

|：有効印字領域 

: ’（+ ) 

基準端 

:実際の印字領域 

(-) 

- 準端 

!： 印字されない領域 
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領域 


ヒヨウジユン、ワイド 


それぞれのページフオーマットにしたがったレイアウトでプリントする（標準) 
か、または本プリンタの有効印字領域ほぼいっぱいにプリントする（ワイド）か 
を設定します。実寸縦、実寸横で「用紙サイズ」が A 3 のとき、および10” — 
A 4 縦、15” — A 4 横、15” — B 4 横、 B 4 — A 4 縦、 B 4- A 4 横のページ 
フオーマットの場合に有効です。 

ワイドに設定してプリントした場合、 ESC / P 準拠プリンタのレイアウトとは異 
なりますが、ページフオー マッ トの印字領域の制限がなくなるため、用紙の紙面 
を有効に使ってプリントすることができます。レイアウトについては、 「 ESC/P 
エミュレー シ ヨンのページ フオーマット （LBP 5800のみ)」 （― P .7-7) も 併せ 
て参照してください。 

@ メモ j 用紙のサイズが小さい場合、「ワイド」に設定しても、印字領域拡大の効果があまり上が 
らないことがあります。詳しくは、「ページフオーマツトと印字範囲」 （— P .7-12) を参 
照してください。 

右マージン既定値 


136ケタ、 ミギハシ 


実寸サイズでプリントするページフオーマツト（実寸縦、実寸横）のときの、右 
マージンの位置を設定します。 

n 36ケタ」に設定すると、136桁目の位置を右マージンとします。 

「ミギ八シ」に設定すると、用紙の有効印字領域の右端を右マージンとします。 

用紙サイズ 


カレントヨウシ、 A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 八ガキ 


プリントする用紙のサイズを設定します。 

「カレントヨウシ」に設定すると、現在選択されている給紙元の用紙サイズを設 
定します。 


㉘ メモ 1 •「カレントヨウシ」以外を設定したときに、本項目で設定したサイズの用紙がセットされ 
ていないと、指定のサイズの用紙を要求するメッセージが表示されます。設定したサイズ 
の用紙をセットしてください。 

•共通セットアップメニューの「トレイ用紙サイズ」 P .3-12) を「フリー」に設定し 
て、給紙トレイからプリントする場合は、「カレントヨウシ」以外の設定値を選択してく 
ださい。 
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2 ページ印刷設定 


シ ナイ、 ヒダリ、 s ギ 


2ページ分のデータを並べて1ページにプリントするかどうかを設定します。ア 
プリケーシヨンソフト側で作成したデータが A 4 または B 5 サイズの場合に限り 
有効です。 

「ヒダリ」に設定すると、2ページ分のデータを左または上から並べてプリント 
し 9 〇 


用紙を縦に吏ってプリントする場合 


用紙を横に使ってプリントする場合 


「ミギ」に設定すると、2ページ分のデータを右または下から並べてプリントし 

よ9 〇 


用紙を縦に使ってプリントする場合 


用紙を横に使ってプリントする場合 


@メモ I • この機能では、縮小はせずに原寸でプリントするので、アプリケーションソフト側で作成 
したデータが A 4 サイズのときは A 3 サイズの用紙にプリントされ、 B 5 サイズのときは 
B 4 サイズの用紙にプリントされます。 

• A 4 と B 5 サイズのデータを並べて1ページにプリントすることはできません。 

• A 4 または B 5 以外のサイズのデータを2ページ印刷しようとしても、通常の状態でプリン 
卜されます。 
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フオントグループの設定項目 


フオントグループでは、漢字の書体やサイズ、1バイトコード表などについて設定できます。 

漢字書体 


ミンチヨウ、ゴシック、マルゴシック 、 ID 


漢字などの全角文字の書体を設定します。 

オプションで追加した漢字書体を使用するときは、本項目を「〇」に設定したう 
えで、書体を ID 番号で指定します。 ID 番号は「フオント ID 」 （—次項目）で指 
定します。 


明朝体 

明朝 

ゴシック体 

ゴシック 

丸ゴシック体 

丸ゴシック 


フオント ID 


001 〜002〜 999 


* 本項目は、「漢字書体」を「〇」に設定した場合にのみ表示されます。 

「漢字書体」（—前項目）で「〇」を設定した場合に、実際に使用する書体の ID 
番号を指定します。 


重要 


装着されていないオプション書体の番号を指定しないでください。 


メモ 1 オプション書体の ID 番号については、「共通フォントリスト （ LBP 5800 のみ）」卜 
P .7-17) を参照してください。 


漢字サイズ 


システム、8ポイント、10ポイント、12ポイント 


漢字などの全角文字のサイズを設定します。 

「システム」に設定すると、現在のページ フオー マツトにしたがった文字サイズ 
でプリントします。実寸縦、実寸横、10” — A 4 縦、15” — B 4 横のページ 
フオー マツトでは10ポイント相当、15” — A 4 横、 B 4 — A 4 縦、 巳 4 — A 4 
横のページ フオー マツトでは8ポイント相当です。 
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文字コード 


カタカナ、 グラフィックス 


1バイトコード表に、カタカナまたは拡張グラフィックスの文字セットをセット 
します。 

「カタカナ」に設定すると、データに1バイトコードの文字があったとき、カタ 
カナの1バイトコード表に対応した文字でプリントします。 

「グラフィックス」に設定すると、データに1バイトコードの文字があったとき、 
拡張グラフィックスの1バイトコード表に対応した文字でプリントします。 

@ メモ」 この機能は、 ESC / P 準拠プリンタの DIP スイッチの文字コード設定機能に対応していま 
す。 

国別文字 


ニ ホン、 ノルウェー、デンマーク2、スペイン2、ラテンアメリカ、 USA 、 フラ 
ンス、ドイツ、 UK 、 デンマーク、スウェーデン、イタリア、スペイン 

1バイトコード表に割り当てられている国別文字対応の部分に、指定の国の文字 
セットをセットします。 
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印字機能グループの設定項目 


印字機能グループでは、イメージデータの補正や、登録文字、縮小文字について設定できま 
す。 

イメージの補正 


シナイ、スル 

矩形 S 線や網かけなどのイメージデータを補正するかどうかを設定します。通常 
は「シナイ」に設定しておきます。次のような現象が出てしまうときに、本項目 
を「スル」に設定して、イメージデータを補正します。 

• S 線が離れる 

•網かけ上にすじ（白い部分）が入る 
•網かけに線が入る 

@メモ」本項目を「スル」に設定しても、上記のような現象が改善されない場合があります。本プ 
U ンタの解像度が ESC / P 準拠プリンタとは異なるためです。 

縮小文字 


シナイ、スル 

1バイトコード文字 ( ANK 文字）を縮小してプリントするかどうかを設定します。 

「スル」に設定すると、1バイトコード文字の横幅を1/2程度に縮小してプリン 
卜します。 

メモ I •この機能は、 ESC / P 準拠プリンタの DIP スイッチの縮小印字機能に対応しています。 

•15 CPI の文字は縮小プリントされません。 
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印字動作グループの設定項目 


印字動作グループでは、1行を印字したあとの改行動作について設定できます。 

改行機能 


LF コマンドヲマツ、カイギヨウ 


復帰コード ( CR ) を受信したときの、印字位置の移動のしかたを設定します。 
「 LF コマンドヲマツ」に設定すると、パソコンから改行コード （ LF ) が送られる 
まで改行しません。復帰のみ行い、その行の第一文字目へ印字位置を移動します。 

「カイギヨウ」に設定すると、印字位置が右マージンまたは有効印字領域の右端 
を超えようとしたとき、改行コード ( LF ) を受信しなくても復帰/改行を行い、 
自動的に次の行の第一文字目へ印字位置を移動します。 

@ メモ I この機能は、 ESC / P 準拠プリンタの DIP スイッチの自動改行に対応しています。 
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ABCDEF 



ラリルレロ 



メモ I •行間は1インチあたり6行 （6 LPI ) です （ LPI は 、 Line Per Inch の略で、1インチあた 
りの行数を表す単位です）。 

•設定値が1増えると、ぺージ長が約 4.2 mm (1/6”） 増えます。 

•操作パネルまたはコント□—ルコマンドによってミシン目スキップ行数が設定されてい 
る場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 

単票用紙長 


システム、1ギヨウ〜199ギヨウ 


カツト紙（実寸縦、実寸横、 B 4 — A 4 縦、 B 4 — A 4 横）のページ長を、ペー 
ジフオーマツトで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定した行数 
に設定するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ページフォーマツトで決められているページ長に設 
定します。 


TOF 行 


ページ長 
(1 〜199行) 


VFC グループの設定項目 


VFC グループでは、連続用紙やカツト紙のページ長について設定できます。 

連続用紙長 


システム、1ギヨウ〜199ギヨウ 


連続用紙 （10” — A 4 縦、15” — A 4 横、15" — B 4 横）のページ長を、ペー 
ジフオーマットで決められている行数に設定するか、操作パネルで指定した行数 
に設定するかを選択します。 

「システム」に設定すると、ページフオーマットで決められているページ長に設 
定します。 

「1ギヨウ 」〜 n 99ギヨウ」に設定すると、1ページにプリントする行数を1 
〜199行の範囲で設定します。 


Ob 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇&〇 


〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇£>〇 
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n ギヨウ 」〜 n 99ギヨウ」に設定すると、1ページにプリントする行数を1 
〜199行の範囲で設定します。 



0 メモ]•行間は1インチあたり6行 （6 LPI ) です （ LPI は 、 Line £ e 「 Inch の略で、1インチあた 
りの行数を表す単位です)。 

•設定値が1増えると、ぺージ長が約 4.2 mm (1/6”） 増えます。 

• 操作パネルまたはコント□—ルコマンドによつてミシン目スキップ行数が設定されてい 
る場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置より上になります。 

ミシン目スキップ 


シナイ、1ギヨウ〜31ギヨウ 

ページ長で設定されている行数のうち、下端からプリントしない（スキップする) 
行数を設定します。 

「シナイ」に設定すると、スキップしません。 

メモ I • 行間は1インチあたり6行 （6 LPI ) です （ LPI は 、 Line Per Inch の略で、1インチあた 
りの行数を表す単位です)。 

•設定値が1増えると、スキップされる領域が約 4.2 mm (1/6”） 増えます。 

• 10” — A 4 縦、15” — A 4 横、15” — B 4 横の連続用紙のぺージ フォー マットと、 B 4 - 
A 4 縦、 B 4 — A 4 横のワイド モー ドで有効です。 

• ミシン目スキップ行数を設定した場合、実際の改ページ位置は、設定したページ長の位置 
より上になります。 
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その他のグループの設定項目 


その他のグループでは、登録文字の保存方法について設定できます。 

登録レベル 


イチ ジ、エイキュウ 


コント□ールコマンドで登録した文字を、そのジョブの間だけ保存するのか、電 
源をオフにするまで保存するのかを設定します。 

「イチジ」に設定すると、登録文字をジョブ中だけ保存します。ジョブが終了す 
ると削除されます。 

「エイキユウ」に設定すると、プリンタの電源をオフにするまで保存します。登 
録内容を削除するには、オフライン状態で[リセット]を押し、 [4] または [►] 
で「ソフトリセット」を表示させ、「八ードリセット」と表示されるまで[実 
行]を押し続けて八ードリセット操作をいます。 

@メモ I •プリンタはデータを受信すると、コント□—ルコマンドを認識してプリントを開始/終了 
します。この処理を「ジョブ」といいます。ジョブ中は、操作パネルのジョブランプが点 
灯または点滅します。 

•登録データと通常のデータとを別々に送信する場合は、「エイキユウ」に設定してくださ 
い0 

カラーモード自動時 


カラー、 モノクロ 


共通セットアップメニューの「カラーモード」 （— P .3-23) が「ジドウ」に設定 
されている場合に、 ESC / P エミュレー シヨ ンモードで受信したデータをカラー 
でプリントするか、モノクロでプリントするかを設定します。 


メモ] 共通セットアップメニューの「カラーモード」が「ジドウ」に設定されていない場合は、 
本項目の設定は無視され、共通セットアップメニューの「カラーモード」の設定にした 
がってカラーまたはモノクロでプリントされます。 
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セットアップ以外のメニューの 
設定項目 


CHAPTER 


この章では、セツトアップメニュー以外のメニューで設定できる内容について説明していま 
す0 



セットアップ以外のメニューの設定項目一覧 .6-2 

ユーティリティメニューの設定項目 .6-4 

ステータスプリント（共通ステータスプリント） .6-4 
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ESC / P ユーティリティ （ ESC / P 専用ユーティリティ） .6-5 

フオントリスト（共通フオントリスト） .6-6 

標準 N / W プリント .6-6 

拡張 I / F プリント .6-6 
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セットアップ以外のメニューの設定項目一覧 

■ 表の見かた 

•「*」印の付いている項目や設定値は、オプション品の有無で表示されるときと表示され 
ないときがあります。 

•「★」印が付いている項目は、 LBP 5800のみ表示されます。 

•太字で表示されている項目は、工場出荷時の値です。 


■ ユーティリティメニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ステータスプ IJ ント 

— 

P .6-4 

エミユレーションのユーテイリ 
ティ** 

— 

P .6-4 

LIPS ユーテイリテイ ★ 

ステータスプリント、フオントリスト、才_バ 
レイリスト、マクロリスト、フオームリスト、 
オーバレイプリント、カラーサンプノレ 

P .6-4 

ESC/P ユーテイリテイ* 

ステータスプリント 

P .6-5 

フォントリスト* 

— 

P .6-6 

標準 N/W プリント* 

— 

P .6-6 

拡張 I/F プリント* 

— 

P .6-6 

キャリブレーション 

— 

P .6-6 

HD ユーテイリテイ** 

フオーマツト1、フオーマツト 2 

P .6-6 


■ ジョブメニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

セキュアプ IJ ント 91 ^ 

— 

P .6-8 

保存ジョブリスト** 

— 

P .6-9 

保存ジョブプ IJ ント** 

— 

P .6-9 

印刷履歴リスト 

— 

P .6-9 
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セットアップ以外のメニューの設定項目一覧 























■ リセツトメニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

ソフトリセツト/八ードリセツト 

— 

P .6-10 

排出 

— 

P .6-10 

シャツトダウン** 

— 

P .6-1 1 


■ 給紙選択メニュー 


設定項目 

設定値 

参照ページ 

給紙モード 

ジドウ、 カ セツ ト 1、 カ セツ ト2*、カ セツ ト 
3*、カ セツ ト4*、トレイ 

P .6-12 

トレイ用紙サイズ 

A 4、 A 4 R 、 巳4、 A 3、 LT 、 LTR 、 LG 、 LD 、 EX 、 
フリー、ユーザべーパー、 八 ガキ、フウトウ 
丫4、フゥトゥ K 2、 A 5、 B 5 

P .6-13 

トレイ用紙タイプ 

フツウシ、 アツガミ、 アツガミ H 、 OHP 、 フリー 

P .6-13 

両面印刷 

シナイ、 スル 

P .6-14 
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ユーテイ 1 J テイメニューの設定項目 


ユーティリティメニューでは、プリンタ内部の状態や、搭載されているフオントなどの情報 
をプリントすることができます。 


メモ I •共通ステータスプリント、共通フオントリスト、共通テストプリント、標準 N / W プリン 
卜の出カサンプルについては、「動作モード共通のリスト」 （— P .7-16) を参照してくだ 
さい。 LIPS のステータスプリントとフオントリスト、 ESC / P のステータスプリントの 
出カサンプルについては、「動作モード専用のリスト （ LBP 5800のみ)」 （— P .7-18) 
を参照してください。 

• 各リストは、現在選択されている給紙元の用紙サイズでプリントされます。 

•共通ステータスプリントは、用紙サイズに合わせて拡大/縮小されます。ただし、画像が 
欠けたり、余白があいたりすることがあります。 

•共通ステータスプリント以外のリストは、 A 4 サイズの用紙にプリントすることをおすす 
めします。 A 4 サイズ以外の用紙を使用すると、画像が欠けたり、余白があいたりします。 

ステータスプリント（共通ステータスプリント） 


搭載しているメモリ （ RAM ) の容量や、共通セットアップメニューで設定した 
内容などがプリントされます。動作モードに関係なく選択できます。 

エミユレーシヨンのユーテイリテイ 


* 本項目は、 LBP5800 にオプションのコント□—ル ROM が装着されていて、「動作モード選択」の 
項目が「ジドウセンタク」またはオプションのエミユレーションに設定されている場合にのみ表示 
されます。 

オプションのエミユレーションのユーティリティを実行します。 

詳しい内容は、オプションのコント□ール ROM に添付の取扱説明書を参照して 
ください。 

LIPS ユーティリティ （ LIPS 専用ユーテイリテイ） 


ステータスプリント、フォントリスト、オーバレイリスト、マクロリスト、フォー 
ムリスト、オーバレイプリント、カラーサンプル 


* 本項目は、 LBP 5800で「動作モード選択」の項目が「ジドウセンタク」または 「LIPS」 に設定さ 
れている場合にのみ表示されます。 

LIPS モードでの本体の内部情報をプリントします。 


セットアップ以外のメニユIの設定項目 
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ユーテイリテイメニューの設定項目 












「ステータスプリント」 

共通ステータスプリントの内容に、 LIPS 専用セットアップメニューで設定した 
内容を加えてプリントされます。 

「フオントリスト」 

LIPS モードで使用できるフォントの一覧がプリントされます。 

「オーバレイリスト」 

オーバレイ領域に登録されているフォーマットデータの番号とサイズを一覧に 
してプリントします。登録されているフォーマットデータがない場合は、何もプ 
リントされません。 

「マクロリスト」 

マクロ領域に登録されているマクロの番号とサイズ、マクロが保存されている場 
所 ( RAM など）を一覧にしてプリントします。登録されているマクロがない場 
合は、何もプリントされません。 

「フォームリスト」 

フォーム領域に登録されているフォームデータの名称、保存されている場所 
( RAM ) 、登録サイズなどを一覧にしてプリントします。登録されているフォー 
ムデータがない場合は、何もプリントされません。 

「オーバレイプリント」 

オーバレイ領域に登録されているフォー マッ トデータのうち、 LIPS 専用 セッ ト 
アップメニューのオーバレイ1、2に設定されている番号のオーバレイの内容が 
プリントされます。オーバレイ1、2ともに設定されている場合は、両方の内容 
がプリントされます。設定されていない場合は何もプリントされません。 

「カラーサンプル」 

LIPS トランスレータで使用できるカラー印字サンプルとして内蔵されているサ 
ンプルをプリントします。印字サンプルには、カラーテーブル、代表的なカラー 
パターンのサンプル、およびグレースケールがあります。 

ESC / P ユーティリティ （ ESC / P 専用ユーテイリテイ） 


ステータスプ u ント 


* 本項目は、 LBP 5800で「動作モード選択」の項目が「ジドウセンタク」または 「 ESC / P 」 に設定 
されている場合にのみ表示されます。 

ESC / P エミュレーシヨンモードでの本体の内部情報をプリントします。 

「ステータスプリント」 

共通ステータスプリントの内容に、 ESC / P 専用セットアップメニューで設定し 
た内容を加えてプリントされます。 


セットアップ以外のメニユIの設定項目 
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フオントリスト（共通フォントリスト) 


* 本項目は、 LBP 5800 のみ表示されます。 

本プリンタに搭載されているフォントの〇番号、名称、サンプルの一覧がプリ 
ントされます。動作モードに関係なく選択できます。 

メモ | 各エミュレータ内でのみ登録されるフォントは出力されません。 

標準 N / W プリント 


* 本項目は、 LBP 5800のみ表示されます。 

本プリンタに内蔵されているプリントサーバのバージョン、設定内容などがプリ 
ントされます。 

拡張 I / F プリント 


* 本項目は、オプションのプリントサーバが装着されている場合にのみ表示されます。 

オプションで装着したプリントサーバの名称、バージョン、設定内容などがプリ 
ントされます。 

キヤリブレーシヨン 


キャリブレーションとは、カラー印刷時の色味の調整や各トナーの色ずれを調整 
する機能です。 

カラープリントしたときに、以前と色味が異なる場合や色ずれが起こっていると 
きに実行してください。 

メモ I •キャリブレーションにかかる時間は、最大で20◦秒です。 

• ETB ユニットの交換後には、本項目でキャリブレーションを実行してください。 

HD ユーテイリテイ 


フ オー マツ ト 1、フ オー マツ ト 2 


* 本項目は、 LBP 5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、「八ードディスク」の項目 
が「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクの内容消去を行います。ユーティリティメニューで 
「 HD ユー 丁 ィリ丁ィ」を設定してから「フォーマツト1」または「フォーマツ 
卜2」を選択します。 


セットアップ以外のメニユ I の設定項目 
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「フオーマツト1」または「フオーマツト2」を行う場合、本プリンタに接続されている 
インタフェースケーブル （LAN ケーブル、 USB ケーブル、プリンタケーブル）をすベて 
取り外してください。 

「フォーマット1」 

八ードディスクのクイツクフオーマツトを行います。八ードディスクに異常が発 
生した場合に実行します。 

「フオーマツト2」 

八ードディスクの通常のフオーマツトを行います。フオーマツト1でも異常が解 
消しなかった場合に実行します。 


「フォーマツト2」の実行中は、次のような画面が表示され、フォーマツトの進行状況を 
「口」で表します。フォーマツトが終了するまで、しばらくお待ちください。 
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ジョブメニューの設定項目 


ジョブメニューでは、セキュアジョブやボックスに保存したジョブをプリントしたり、セ 
キュアジョブのリストや印刷履歴をプリントすることができます。 

セキュアプリント 


* 本項目は、 LBP 5800にオプションの八ードディスクが装着されていて、セキュアプリントデータが 
ある場合にのみ表示されます。 

セキュアプリントのデータをプ U ントします。 

セキュアプリントとは、あらかじめパソコン側でデータに設定しておいたファイ 

ル名、ユーザ名、パスワードを、プリンタの操作パネルで指定してプリントする 

機能です。本項目でファイル名やユーザ名、パスワードを指定しないとプリント 

できないので、ひとに見られたくないデータをプリントするときなどに便利な機 

能です。 

セキュアプリントは次の手順で行います。 

1. ジョブメニューで「セキュアプリント」を選択し[実行]を押します。 

保存されているプリントジョブのユーザ名が表示されます。 

2. 目的のユーザ名を選択し[実行]を押します。 

そのユーザ名でセキュアプリントしたプリントジョブのファイル名が表示されます。 

3. 目的のファイル名を選択し[実行]を押します。 

4. パスワードを入力します。 

指定したファイルがプリントされます。 

@ メモ I •パスワードは、数字のみ 1 文字以上 7 文字までで設定されています。パスワードは、操作 
パネ)レの以下のキーを使つて入力します。 

•数字の増減 • ••[▲][▼] 

•桁の移動 •••[◄][►] 

•入力したパスワードの決定 •• • [実行] 

•ファイル名、ユーザ名、パスワードの設定は、プリンタドライバで行います。 

•セキュアプリントのデータは、プリントしたあと自動的に消去されます。また、電源を才 
フにするか八ードリセットやソフトリセット操作を行うと消去されます。 

• 一定時間が経過すると、プリントされていないセキュアプリントデータを自動的に消去す 
ることができます。消去時間の設定は、共通セットアップメニューの機能拡張グループの 
「セキュアプリント消去」（― P .3-10) で行います。 
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ジョブメニューの設定項目 








保存ジョブリスト 


* 本項■は、 LBP 5800にオプションの八ードディスクが装着されていて、保存ジョブがある場合にの 
み表されます0 

ボックス内の保存ジョブ（八ードディスクに保存してあるジョブ）の一覧をプリ 
ントします。 

保存ジョブリストには、ボックス名やボックス番号、ファイル名などがプリント 
されます。 

保存ジョブプリント 


* 本項目は、 LBP 5800にオプションの八ードディスクが装着されていて、保存ジョブがある場合にの 
み表されます0 

ボックスに保存してあるジョブをプリントします。 

ボックスにジョブを保存するには、プリンタドライバでボックスを指定して「保 
存」を実行します。ボックス内のジョブは、電源をオフにしても消去されないの 
で、繰り返しプリントしたい文書を保存しておくと便利です。 

保存ジョブプリントは次の手順で行います。 

1. ジョブメニューで「ホゾンジョブプリント」を選択し[実行]を押します。 

ボックス番号が表示されます。 

2. ジョブが保存されているボックス番号を選択し[実行]を押します。 

ファイル名が表示されます。 

3. 目的のファイル名を選択し[実行]を押します。 

データがプリントされます。 

メモ I •保存ジョブはプリントしても、八ードディスクに残ります。保存ジョブの消去は、リモー 
卜 UI で行ってください。リモート UI ガイド「第3章リモート UI のいろいろな機能」） 

•保存ジョブはすべてのボックス内のジョブを合わせて、64ジョブまで保存できます。 

印刷履歴リスト 


印刷したジョブの履歴をプリントします。 

印刷履歴リストには、ファイル名や印刷日時などがプリントされます。 

@ メモ I •印刷履歴がない場合は、何もプリントされません。 

•印刷履歴リストには、オプションの八ードディスクを装着している場合、最大128ジョ 
ブの履歴がプリントされます。八ードディスクを装着していない場合、最大32ジョブの 
履歴がプリントされます。 


セットアップ以外のメニユ I の設定項目 


ジョブメニューの設定項目 


6-9 













■ J セツトメニューの設定項目 


リセツトメニューでは、プリンタのリセツト（ソフトリセツト、八ードリセツト）やプリン 
夕に残っているプリントデータの排出、八ードディスク装着時に電源をオフにするときに行 
う「シャツトダウン」をすることができます。 


ソフトリセツト/八ードリセツ 


トラブルが発生したときや、プリントを中止したいときのプリンタのリセットを 
行います。 

ソフトリセットを行うと、現在実行中の処理の中止やプリンタメモ U 内のジョ 
ブ、受信したプリントデータや処理中のジョブを消去します。八ードリセットを 
行うと、すべての処理を中止しジョブを消去します。 


リセットメニューで「ソフトリセット」を選択し 


ソフトリセットを行うには、 

[実行]を押します。 

八ードリセットを行うには、リセットメニューで「ソフトリセット」を選択し 

[実行]を3秒以上押して「八ードリセット」を表示させ、指をキーから離します。 

•排紙待ちなど、実行中のデータがないときは、ソフトリセットができない場合がありま 
す。そのようなときは、八ードリセットを行ってください。 

• ソフトリセットを行うには、必ずパソコン側でプリント中止の操作を行ってからにしてく 
ださい。 

• ソフトリセットまたは八ードリセットを行うと、そのときプリント中のデータやすべての 
インタフェースで受信中のデータは消去されますので、再度パソコンからプリントしなお 
してください。 

• ソフトリセットまたは八ードリセットを行うと、他のインタフェースのデータでも、すで 
にメモリに受信されたデータはすべて消去されます。ネットワークで使用しているとき 
は、他のパソコンからのデータに影響しないようにリセットを行ってください。 


>データの受信中に八ードリセツトをした場合、まだメモリに受信していないデータは、 
セツト処理後に受信されます。ただし、正しくプリントされない場合があります。 


|」 


排出 


パソコン側でプリントを中止した場合や受信したデータが1ページ分に満たな 
い場合には、プリンタのメモリにプリントデータが残ってジョブが正しく終了し 
ないことがあります。そのままでは、次のデータを受け取ることができず、次の 
プリントができません。このようなときは、本項目の操作を行って強制的にプリ 


ントデータを排出してください。 
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重要 


•データを 排出したときは、プリント中の データは 消されますので、再度パソコンからプリ 
ントしなおしてください。 

•オプションの八ードディスクを取り付けた場合、セットアップメニューの「ジョブタイム 
アウト」の設定を「シナイ」以外に設定してください。工場出荷時の状態の n 5ビヨウ」 
に設定することをおすすめします。 


メモ] •プリントデータがプリンタのメモリに残ったまま、またはプリントデータがないのにジョ 
ブが終了しない場合、ジョブランプが点灯しています。 

•ジョブの「タイムアウト」が設定されているときは、設定されている時間が経過すると、 
1ページ分に満たないデータも自動的に排出されます。工場出荷時の状態では、ジョブの 
「タイムアウト」は n 5ビョウ」に設定されています。 

•排出の操作を行ってもジョブランプが消灯しないときは、ソフトリセットを行ってくださ 
しへ。（—前項目） 


シャツトダウン 


* 本項目は、 LBP 5800 にオプションの八ードディスクが装着されていて、「八ードディスク」の項目 
が「ツカウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

オプションの八ードディスクの機能を終了させます。 

八ードディスクを装着している場合、いきなりプリンタの電源をオフにすると、 
八ードディスクのアクセス中に電源がオフになってしまう恐れがあります。これ 
を避けるため、本項目で八ードディスクの機能を終了させてから電源をオフする 
ようにします。 

リセットメニューで「シャットダウン」を選択すると、シャットダウンを実行す 
るかどうかを確認するメッセージが表示されます。このとき[実行]を押すと、 
シャットダウンが実行されます。 

シャットダウンが実行されたあと、データ受信もパネル操作も行えない状態にな 
ります。再度プリントする場合は、電源を入れなおしてください。 
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給紙選択メニューの設定項目 


給紙選択メニューでは、どの給紙元から給紙するかや、給紙トレイにセツトする用紙サイズ 
と用紙タイプなどについて設定できます。 


給紙モード 


ジドウ、カセット1、カセット2*、カセット3*、カセット 4* 、トレイ 

* 「カセット2」、「カセット3」、「カセット4」は、オプションのペーパーフィーダが装着されている場 
合にのみ表示されます。 

給紙するカセットやトレイなどを選択します。選択後、該当する位置の給紙元表 
示ランプが点灯します。 


カセツト1 
給紙トレイ 



カセツト2、 
-カセット3、 
カセツト4 


一番下の給紙元表示ランプは、ペーパーフィーダが装着されている場合は、「力 
セット2」、「カセット3」、「カセット4」共通の給紙元表示ランプとして点灯し 
ます。 

tmma 自動給紙選択時、不定形サイズの用紙（ユーザべーパー）を2つ以上の給紙元にセット 
すると、セットした用紙のサイズに関わらず以下の順番で給紙元を決定します。給紙元を 
指定したい場合は、あらかじめ給紙元を選択してからプリントしてください。 

•「トレイ優先」が「シナイ」の場合（工場出荷時の設定）：カセット1 — カセット 2* — 
カセット3*—カセット4*—給紙トレイ 

•「トレイ優先」が「スル」の場合：給紙トレイ—カセット1 — カセット 2* — カセット 
3* — カセット 4* 

•* :ぺ ー パ ー フィ ー ダ装着時のみ 

メモ I •装着しているカセット、給紙トレイは、通常は自動給紙選択の対象となりますが、対象か 
ら外すこともできます。 

• 自動給紙選択で、2つ以上の給紙元に同じサイズの用紙がセットされている場合は、給紙 
元表示ランプに関係なく、上段の給紙元から給紙されます。用紙がなくなると、同じサイ 
ズの用紙がセットされている他の給紙元へ自動的に切り替わります。 

• 自動給紙選択時の給紙元表示ランプは、共通セットアップメニューの給紙グループの「卜 
レイ優先」(- P .3-13) の設定が「シナイ」のときはカセット1が点！0し、「スル」のと 
きは給紙トレイが点灯します。プリント中は自動給紙で選択された給紙元が点灯します。 

• 給紙トレイから給紙する場合は、セットした用紙のサイズをあらかじめ設定しておく必要 
があります。工場出荷時の設定は、 「 A 4」 に設定されています。 

• A 4/ レターサイズの用紙をセットするときの置きかたは、共通セットアップメニューの 
給紙グループの「用紙の向き」（― P .3-13) の設定と合わせてください。 
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トレイ用紙サイズ 


A 4、 A 4 R 、 B 4、 A 3、 LT 、 LTR 、 LG 、 LD 、 EX 、 フリー、ユーザべーバー、 

ハガキ、フウトウ Y 4、 フウトウ K 2、 A 5、 B 5 

給紙トレイにセットした用紙サイズを設定します。 

@ メモ」 •本項目を「フリー」に設定すると、1枚ずつ違うサイズの用紙にプリントしたいときなど 
に便利です。ただし、アプリケーションソフトなどで設定した用紙サイズと異なるサイズ 
の用紙がセットされている場合、正しくプリントされません。「特殊モード J 」 P .3-41) 
を「ツカワナイ」に設定している場合は、エラーメッセージが表示され、プリントを中止 
します。 

•「ユーザペーパー」は、アプリケーションソフトなどで定形以外のサイズを独自に設定し 
てプリントしたいときに選択します。プリント中に用紙サイズ交換を要求するメッセージ 
が表示される場合は、[オンライン]を押してエラーを解除してプリントしてください。 

. TLTJ はレターに、 「 LG 」 はリーガルに、 「 LD 」 はレジャーに、 「 EX 」 はエグゼクティブ 
に対応しています。 

•「フウトウ丫4」は洋形4号に、「フウトウ K 2 J は角形2号に対応していますが、種類 
によってはプリントできないものもあります。また、有効印字領域は、上下左右の用紙端 
から10 mm 内側までとなります。詳しくは、ユーザーズガイド「第3章給紙•排紙の 
しかた」を参照してください。 

•共通セットアップメニューの給紙グループの「トレイ用紙サイズ」(- P .3-12) でも同様 
の設定ができます。 

トレイ用紙タイプ 

フツ ウシ、アツガミ、アツガミ H 、 OHP 、 フリー 

給紙トレイにセットする用紙のタイプを設定します。本プリンタでは、ここで設 

定された給紙トレイの用紙のタイプに最適な印刷モードが内部的に設定されま 

す。 

厚紙 （106 〜1 35 g/m 2 ) に印刷する場合は「アツガミ」、〇 HP フィルムの場 

合は「〇 HP」、 ラベル用紙の場合は「アツガミ」に設定します。 

給紙トレイを使う場合で、プリンタドライバを使用できない OS (MS-DOS や 

UNIX など）からプリントする場合は、必ずトレイ用紙タイプとデフオルト用紙 


タイプの設定を一致させます。 


•本プリンタでは、給紙トレイにセットされた用紙のタイプに応じて、内部的に最適な印刷 
モードに切り替えて印刷します。給紙トレイにセットした用紙のタイプと印刷モードが異 
なると、エンジンに重大な故障が生じる恐れがあります。 

Windows や Macintosh から給紙トレイを使ってプリントする場合は、給紙トレイに 
セットされた用紙のタイプと「トレイ用紙タイプ」の設定、およびプリンタドライバの 
「用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。プリンタの設定とプリンタドライバの 
設定が一致していないとエラーメッセージが表示され、プリンタは停止します。 

また、プリンタドライバを使用できない OS ( MS - DOS や UNIX など）からプリントす 
る場合は （ LBP 5800のみ)、給紙トレイにセットされた用紙のタイプと「トレイ用紙夕 
イプ」の設定、および「デフォルト用紙タイプ」の設定を必ず一致させてください。 

•「フリー」に設定すると、プリンタドライバで設定した用紙タイプのチェックを行いませ 
ん。プリンタドライバで設定した用紙と給紙トレイにセットした用紙のタイプが合ってい 
るかを必ず確認してお使いください。 
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• OHP フイルムにプリントする場合は、本プリンタ専用の「キヤノンカラーレーザ OHP 用 
紙 TR -3 A 4 ( A 4 サイズ)」をお使いください。 

•「アツガミ」、「アツガミ H 」、「 OHP 」 のいずれかに設定した場合、両面印刷は行えません。 
また、印刷速度が遅くなります。 

メモ I • 「アツガミ」に設定してプリントした結果、定着性をより改善したいときは、「アツガミ H 」 
に設定してお試しください。 

•封筒の場合は、「トレイ用紙サイズ」前項目）が「フウトウ丫4」または「フウトウ 
K 2」 に設定されていれば、この項目で設定する必要はありません。 

•八ガキの場合は、「トレイ用紙サイズ」前項目）が「八ガキ」に設定されていれば、こ 
のメニューで設定する必要はありません。 

•共通セツトアップメニューの給紙グループの「トレイ用紙タイプ」卜 P .3-15) でも同様 
の設定ができます。 

両面印刷 


シナイ、スル 


用紙の片面にプリントするか両面にプリントするかを設定します。 

「スル」に設定すると、用紙の両面にプリントします。 

tmmm 通常、 Windows パソコンや Macintosh パソコンからプリントする場合は、プリンタド 
ライパで両面印刷を設定します。 MS - DOS や UNIX などを OS とするパソコンからプリ 
ントする場合で、両面印刷が設定できないときは、本項目で設定してください。 

@ メモ I • A 3, B 4, A 4、 B 5、 レジャー、リーガル、レター、エグゼクティブサイズの普通紙のみ 
両面プリントできます。詳しくはユーザーズガイド「第3章給紙 • 排紙のしかた」を参 
照してください。 

• □ゴ入りの用紙などに両面プリントするときは、次のように用紙をセットしてくださし、 
•給紙カセットからプリントするときは、1ページ目のプリント面を下にしてセットしま 
す。 

•給紙トレイからプリントするときは、1ページ目のプリント面を上にしてセットします。 
• 共通セットアップメニューの給紙グループの「両面印刷」 P .3-16) でも同様の設定が 
でさます。 
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文字セツトコード表とコントロールコマンドリス 
卜について 



LBP 5800 に内蔵のフオントのコード表 （ LIPS 、 ESC / P ) tJ \ 本プリンタ付属の CD-ROM 
の [ FONTLIST ] フオルダに収められています。詳しくは、 [ FONTLIST ] フオルダ内の 
Readme ファイルを参照してください。 


コント□—ルコマンドリス 



LBP 5800 が標準で対応している2つのコント□—ルコマンド （ LIPS 、 ESC / P エミユ 
レーション）の機能、書式、コード、パラメータをまとめたリストが、本プリンタ付属の 
CD-ROM © [ COMLIST ] フオルダに収められています。 LIPS コント□—ルコマンドは 
[ LIPSCONT . TXT ] というファイル名で、 ESC / P エミユレーションコント□—ルコマンド 
は [ ESCPCONT . TXT ] というファイル名で入っています。テキストファイルですので、 
テキストエディタなどをご使用ください。 

メモ I LIPS コント□—ルコマンドのさらに詳細な書式、使用例については、オプションの「プ 
□グラマーズマニュアル」を参照してください。 
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文字セツトコード表とコント□ールコマンドリストについて 






LIPS 内蔵フオント （ LBP 5800のみ) 


■ 文字セットの属性について 

各文字セットは、次のような属性があります。 

•書体 

書体には、「明朝体」「ゴシック体」「ラインプリンタ」「ガーランド」など多数の種類が 
あります。 

• グラフィックセット 

あるグラフィックセットを選択すると、文字コードに対応するフォントパターンが決ま 
ります。グラフィックセットには、 「 ROMA 」「 KATA 」「 HIRA 」 といった各国語の文 
字に対応したものや、 「 N _ hKEI 」 といった S 線や記号などがあります。 


•文字ピッチ 

文字をプリントする間隔です。固定ピッチでは、単位は 「CPI (1 インチあたりの文字 
数)」で示され、コマンドで固定した文字ピッチでプリントされます。「プ□ポーシヨナ 
ル」の文字ピッチは固定ピッチではなく、各文字によって異なります。 


•サイズ 

文字の大きさをポイント数で示します。単位は「ポイント」で示します。1ポイントは 
約 0.35 mm (1/72") です。「スケーラブル」のときは、属性として一定の文字サイズ 
はありません。 


•スタイル 

スタイルには「直立体 （ Upright )」 と「イタリック体 （ Italic )」 があります。 

•太さ 

文字の太さには「標準 ( Medium ) J 「ボールド(巳 old )」 「ライト ( Light )」 があります。 
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■ UPS H + 内蔵フォントー覧 

文字セット名称の後にはグラフィックセットを付けて使用します。 
例） ALP 10 .XXX — ALP 10. R 0 MA 

1バイトビツトマップフォント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセッ ト 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

ラインプリンタ 

ALP10 .XXX 

ROMA N_USA 
N—JPN KATA 

10.00 

12.00 

直立体 

標準 

ALP15 .XXX 

15.00 

7.20 

ALP1 125 .XXX 

1 1.25 

9.60 

明朝体 

A1224M .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 
HIRA N hKEI 

20.00 

7.20 

直立体 

標準 

A1632M .XXX 

15.00 

9.60 

A 2040 M .XXX 

12.00 

12.00 

A2412M .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 

10.00 

3.60 

A3216M .XXX 

7.50 

4.80 

A 4020 M .XXX 

6.00 

6.00 

ゴシック体 

A1224G.XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 
HIRA N hKEI 

20.00 

7.20 

直立体 

標準 

A1632G.XXX 

15.00 

9.60 

A 204 0G .XXX 

12.00 

12.00 

A2412G .XXX 

ROMA N_USA 
N_JPN KATA 

10.00 

3.60 

A3216G .XXX 

7.50 

4.80 

A 402 0G .XXX 

6.00 

6.00 

Garland 

GarlandlO .XXX 

ROMA N_Jpn 
N/USA N/GER 

N/SWDN/JPN 
N/UK N—UK 
NJJSA N_SWD 
N_JPN N_GER 
N_KATA N_HIRA 
N_GRF 

10.00 

10.80 

直立体 

標準 

Garlandl2 .XXX 

12.00 

Garlandl7 .XXX 

17.15 

GarlandPSl1.XXX 

プ□ポーシヨナル 




2バイトビツトマップフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフイツクセツ ト 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


K24M .XXX 

J78 J83 

10.00 

7.20 



明朝体 

K32M .XXX 


7.50 

9.60 




K40M .XXX 


6.00 

12.00 

直立体 

標準 


K24G .XXX 


10.00 

7.20 

ゴシック体 

K32G .XXX 


7.50 

9.60 




K40G .XXX 


6.00 

12.00 
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■ ups m / iv 内蔵フォン!-一覧 

文字セット名称の後にはグラフィックセットを付けて使用します。 

例） NcourierlO.XXX — Ncourierl O . ISO_UK 

グラフィックセットの「*①〜⑧」については、次ページの表を参照してください。 
1バイトビツトマップフォント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 


Ncourierl 〇 .XXX 




直立体 

標準 


Ncourierl01. XXX 

*© ②③④ 

10.00 

12.00 

イタリック体 


Ncourierl OB. XXX 





ポールド 

Courier 

Ncourierl5 .XXX 

* ①②③ 

15.00 

8.16 




Ncourierl7 .XXX 


16.66 

8.16 

直立体 

標準 


Ncourier20 .XXX 

* ①②③ 

20.00 

7.20 




13.60 

8.16 




1バイトスケーラブルフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

Mincho-Medium-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Mincho-Medium-HPS.XXX 

ROMA KATA 

プ□ポーシヨナル 

zi シック体 

Gothic-Medium-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

GQthic-Medium-HPS.XXX 

ROMA KATA 

プ□ポーシヨナル 

丸ゴシック体 

RoundGothic-Light-H.XXX 

ROMA KATA HIRA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ライト 

ラインプリンタ 

LinePrinter- 巳 old .XXX 

ROMA KATA 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ボールド 

Courier 

NcQurier .XXX 

* ①②③⑤⑧ 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

NcQurier-Bold .XXX 

ボールド 

Ncourier-ltalic .XXX 

イタリック体 

標準 

Ncourier- 巳 oldltalic .XXX 

ボールド 

Swiss 

Swiss .XXX 

* ①②③⑤⑧ 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Swiss-Bold .XXX 

ボールド 

Swiss-Oblique .XXX 

イタリック体 

標準 

Swiss-BoldOblique.XXX 

ボールド 

Dutch 

Dutch-Roman .XXX 

* ①②③⑤⑧ 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Dutch- 巳 old .XXX 

ポー ルド 

Dutch-Italic .XXX 

イタリック体 

標準 

Dutch-Boldltalic .XXX 

ボールド 

Symbol 

Symbol .XXX 

SYML SYMR 

プ□ポーシヨナル 

スケーラブル 

直立体 

標準 
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@メモ 1 1 バイトビットマップフオント表と 1 バイトスケーラブルフオント表の「*①〜⑧」の 

部分には、次のようなグラフィックセツトが入ります。 


① 

ISO UK ISO USA ISO S/F ISO N/D ISO JPN ISO GER ISO FRC 

ISO ITY ISO SPN 

② 

88JJK 92_NL 92_UK 92_SWD 92_GER 92_FRC 96MJJK 

96M_USA 96M_S/F 96M_N/D 96M_GER 96M_FRC 96X_USA 

96P UK 96P USA 96P S/F 96P NOR 96P GER 96P FRC 

③ 

CN CND CN NL CN SWS CN UK CN USA CN SWD CN N/D 

CN JPN CN GER CN FRC 

④ 

IBMR1 IBMR2 IBM850 IBMP IBM860 IBM863 IBM865 旧 ML 

⑤ 

IBMR1 IBMR2 IBM850 IBM819 IBMP IBM860 IBM863 IBM865 

IBM 1004 旧 ML IBML2 Win31L Win31R TURKISH 

⑥ 

PSR PSL 


2バイトスケーラブルフオント 


書体名 

文字セツト名称 

グラフィックセット 

文字ピッチ 

サイズ 

スタイル 

太さ 

明朝体 

Mincho - Medium.XXX 

J 78 J 90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Mincho - Medium - PS.XXX 

プ□ポーシヨナル 

角ゴシック体 

Gothic - Medium.XXX 

J 78 J 90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

標準 

Gothic - Medium - PS.XXX 

プ□ポーシヨナル 

丸ゴシック体 

RoundGothic-LightXXX 

J 78 J 90 

固定 

スケーラブル 

直立体 

ライト 
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ESC / P エミユレーシヨンのページフォーマツト 

( LBP 5800 のみ） 


ESC / P エミユレーシヨンモードでプリントするときのページフ オーマツ トは、以下のとお 
りです。 


メモ1 •アプリケーションソフトで設定した用紙サイズに合わせて、本機側の用紙サイズも変更し 
ます。 ESC / P 専用セットアップメニューの「用紙サイズ」(- P .5-9) で設定します。「力 
レントヨウシ」に設定すると、用紙サイズに関係なく現在選択されている給紙元から給紙 
されます。 

•「実寸縦」「実寸横」で ESC / P 専用セットアップメニューの「用紙サイズ」を「 A 3」に設 
定している場合、および no ” — A 4 縦」、 ri 5" — A 4 横」、 ri 5 !， — B 4 横」、 「 B 4 
— A 4 縦」、 「 B 4— A 4 横」では、用紙の余白を有効に使ってプリントできるワイド領域 
モードが使えます。 

• 1 ◦” x 11”の連続用紙のサイズは、 254 mm x 279.4 mm です。15” x 1 V ’の連続 
用紙のサイズは、381 mm x 279.4 mm です。 


ESC / P エミユレーシヨンのページフォーマツト （ LBP 5800のみ) 
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■ ESC/P エミユレーシヨンのぺージフオーマツト 


ABCDE 



ぺ_ジ 


ABCDE 


Z 


ABCDE 


Z 


ABCDE 



設定値名 


実寸縦 




実寸横 


カツト紙の場合のぺ ジフオ マツト 


ESC / P 準拠プリンタ 


縦置き 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ESC / P 準拠プリンタ 


横置き 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ノオ ー Vツト 


ESC/P 準拠プリンタにカット紙を縦置きにセ 
ツトしてプリントするときのフォーマツト。 
ESC/P 準拠プリンタと同じ改行ピッチ、文字 
間隔で、実寸、ポートレイトでプリントします。 


ESC/P 準拠プリンタにカット紙を横置きにセ 
ツトしてプリントするときのフォーマツト。 
ESC/P 準拠プリンタと同じ改行ピッチ、文字 
間隔で、実寸、ランドスケープでプリントしま 
す0 


用紙サイズ 


A3、 B4、A4、B5、A5、 八ガキサイズ。 
A3 サイズにプリントするときにワイド領域モ 
-ドを設定できます。 


「実寸縦」と同じです。 


印字文字 


初期状態で10ボイントのフォント 


「実寸縦」と同じです。 


イメージの印字 


プリンタの解像度が異なるため、 ESC/P 準拠 
プリンタとは印字結果が若干異なります。 


「実寸縦」と同じです。 


A4 サイズ 


A4 サイズ 


bmm 


印字領域 



5mm 


5mm 


:- .8mm 



:8mm 


印字領域 


印字領域 


第一文字目 
の印字位置 

先頭行 （T0F 行）の左マージン位置です。 

「実寸縦」と同じです。 

右マージン 

用紙サイズに関係なく、初期状態で345.4 mm 
(13.6”） または ESC/P 設定メニューやコン 
卜□—ルコマンドで設定した右マージン位置に 
なります。（有効印字領域の右端を超えた場合 
は、はみ出たデータはプリントされません） 

「実寸縦」と同じです。 

ポトム位置 

ESC/P 準拠プリンタのカツトシートフイーダ 
の用紙エンド検出とほぼ同じ位置、または 
ESC/P 設定メニューやコント□—ルコマンド 
で設定したページ長になります。 

「実寸縦」と同じです。 



>rooDm 

Z 
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ABODE 


/—A4 


ABODE 


B4 


ABODE 
/ A4 


ESC/P 準拠プリンタに巳 4 サイズのカツト紙を縦置 
きにセツトしてプリントするときのフォーマツト。 
A4 サイズに縮小し用紙のほぼ中央（ワイド領域で 
は有効印字領域ほぼいっぱい）に、ポートレイトで 
プリントします。 


ESC/P 準拠プリンタに巳4サイズのカット紙を 
横置きにセットしてプリントするときのフォー 
マット。 A4 サイズに縮小し、用紙のほぼ中央（ワ 
イド領域モードでは有効印字領域ほぼいっぱい） 
に、ランドスケープでプリントします。 


A3、巳4、 A4 サイズ （A4 より小さい用紙へのプリ 
ントは保証しません）。 

A3、巳4サイズを使用した場合でも、 A4 サイズと 
同じ比率で縮小されプリントします。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


初期状態で8ポイントのフォントを、 
印字します。 


若干縮小して 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


プリンタの解像度の違いや縮小印刷のため、 ESC/P 
準拠プリンタの印字結果とは見た目が異なります。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


標準領域モード 
(A4 サイズの場合） 


ワイド領域モード 
(A3 サイズの場合） 



標準領域モード （A4 サイズの場合） 
' 20mm 


:: 25mm 


1 8mm 1 9mm 

ワイド領域モード （A3 サイズの場合） 
5mm 


5mm 


標準領域モードの印字領域 
ワイド領域モードの印字領域 


6mm 



;; 9mm 


5mm 5mm 

標準領域モードの印字領域 
ワイド領域モードの印字領域 


求モード： （T0F 行）の左マージン位置です。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


標準領域モード：用紙サイズに関係なく、初期状態 
で345.4 mm (13.6”） です。（有効印字領域の 
右端を超えた場合は、はみ出たデータはプリントさ 
れません） 

ワイド領域モード：印字領域は本機の有効印字領域 
とほぼ同じです。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


標準領域モード： ESC/P 準拠プリンタのカットシ 
—トフィーダの用紙エンド検出とほぼ同じ位置、ま 
たは ESC/P 設定メニューやコント□—ルコマンド 
で設定したページ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほぼ同じ 
位置です。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


ABCDE 


/ B4 


巳 4—A4 縦 




巳 4—A4 横 


カツト紙の場合のページフオーマツト 


ESC/P 準拠プリンタ 


本プリンタ 


ESC/P 準拠プリンタ 


本プリンタ 


縦置き 


縦送り 


横送り 


横置き 


縦送り 


横送り 
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ABODE 
15，， xir 


ABODE 


ぺージ 


設定値名 


10" — A 4 縦 


15，， — A 4 横 


連続用紙の場合のぺ ジフォーマツト 


ESC / P 準拠プリンタ 


10" Xir 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ESC / P 準拠プリンタ 


15，’ XIV ， 


本プリンタ 


縦送り 


横送り 


ノオ ー V ツト 


esc / p 準拠プリンタに1〇” xir の連続 
用紙をセツトしてプリントするときのフォー 
マツ ト。 A 4 サイズに縮小し、用紙のほぼ中 
央（ワイド領域モードでは有効印字領域ほぼ 
いっぱい）にポートレイトでプリントします。 


ESC / P 準拠プリンタに15” xir の連続 
用紙をセツトしてプリントするときのフォー 
マツ ト。 A 4 サイズに縮小し、用紙のほぼ中 
央（ワイド領域モードでは有効印字領域ほぼ 
いつぱい）にランドスケープでプリントします。 


「巳 4— A 4 縦」と同じです。 


「巳 4— A 4 縦」と同じです。 


用紙サイズ 


印字文字 


初期状態で10ポイントのフォントを、文字 
間をつめて印字します。 


初期状態で8ポイントのフォントを、行間を 
つめて印字します。 


イメージの印字 


「巳 4— A 4 縦」と同じです。 


「巳 4— A 4 縦」と同じです。 


標準領域モード ワイド領域モード 

( A 4 サイズの場合） （ A 3 サイズの場合） 


印字領域 



::1 2mm 


6mm 5mm 



：：：：： 5mm 


標準領域モード （ A 4 サイズの場合） 
:1 5mm 


9mm 


1 8mm 19mm 

ワイド領域モード （ A 3 サイズの場合） 
:: 5mm 



9mm 



5mm 





5mm 5mm 

標準領域モードの印字領域 
ワイド領域モードの印字領域 


第一文字目 
の印字位置 

「巳 4— A 4 縦」と同じです。 

「巳 4— A 4 縦」と同じです。 

右 マー ジン 

「巳 4— A 4 縦」と同じです。 

「巳 4— A 4 縦」と同じです。 

ポトム位置 

標準領域モード：初期状態の印字開始位置か 
ら 279.4 mm (11”） （実際の用紙上では 
271 .8 mm {10.7" }) 下、または 
ESC / P 設定メニューやコント□—ルコマン 
ドで設定したページ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほ 
ぼ同じ位置になります。 

標準領域モード：初期状態の印字開始位置か 
ら 279.4 mm (11”） （実際の用紙上では 
210.8 mm {8.3” }) 下、または ESC / P 設 
定メニューやコント□—ルコマンドで設定し 
たページ長になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほ 
ぼ同じ位置になります。 
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15，，—巳 4 横 

連続用紙の場合のぺ ジフォ マツト 


ESC/P 準拠プリンタ 本プリンタ 


15" xll 


縦送り 



ESC/P 準拠プリンタに15” XI r の連続用紙を 
セツ トしてプリントするときの フオーマツ ト。巳4 
サイズに縮小し、用紙のほぼ中央（ワイド領域 モー 
ドでは有効印字領域ほぼいっぱい）にランドスケー 
プでプリントします0 _ 

A3、 A4 サイズ（巳4より小さい用紙へのプリント 
は保証しません）。 

A3 サイズを使用した場合でも B4 サイズと同じ比率 


初期状態で10ポイントのフオントを、行間をつめ 
て印字します。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


標準領域モード （B4 サイズの場合） 
:: :8mm 


: ； + ；；； 8mm 


9mm 9mm 

ワイド領域モード （A3 サイズの場合） 


:: ： 8mm 


5mm 6mm 

標準領域モードの印字領域 
ワイド領域モードの印字領域 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


「巳 4—A4 縦」と同じです。 


標準領域モード：初期状態の印字開始位置から 
279.4 mm (11") (実際の用紙上では 
266.7 mm {10.5” }) 下、または ESC/P 設定メ 
ニューやコント□—ルコマンドで設定したぺージ長 
になります。 

ワイド領域モード：有効印字領域の下端とほぼ同じ 
位置になります。 
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■ ページフォーマツトと印字範囲 

標準領域モード 


(桁数1 Ocpi 、 行数 6 lpi ) 


ページフ オー マツ ト 

印字範囲 

A 3 

巳4 

A 4 

巳5 

A 5 

八ガキ 

実寸縦 

文字数 

112 

97 

78 

67 

54 

35 

行数 

92 

78 

63 

54 

42 

28 

実寸横 

文字数 

136 

136 

112 

97 

78 

54 

行数 

63 

52 

42 

36 

28 

16 

10，， — A 4 縦 

文字数 

80 

80 

80 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

15，， — A 4 横 

文字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

66 

X 

X 

X 

15，，一巳4横 

文字数 

136 

136 

X 

X 

X 

X 

行数 

66 

66 

X 

X 

X 

X 

巳 4— A 4 縦 

文字数 

97 

97 

97 

X 

X 

X 

行数 

78 

78 

82 

X 

X 

X 

巳 4— A 4 横 

文字数 

136 

136 

136 

X 

X 

X 

行数 

52 

52 

52 

X 

X 

X 


x :印字不可能または印字データが欠落する場合があります。 

表中の文字数/行数は、上余白、用紙位置微調整、右マージン既定値初期状態の場合です。 

ワイド領域モード 


(桁数1 Ocpi 、 行数 6 lpi ) 


ページ フオー マツ ト 

印字範囲 

A 3 

巳4 

A 4 

巳5 

A 5 

八ガキ 

実寸縦 

文字数 

112 

- 

- 

- 

- 

- 

行数 

95 

- 

- 

- 

- 

- 

実寸横 

文字数 

161 

- 

- 

- 

- 

- 

行数 

66 

- 

- 

- 

- 

- 

10，， — A 4 縦 

文字数 

115 

99 

80 

X 

X 

X 

行数 

98 

84 

68 

X 

X 

X 

15，， — A 4 横 

文字数 

215 

186 

150 

X 

X 

X 

行数 

99 

85 

68 

X 

X 

X 

15，，一巳4横 

文字数 

161 

139 

X 

X 

X 

X 

行数 

77 

66 

X 

X 

X 

X 

巳 4— A 4 縦 

文字数 

150 

129 

104 

X 

X 

X 

行数 

127 

109 

88 

X 

X 

X 

巳 4— A 4 横 

文字数 

215 

186 

150 

X 

X 

X 

行数 

88 

76 

61 

X 

X 

X 


x :印字不可能または印字データが欠落する場合があります。 

表中の文字数/行数は、上余白、用紙位置微調整、右マージン既定値初期状態の場合です。 
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ダンプ IJ スト 


■へキサダンプリスト 

動作モード選択で 「 HEX - DUMP 」 に設定すると、パソコンから送信されたデータを図形 
や文字に変換せずに、16進コードでプ U ントします。 

1行に32バイトの16進コードを印字します。16進コードに対応する文字をリストの 
右側に印字します。 A 4 サイズポートレイトでのみプ U ントできます。 

(操作方法：「共通セットアップメニューの機能と操作」- P .2-2) 



Version : R0. 08/BEP5C 251 

Page : 2 


00660 

00680 

006A0 

006C0 

006E0 

00700 

00720 

00740 

00760 

00780 

007A0 

007C0 

E4 76 3D 1F 90 48 64 52 

0D 07 84 42 6150 B8 64 

39 24 96 4D 27 94 4A 65 

36 ID 0F 88 44 62 5138 

52 B9 64 B6 5D 2F 90 40 

A4 56 2D 17 8C 46 63 51 

40 80 01 E0 50 38 2416 

B8E4 76 3D IF 90 48 64 

iv= Hdl^ 

..BaP ク d 

9$ M’ Je 
6.. DbQ8 

R ケ d 力 ]/ 8 
.V- FcQ 

8 . ガ P8$. 
クゴ v=. Hd 


52 39 24 96 4D 27 94 4A 

64 36 1D0F 88 44 62 51 

65 52 B9 64 B6 5D 2F 90 

38A4 56 2D 17 8C 46 63 

40 40 80 01 E0 50 38 24 

51 B8 E4 76 3D IF 90 48 

16 00 07 84 42 6150 B8 

64 52 39 24 96 4D 27 94 

R9$ M’ J 
d6.. DbQ 

eR ヶ d 力 ]/ 
8, V- Fc 

@@ . ガ P8S 
Q クゴ v=. H 

… BaP ク 
dR9$ M ， 

4A 65 52 B9 64 B6 5D 2F 

5138 A4 56 2D 17 8C 46 

90 40 40 80 01 E0 50 38 

63 51 B8 E4 76 3D IF 90 

2416 0D 07 84 42 6150 

48 64 52 39 24 96 4D 27 

B8 64 36ID OF 88 44 62 

94 4A 65 52 B9 64 B6 5D 

JeR ケ d 力 ]/ 
Q8. V- F 

卵 • ガ P8 
cQ クゴ v=. 

$•__ BaP 
HdR9$ M' 

ク d6_. Db 

JeR ヶ d 力 ] 

2F 90 40 40 80 01 E0 50 

46 63 51 B8E4 76 3D 1F 

38 2416 00 07 84 42 61 

90 48 64 52 39 24 96 2D 

50 B8 64 36ID OF 88 44 

0100 OF 00 FE 00 04 00 

62 5138 A4 56 2017 8 C 

0100 00 00 00 00 00 00 

/ 昶 • ガ P 
FcQ クゴ v=. 

8$… Ba 
HdR9$ - 

P ク (16… D 

•… l. 

bQ8. V-. 

00 0103 00 0100 00 00 

08 00 00 00 03 0103 00 

9100 00 00 010103 00 

0100 00 00 05 00 00 00 

0100 00 00 25 00 00 00 

06 0103 00 0100 00 00 

02 0103 00 0 1 00 00 00 

03 00 00 00110104 00 





05 00 00 0018 06 00 00 

17 0104 00 05 00 00 00 

15 0103 00 0100 00 00 

2C 06 00 00 

01 00 00 00 16 0104 00 

0100 00 00 08 00 00 00 
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■ UPS ダンプリスト 

動作モードメニューで 「 LIPS - DUMP 」 を選択すると、パソコンから送信されたデータ 
を図形や文字に変換せずに、 LIPS のコント□ールコマンドの形式でプリントします。 

現在選択されている給紙口の用紙サイズでプリントします。 

(操作方法：「共通セットアップメニューの機能と操作」 - P .2-2) 



Version : 02.00. R1. 00/BEP5D189/FT5D18 

Page : 1 

00000 

|ec cllec P 41; 6 0 0 J ec ¥||ec <||ec [11 h||ec [ ? 6 ^ 11|ec [ 3 0 0 0 ; 

1 .r|72 65 67 72 65 67 

00042 

72 65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 



ネネネ skip 2960 Byte * * * 


03016 

65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 67 72 65 67 |ec [ 0 ；1 x| |ec [ {| |ec [ 0 ； 

4 x||ec [ 川 ec [ 0 

03057 

; 0 xllec [ 5 0 0 ; 5 0 0 f| F I L E . N A M E . —— > ^ H E I G H T . 0 0 4 

—T • K A W A I 




03104 

|ec P z M i n c h o - M e d i u m . J 7 8 ec ¥||ec [ ? 3 5 0 . K||ec [10 0 0 . 

」 C||ec [ 3 0 0 0 ; 4 




03150 

5 0 0 f | ! v ! v ! v ! ! J 8 ; z 9 b ; X D j L ? N a ! ! ! v ! v ! v |ec [ ? 8 5 0 ^ K||ec [ 3 5 0 

03197 

。 C||ec [5000; 1500 f||ec[4m| !vJ8;z9b;XDjL?Na$G; 

X D j $ 7 $ ? [eTT 

03243 

TinlBg$-$5$NJ8;z$K$J$k$ + |ec [ 2 7 m| !J#2XPX$XH!&X9X1! < X i X 

03291 

V X k ! & X U X ) X s X H ! K |ec [ 2 4 ml|ec [ 2 7 5 0 0 ;12 0 0 0 f||ec [ 5 ml # C # 0 # M # M 



•枠囲みパターンについて 

コマンドとして解釈できるものは、コマンド単位で枠で囲み印字されます。テキスト 
モードからベクタモードへ、またはべクタモードからテキストモードへ移行した場合 
は、改行によって区別します。 

•改行 • 改ページを示す記号 

— j ― If (改行)、 vt (垂直タブ)、 nl (復帰改行）による改行を伴うコマンド、または ff (改 
—!— ページ）による改ページを伴うコマンドがあった場合に印字されます。（例： If |) 

•異常終了を知らせる記号 

一一 j 命令終了コードが送られるまえに、命令開始コードが送られた場合、または、16進 
―=— コードのダウン□ー ドで16進コード以外の文字が送られた場合に印字されます。 

【例】 ！ 

00000 I ec [ | I ec [ 5 m I ABCD 
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■ LIPS ダンプリストの文字 • 記号の表記 

制御データは次に示す省略記号を使って印字します。 



0 

1 

7 

8 

9 

F 

0 

nu ( NUL ) 

dl ( DLE ) 


80 

dc ( DCS ) 


1 

sh ( SHO ) 

dl ( DCl ) 


81 

91 


2 

sx ( STX ) 

d 2( DC 2) 


82 

92 


3 

ex ( ETX ) 

d 3( DC 3) 


83 

93 


4 

et ( EOT ) 

d 4( DC 4) 


ix ( IDX ) 

94 


5 

eq ( ENQ ) 

nk ( NAK ) 


nl ( NEL ) 

95 


6 

ak ( ACK ) 

sy ( SYN ) 


86 

96 


7 

bl ( BEL ) 

eb ( ETB ) 


87 

97 


8 

bs ( BS ) 

cn ( CAN ) 


hs ( HTS ) 

98 


9 

ht ( HT ) 

em ( EM ) 


89 

99 


A 

If ( LF ) 

sb ( SUB ) 


vs ( VTS ) 

9 A 


巳 

vt ( VT ) 

ec ( ESC ) 


pd ( PLD ) 

cs ( CSI ) 


C 

ff ( FF ) 

fs ( FS ) 


pu ( PLU ) 

st ( ST ) 


D 

cr ( CR ) 

gs ( GS ) 


ri ( RI ) 

9 D 


E 

so ( SO ) 

rs ( RS ) 


s 2( SS 2) 

9 E 


F 

si ( SI ) 

us ( US ) 

de ( DEL ) 

s 3( SS 3) 

9 F 

FF ( DEL ) 


•ベクタモードの LIPS ダンプリスト 
• 命令は全角文字で印字されます。 

•パラメータは10進コードで、文字ノ V ° ターンは16進コードでそれぞれ印字されます。 
•パラメータが2つ以上連続するときは、パラメータの間にスペースが入ります。 

メモ I • 通常の文字で印字されるデータはそのまま印字されます。 

•ダウン□—ドするデータが多い場合は、先頭から20バイトと最後から20バイトのみを印 
字し、その間のデータを印字しません。 

•文字コード 20 h (16 進コード）は 「 u 」、 文字コード AOh (16 進コード）は 「 A 0」 で 
印字されます。 

•制御コードは大文字で、省略記号は小文字で印字されます。 

【例】改ページ—付 FFh ( 16進コード ） —FF 
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動作モード共通のリスト 


動作モード共通のリストについて説明しています。 


重要 


ここに掲載されているリストはサンプルです。お使いのプリンタで出力したリストとは、 
一部内容が異なる場合があります。 


共通 ステータス プリン ト 


搭載している RAM の容量や共通プリント環境 
の設定内容などがプリントされます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーテイ2テイ]を押してユーテイリテイメ 
_ュ _ を表 TJX します。 

3. [►] を押して「ステータスプリント」を表示し 
ます。 

4. [実行]を押して出力します。 


Canon 


Hlfija 扭置 ! _u 
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共通フオントリスト （ LBP 5800のみ) 


本プリンタに搭載されているフオントの一覧が 
プリントされます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーテイ2テイ]を押してユーテイリテイメ 
_ュ _ を表爪します。 

3. [►] を押して「フオントリスト」を表示します。 

4. [実行]を押して出力します。 



標準 N / W プリント （ LBP 5800のみ) 


本プリンタに内蔵されているプリントサーバの 
バージョンや設定内容などがプリントされま 
す。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーティリティ]を押してユ_ティリティメ 
ニューを表示します。 

3. [►] を押して「ヒョウジュン N / W プリント」を 
表 TJX します。 

4. [実行]を押して出力します。 
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動作モード専用のリスト （ LBP 5800のみ) 


動作モード専用のリストについて説明しています。 


重要 


ここに掲載されているリストはサンプルです。お使いのプリンタで出力したリストとは、 
一部内容が異なる場合があります。 


LIPS ステータスプリント 


共通ステータスプリントの内容に加えて 、 LIPS 
専用セットアップメニューの設定内容がプリン 
卜されます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーティリティ]を押してユ_ティリティメ 
ニューを表示します。 

3. [►] を押して 「 LIPS ユーティリティ」を表示 
します。 

4. [実行]を押して、 LIPS 専用ユーティリティメニュー 
に移ります。 

5. [►] を押して「ステータスプリント」を表示し 
ます。 

6. [実行]を押して出力します。 


Canon 


逆 園 
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LIPS フオントリスト 


LIPS モードで使用できるフオントの一覧がプ 
リントされます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーティ2ティ]を押してユーティリティメ 
_ュ _ を表爪します。 

3. [►] を押して 「 LIPS ユーティリティ」を表示 
します。 

4. [実行]を押して、 LIPS 専用ユーティリティメニュー 
に移ります。 

5. [►] を押して「フオントリスト」を表示します。 

6. [実行]を押して出力します。 



カラーサンプル 


本プリンタが内蔵しているカラーテーブルおよ 
び グレース ケールと、代表的なカラーパターン 
のサンプルがプリントされます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーティリティ]を押してユ_ティリティメ 
ニューを表示します。 

3. [►] を押して 「 LIPS ユーティリティ」を表示 
します。 

4. [実行]を押して、 LIPS 専用ユーティリティメニュー 
に移ります。 

5. [►] を押して、「カラーサンプル」を表示します。 

6. [実行]キーを押して出力します。 



I '!«$ 

g ： g ： 

關 

: ，響，》 

i：mm 

l vi 

ri«i 
i «r 

__氏 
_ ■技 

r 咽 i :.. 


I 


I liJI 


； ^m\ !«s ;« n»i nm 

mm 誠 ■ ぬ报 _ mm 議 ■ 
S \ uH s M \ i« l IMi l&U 
腿 ■ iimm _■ 

mu 細 ■ mm 謹 ■ _■ _■ 

s %■ ! mmi ws ； »«! 咽 ! 描 ■ 

i : M ! \}\M 

㈣ ■ ：：mm 議 ■ ■■技 福 

s vim\ nSHi as uni «n 

s nimi ぶ■委 fMi umi i«s i« 
i ： mm 技關 i ■ 謹 ■ 議 _ 
llnMUJW iliiMBlill »■!!»■ 
mm e ： mm 讓 _ s mm 議 ■ 

5 i &mi h ■ミ 七 ■ 

tiMU ihwm mu _■ 

s wi «i mi i«s mmi 
關 ■ si^sm i：mm _■ mu 

i wi ^mi 

■■ iuam 關 ■ _■ 


@ メモ」 この他に、本プリンタに内容が登録されている場合にのみ、 「 LIPS オーバレイリスト」、 
「 LIPS マク□リスト 」、 「LIPS フオー ムリスト」、 「 LIPS オーバレイプリント」がプリン 
卜できます。 
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ESC / P ステータスプリント 


共通ステータスプリントの内容に加えて、 
ESC/P 専用セットアップメニューの設定内容 
がプリントされます。 

1. [オンライン]を押してオフライン状態にします。 

2. [ユーティリティ]を押してユ_ティリティメ 
_ュ _ を表 TJX します。 

3. [►] を押して 「 ESC / P ユーティリティ」を表 

爪しま"^。 

4. [実行]を押して、 ESC / P 専用ユーティリティメ 
ニューに移ります。 

5. [►] を押して、「ステータスプリント」を表示 
します。 

6. [実行]を押して出力します。 


Canon 


HJ SJ 21 ⑵ d S d 置!壘 I 關 









そ咖 

CM レペル： -«)<l 

tj / c ド n«*»: ft ノ 
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本プリンタについての注意事項 


本プリンタは従来のレーザシヨットシリーズと仕様が異なる点があり、操作のしかたやプリ 
ントの結果が異なることがあります。以下に、本プリンタと従来シリーズとの違いについて 
主な注意点を説明します。 


従来 LIPS m シリーズとの違いについて （ LBP 5800のみ) 


. 従来 LIPS III シ U — ズとは、 LBP - A 309 GII 、 A 304 GII 、 A 304 EII 、 A 304 E 、 310、320、 
320 PR 0、 350、巳 406 GII 、 巳 406 G 、 巳 406 EII 、 巳 406 E 、 巳 406 S 、 巳 406 D 、 A 404 F 、 
A 404 GIL A 404 E 、 A 404、 A 405 J 「 です。 

■ フオント 

•本プリンタ内蔵の明朝体 • 角ゴシック体は「平成」書体を採用しています。従来シリー 
ズとは書体が異なるため文字のデザインや太さなど印字結果が異なります。 また、楷書 
体フォントについても従来シリーズの書体と異なっています。 

•従来機で使用していたグラフィックセット 「 J 83」 を 「 J 90」 に改名し、 
JISX 0208-1 990で追加された2文字（コード7425および 7426) を追加しました。 

•クーリエのスケーラブルフォントや従来の JBM 1フォントカード相当など、追加された 
フォントがあるため LIPS モードで正確なフォント選択をしていなかった場合、追加さ 
れたフォントでプリントされることがあります。 

■ データ処理解像度 

. 従来のシリーズでは300 dpi / 240 dpi で入カデータを処理していましたが、本プリン 
夕では600 dpi で処理をしています。このため、プリント結果などに細かな違いが出 
てくる場合があります 。 LIPS /エミュレーシヨン各モードでの主な注意点は下記の各 
モードの注意点をご参照ください。 

•本プリンタはファインモード/クイックモードの2種類のデータ処理解像度が指定でき 
ますが、ファインモード/クイックモードとも600 dpi で出力します。クイックモー 
ドは従来シリーズの互換モードです。 

■ 描画処理の違い 

•図形や文字のプリントの描画処理が効率化•統合化等のために変更されており、線のパ 
ターンや接続 • 強調印字など細かなプリント結果やスピードに違いが出ることがありま 
す。 

■ メニュー操作 

•従来シリーズと環境設定メニューの構造が異なっており 、 LIPS /エミュレーシヨン共 
通メニューと各動作モード固有のメニューに分かれています。また、設定したメニュー 
値は操作の都度記憶されリセットや電源をオフにしても引き継がれます。 


本プリンタについての注意事項 7-21 




•本プリンタでは複数のエミュレーションの切り替えをサボートしており LIPS でもエ 
ミュレーションでもひとつのプリント単位を「ジョブ」として取り扱います。ひとつの 
「ジョブ」がタイムアウトやジョブ終了コマンドで終了するとプリント環境などが初期 
化されます。 

■ インタフェース関連 

• 従来のシリーズでは ME - CARD 以外のエミュレーションではインタフェースを切り替 
えることができませんでしたが、本プリンタではすべてのエミュレーションでセントロ 
ニクス以外のインタフェースも使用して切り替えることができます。ただし、5577エ 
ミュレーションなどでホスト側で固有のインタフェースを必要とする場合は、自動イン 
タフェース切り替え•動作モード自動切り替えをオフにする必要があります。詳しくは 
各エミユレーシヨンの取扱説明書を参照してください。 

•自動インタフェース切り替えでは従来のシリーズと異なりすベてのインタフェースか 
らのデータを同時に受信します。 


■ メモリ 

• 従来のシリーズとはメモリ管理の方法が異なっており印字データや登録データで使用 
可能なメモ U 容量が異なります。 


■オプシヨンのメモリやフオントなど 

•従来シリーズの拡張 RAM 、 コント□—ル ROM 、 拡張インタフェースボードは使用でき 
ません。本プリンタ専用のオプションをご使用ください。 

以下に各モード固有の注意について記載します。 


■ LIPS III モード 

• リセツト時などの論理用紙サイズの初期化は、従来シリーズではカセツトの用紙サイズ 
に従っていましたが、本プリンタではメニューの「デフォルト用紙サイズ」の大きさに 
初期化します。これにより複数の印字データが連続したときの処理の効率化を図ってい 
ます。 

•従来のシリーズでは文字セツト登録時、文字セツト補助命令でスケーラブルするかどう 
かを指定しましたが、本プリンタでは指定に関わらずスケーラブル化して登録します。 
このため、プリント時に正しいサイズを指定していなかった場合、従来と異なるサイズ 
で印字が行われます。 

•ファインモードでの注意点 

•ファインモードでは 600 dpi でデータを処理するためべクタモードの座標範囲が約 
5.5 m 四方から半分の約 2.8 m 四方になります。 

- 600 dpi でプリントされるため、 S 線等の太りかたやパターン等に微妙な違いが出る 
ことがあります。 

■ LIPS II モード 

•従来シリーズでは LIPS II モードは 240 dpi で処理されていましたが、本プリンタでは 
600 dpi で処理します。このため以下のような違いが出ることがあります。 

•塗りつぶしノ（ターンの細かさや線の太さが若干異なります。 

•書体の違いに加えてスケーラブルフオントを使用することによるプリント結果の違い 
やスピードの違いがあります。 
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•イメージデータや文字登録データなど 240 dpi のドットパターンは600 dpi に自動的 
に変換されるため、プリント結果の見た目が異なります。 

•従来 240 dpi で印字位置を処理していたのに対し、600 dpi で処理するため図形や文 
字などの印字位置に微妙な違いが出ることがあります。 

•ベクタモードの座標範囲は LIPS III でのファインモードの注意に加えてクイックモー 
ドでも80%の大きさ（約 6.9 m 四方-約 5.5 m 四方）となります。 

. リセット時などの論理用紙サイズの初期化は、従来シリーズではカセットの用紙サイズ 
に従っていましたが、本プリンタではメニューの「デフォルト用紙サイズ」の大きさに 
初期化します。これにより複数の印字データが連続したときの処理の効率化を図ってい 
よ9 〇 

•描画処理の違いにより網掛けを重ねあわせたときにプリント結果が異なることがあり 
よ9 〇 


^従来 LIPS IV シリーズとの違いについて （ LBP 5800のみ） 


※従来 LIPS IV シリーズとは、 LBP -730、 720、830、450、430、740、750、930 
などです。 

本プリンタは上記のモノクロプリンタと仕様が異なる点があり、操作のしかたやプリントの 
結果が異なることがあります。以下に、本プリンタと上記のモノクロプリンタとの違いにつ 
いて主な注意点を説明します。 

■ LIPS セットアップの拡大/縮小 

. LBP -730/720/830/450/430/740/750/930 のモノクロプリンタと処理方式 
が違うため、プリント結果が若干異なります。登録済みのオーバレイページの拡大率は 
変更できません。 

■ カラー モー ド対応 

•本プリンタはカラーモードに対応しています。カラーモード時は600 dpi の多値処理ま 
たは二値処理のいずれかの階調でプリントを行います。また、カラーデータの微妙な色 
調を、解像度優先、階調優先、色調優先、高解像度のいずれでプリントするかを選択で 
きます。カラーモードとモノクロモードでは、プリント結果が異なる場合があります。 
カラーモードで飾り S 線を使用する場合は、階調優先でプリントしてください。 


LIPS IVc 搭載のカラー BJ との違い （ LBP 5800のみ) 


• LIPS IV は LIPS IVc を包含したコマンド体系ですが、八ード的な違いなど以下のような注 
意点があります。 

•カラー BJ は LIPS IVc のコマンドを 360 dpi で処理しますが、本プリンタは600 dpi 
で処理するためプリント結果の見た目が異なることがあります。 

•カラー BJ とは上余白/下余白（非有効印字領域）が異なります。 
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LBP -2030 機との違いについて 


■ 印字領域 

• LBP - 2030機と本プリンタとでは、印字が可能な領域（印字領域)が異なります。 LBP - 2030 
機では、用紙の上端から 8 mm と下端から 2 mm まで印字できませんでしたが、本プリンタ 
では、上端/下端から 5 mm までは印字できません。このため、 LBP - 2030用に作成され 
たデータは、印字領域の下端 3 mm が欠けてプリントされます。 

■色空間 

. LBP -2030 機と本プリンタとでは、カラーデータの画像処理をするための色空間が異 
なります。 LBP -2030 機では NTSC の色空間が採用されていましたが、本プリンタで 
は HDTV の色空間が採用されています。 NTSC から HDTV への変換式は、以下の通 
りです。 


NTSC RGB v (ガンマ） 1.0 — HDTV RGB v (ガンマ） 1.5 への変換式 


(パラメータの定義） 

hR => NTSC R (入力 NTSC 赤） 

hR => HDTV R (中間演算結果、 HDTV 赤) 

hR => HDTV R (最終 HDTV ガンマ 1.5) 

* G 、 B の場合は上記に同じ。 

0 <= nR , nG , nB , hR , hG,hB <=1000 


(演算式) 


hR 


1 .4608 

-0.3846 

-0.0761 

hG 

= 

-0.0265 

0.9625 

0.0613 

h 巳 


-0.0264 

-0.0413 

1 .0676 


hR ' = 

1 ( hR /1000) 

八 (1/1.5)1 

hG '= 

1 ( hG /1000) 

八 (1/1.5)1 

hB '= 

1 ( hB /1000) 

八 (1/1.5)1 


(1) 式は、行列演算を示しています。 

(2) AAB は、 A の B 乗（べき乗）を示しています 




( 2 ) 


RGB 

门门门 


000000 
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本プリンタの制限事項 


• LBP 5800 で、動作モード自動切り替えおよびインタフェース自動切り替えが可能な環境 
は以下のとおりです。エミユレーシヨンモードの種類によっては、独自のインタフェース 
処理を行っているため、自動切り替えができない場合があります。 


\^ンタフ1-ス 

パラレルインタフェース 


標準 

ネットワーク 

拡張ネット 
ワーク* 

動作モード\ 

直結パソコン 

プリントサーバ 
アダプタ* 

USB 

LIPS 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

内蔵 ESC/P 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

BMLinkS 

X 

X 

X 

〇 

〇 

15577* 

△ 

〇 

〇 

〇 

〇 

HP - GL * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


r*j 印がついているものには、オプション製品が必要です。 
〇：動作モード自動切り替えおよびインタフェース自動切り替えが可能です。 

△:動作モード自動切り替えもインタフェース自動切り替えも行えないことがあります。その場合は、 
自動切り替えを設定せずに、選択している動作モードとインタフェースに固定させてお使いくだ 
さい0 

X :印刷できません。 

. LBP 5800 で 、 LIPS メニューより拡大/縮小を行う場合 、 LIPS 11+モード用ユーザ登録文 
字セットおよびビットマップフオント Garland PS 1 1 / ALP 1 0/ ALP 1 5/ ALP 1 125 
は印字されないことがあります。 

. LBP 5700 では 、 LIPS IV コマンドのうち、フオントに関するコマンドは、ユーザ文字セッ 
卜を登録しない限り使用できません。 

•薄いグレーパターンで枠内を塗りつぶしたり、文字や線を印字する場合などにグレーパ 
ターンが正しく印字されないことがあります。 

• 印字データや登録データで使用可能なメモリ容量は、プリンタの機種により異なります。 
また、使用する拡張インタフェースボードによっても異なります。 

•本プリンタでは、印字品質保持のための濃度調節や温度調節、あるいはエンジン状態監視 
のために、一時的にプリントが中断されることがあります。 


ESC / P 準拠プリンタとの違い （ LBP 5800のみ) 


ESC / P エミユレーションモードでは、 ESC / P 対応アプリケーションソフトによるプリン 
卜ができますが、 ESC / P 準拠プリンタとは異なる点があります。プリントにあたっては以 
下の点にご注意ください。 

■ 解像度の違いについて 

ESC / P 準拠プリンタの解像度 180 dpi に対し、本プリンタは解像度600 dpi で、各べ一 
ジフォーマット毎の縮小率によってデータを変換します。これによって、プリント結果 
が ESC / P 準拠プリンタと異なることがあります。 
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•イメージデータ 

解像度/縮小率によってドットパターンが変換されるため、線の太さやグラフィックパ 
ターンが異なって見えることがあります。 

とくに n 5” — B 4 横」では水平方向と垂直方向の縮小率が異なるため、イメージ全 
体が横長になります。 

• 登録文字 

24 X 24 ドット構成の外字は、 8 ポイント相当、 32 X 32 ドット構成の外字は 10 ポ 
イント相当のドット構成に変換されるため、印字したときに文字パターンが変化したよう 
に見えることがあります。ダウン□ード文字セットも同様にドット構成が変換されます。 

•印字間隔等 

解像度/縮小率によって印字間隔が変換されるため、半端な値によって印字にズレを生 
じることがあります。 

• 右マージン 

文字が右マージンをわずか （1 ドット未満）でも超える場合は、改行します。 

■ 文字パターンの違いについて 

•文字サイズ 

「実寸縦」、「実寸横」、 no ” — A 4 縦」、 ri 5"— 巳4横」では 1 〇ポイント、 n 5” 
— A 4 横」、 「 B 4 — A 4 縦」、 「 B 4 — A 4 横」では8ポイントの文字が印字されるため、 
ESC/P 準拠プリンタより若干小さめに見えることがあります。特に縮小モードでは、 
ページフォーマットの縮小率よりも小さな文字サイズになります。また、□ーマン文字 
では英数のみ文字幅が細めになります。 


•フオントデザイン 

ESC/P 準拠プリンタとはフォントのデザインが異なります。このため、特殊文字等の 
字形や ANK / 漢字のバランスが若干異なつて見えるようになります。 

• 2バイトコードの未定義領域 

2バイトコードの中で、 ESC/P では未定義の領域に本プリンタ専用の文字パターンが 
割り当てられている部分があります。このため、この部分のコードを印字すると本プリ 
ンタ特有のノ（ターンが印字されます。 


■ その他の制限 

• 登録文字数とメモリオーバー 

文字の登録を行っているとき等にメモリが不足すると、「23ダウン□ー ドメモリフ 
ル」のメッセージが表示されます。 

登録文字数を増やしたい場合は、以下のような方法で空きメモリを増やして再度プリン 
卜してください。 

•オプションの拡張 RAM (メインメモリ）の増設 
•「印字動作」の項目を「トウ□クユウセン」に設定して再立ち上げ 
• 白紙の排出 

ESC / P エミュレーションモードでは、ページ内に印字データがないと排紙を行いません。 
• ESC/P スーパー 

ESC / P エミュレーションモードは ESC / P 24- J 84 仕様にのみ対応しているため、 
ESC / P スーノ V ° —のプリンタ設定では正しくプリントされません。 
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BMLinkS モード ， xiv 
CR 機能， 4-1 1 

ESC/P エミユレーシヨ ン モード， 3-36 
ESC / P 専用セットアップメニューの機能と操作 
,2-7 

ESC/P ユーテイリテイ， 6-5 
ESC/P ユーテイリテイ 
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LIPS ダンプモード， 3-36 
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ステータス プリント， 6-5, 7-1 8 
フ オーム リス ト， 6-5 
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〇 HP フィルム特殊処理， 3-43 
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VFC グループの設定項目 ，5-15 


あ 

網かけ解像度， 4-1 2 

イメージの補正， 5-1 3 

印刷履歴リスト， 6-9 

印字位置調整， 3-39 

印字機能グループの設定項目 ，5-13 

印字調整グループの設定項目， 3-21 

印字動作， 3-25 
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改行機能， 5-14 
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拡大/縮小， 4-3 

拡張 I / F プリント， 6-6 

拡張機能グループの設定項目， 3-7 

拡張ネットワーク 
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設定登録， 3-33 
ネットワーク設定初期化， 3-33 
画質警告， 3-24 
カラーオーバレイ， 4-7 
カラーサンプル， 7-19 
カラー中間調， 3-23 
カラーモード， 3-23 
カラーモード自動時， 5-1 7 
漢字グラフィックセット， 4-10 
漢字コード，小8 
漢字サイズ， 5-1 1 
漢字書体 

ESC / P , 5-1 1 
LIPS , 4-9 
キー索引 

[◄] , 1-5 
[►] , 1-6 
[▲] , 1 -6 

[▼] ,1 -6, 3-9, 6-8 
[オンライン], 1-5 
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[ジョブ], 1-6 
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[セットアップ], 1-6 
[ユーティリティ], 1-5 
[リセット], 1-6 
キャリブレーション， 6-6 
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給紙選択メニューの設定項目 ，6-12 
給紙選択メニューの機能と操作 ,2-19 
給紙モード， 6-1 2 
行数， 4-10 

共通 ステータス プリント， 7-16 

共通セツトアップメニューの機能と操作， 2-2 

共通フォントリスト， 7-17 

国別文字， 5-1 2 

警告処理， 3-8 


警告表示， 3-9 
桁数， 4-10 

コネクション認識， 3-34 
コピー枚数， 3-1 7 


さ 

サービス特殊設定， 3-44 
自動エラースキップ， 3-8 
自動改行，小11 
自動改ページ， 4-1 1 
自動切り替えモード， 3-35 
自動選択， 3-14 
シャットダウン， 6-1 1 
縮小文字， 5-1 3 

ジョブキャンセルメニューの機能と操作 ，2-17 
ジョブタイムアウト， 4-1 2 
ジョブメニューの機能と操作 ，2-13 
ジョブメニューの設定項目， 6-8 
スタ—トアップマクロ， 4-8 
ステータスプリント 

ESC / P ，6-5,7-20 
LIPS , 6-5,7-18 
共通，6-4, 7-1 6 
スリープ動作， 3-7 
スリープモード， 3-7 
セキュアプリント， 6-8 
セキュアプリント消去， 3-10 
設定の優先順位， 1-3 
セットアップメニューの初期化， 2-21 
セント□ニクス設定 

busy - ack , 3-28 
インプットプライム， 3-29 
ジョブ区切り， 3-30 
セント□受信速度， 3-29 
セント□送信速度， 3-29 
双方向， 3-30 
操作キーの使いかた，1 -5 
その他のエミユレーシヨン， 3-35 


7-28 索引 



その他のグループの設定項目 ，5-17 
ソフトリセツト， 6-10 


た 

タイムアウト， 3-27 

縦補正， 3-17 

単票用紙長， 5-1 5 

ダンプリスト， 7-13 

ディスプレイの見かた， 1-7 

定着器， 3-41 

定着特殊処理， 3-39 

データ処理， 3-21 

手差し両面， 3-16 

デフオルト用紙サイズ， 3-12 

デフオルト用紙タイプ， 3-14 

動作 モー ドグループの設定項目， 3-35 

動作モード選択， 3-35 

動作モードの自動切り替え， 3-37 

登録レベル， 5-1 7 

特殊印字処理， 3-43 

特殊モード J , 3-41 

特殊モード L , 3-42 

特殊両面処理， 3-1 9 

とじ幅， 3-18 

とじ方向， 3-18 

とじ方向ととじ幅の設定， 3-19 

トナー節約， 3-2 1 

トナー濃度 C , 3-22 

トナー濃度 K , 3-22 

トナー濃度 M ，3-22 

トナー濃度丫， 3-22 

トレイ優先， 3-13 

トレイ用紙サイズ， 3-1 2, 6-13 

トレイ用紙タイプ， 3-1 5, 6-13 


は 

八ードディスク， 3-9 
八ードリセット， 6-10 
排出， 6-10 
白紙節約， 4-12 
日付/時刻設定， 3-9 
表示言語， 3-8 

標準 N / W プリン ト， 6-6, 7-17 
標準ネツ ト ワーク 
TCP / IP , 3-31 
設定登録， 3-32 
ネツ ト ワーク設定初期化， 3-32 
封筒丫4横送り， 3-44 
フオーマツト"!， 6-7 
フオーマツト 2, 6-7 
フオント ID , 5-1 1 
フオン ト グループの 設定項目 ，5-11 
フオント リス ト 

LIPS , 6-5, 7-19 
共通， 6-6, 7- 17 
複数ページ印刷， 4-3 
複数ページ余白， 4-5 
ブザー， 3-9 
ページの向き， 4-6 
ページフオー マツ ト， 5-4, 7-7 
ページレイアウトグループの設定項目， 5-4 
へキサダンプモード， 3-36 
へキサダンプリスト， 7-13 
保存ジョブプリント， 6-9 
保存ジョブリスト， 6-9 


ま 

右マージン既定値， 5-9 
ミシン目スキップ， 5-16 
メニュー機能とは， 1-2 
メニューの構造， 1-7 
メニューの種類， 1-3 
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文字コード， 5-12 
文字サイズ， 4-9 
モノクロ中間調， 3-23 


や 

ユーザメンテナンスグループの設定項目， 3-39 
優先エミュレーシヨン， 3-38 
ユーテイリテイメニューの機能と操作 ，2-10 
ユーテイリテイメニューの設定項目， 6-4 
用紙位置微調整， 5-7 
用紙サイズ， 5-9 
用紙の向き， 3-13 
横補正， 3-1 7 


ら 

リセットメニューの機能と操作， 2-15 
リセットメニューの設定項目 ，6-10 
リップワンス， 3-1 1 
リモート UI ，1-2 
領域， 5-9 

両面印刷， 3-16, 6-14 

レイアウトグループの設定項目 ，3-17 

連続用紙長， 5-1 5 


わ 

割り込み印刷許可， 3-10 
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ソフトウェアのバージヨンアップについて 

プリンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今後、機能アップなどのためのバージョ 
ンアップが行われることがあります。ノ（ージョンアップ情報およびソフトウェアの入手窓口 
は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、各使用許諾契約の内容について了 
解いただいたものとさせていただきます。 


情報の入手方法 


インターネットを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情報を引き出すことがで 
きます。通信料金はお客様のご負担になります。 

■ キヤノンホームページ ( http :// canon . jp /) 

商品のご紹介や各種イベント情報など、さまざまな情報をご覧いただけます。 


ソフトウェアの入手方法 


ダウンロードおよび代引き配送サービスにより、プリンタドライバなどの最新のソフトウエ 
アを入手することができます。通信料金はお客様のご負担になります。 


■ キヤノンホームページ ( http :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウン□ードをクリックしてください。 


■ CD - ROM の代弓|き配送サービス 

プリンタドライバなどのソフトウェアの CD - ROM を有料（代金引き換え）にてお届けい 
たします。 

ソフトウェアの種類、内容、金額はキヤノンホームページでご確認いただき、巻末のお 
客様相談センターへご注文ください。 

• 対象ェリアは日本国内とさせていただきます。 


ソフトウェアのバージヨンアツプについて 


7-31 
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※ジョブキャンセルメニューの詳細については、「ジ 
ョブキャンセルメニューの機能と操作」（— 
P .2-17) を参照してください。 


各メニューを表示したあとのメニュー項目（内容）については、該当する©からを参照してください。 



.一を表示する 


1. [オンライン]を押して、オンラインランプ 
を消灯させます。 


^3 r オンライン 

〇 


2. [セットアップ]を押します。 

セットアップメニューが表示されます。 


セットアッフ 。 


カクチョウキノウ 

—► 




LIPS 専用セットアップメニューを表示する 


1. [オンライン]を押して、オンラインランプ 
を消灯させます。 _ 


オンライン 


2. [セットアップ]を押します。 

セットアップメニューが表示されます。 




セットアッフ 。 


カクチョウキノウ 

- 




リセット 


※UPS 専用セットアップメニューは、 LBP 5800 のみ表示されます。 


3.「 UPS セットアップ」を表示します 。 ggp 
[4] または [►] を押します。 _ 


セットアッフ 。 


UPS セットアッフ。 

—► 


ジョブ 

④ 

⑦ 

リセット 


セツトアップ 

© 


4. 下の階層へ進みます。 

[実行]を押します。 

LIPS 専用セツトアップメニューが表示されます。 




UPS セットアツフ 。 
カクタ''イ/シュクショウ 


© 


ESC/P 専用セットアップメニューを表示する ※ ESC/P 専用セットアップメニューは、 LBP 5800 のみ表示されます。 



[オンライン]を押して、オンラインランプ ar 
を消灯させます。 _ 


オンライン 

〇 


2. [セットアップ]を押します。 

セットアップメニューが表示されます。 




セットアッフ° 


カクチョウキノウ 

—► 


ジョフ 

④ 

⑦ 

リセット 


セツトアップ 


3.「 esc / p セットアップ」を表示します 。 tmr 
[◄] または [►] を押します。 _ 


セットアッフ 。 

ESC/P セットアッフ。 — 


影 

リセット 


4. 下の階層へ進みます。 

[実行]を押します。 

ESC / P 専用セツトアップメニューが表示されます。 




ESC / P セットアツフ° 
へ 。 -シ、'レイアウト 






一を表示する 



2 . [給紙選択]を押します。 mr 

給紙選択 メニューが 表示されます。 ^ 

キュウシ モー ト'' 

—► 


1. [オンライン]を押して、オンラインランプ 
を消灯させます。 _ 

ォンラィン 


給紙選択 

〇 

V _ 






一を表示する 


1. [オンライン]を押して、オンラインランプ (gr 
を消灯させます。 



2. [ジョブ]を押します。 

ジョブメニューが表示されます。 




シ''ョフ、、 

インサツリレキリスト 


リセット 



2. [ユーティリティ]を押します。 

ユーティリティメニューが表示されます。 


ユ-ティリティ 


ステ-タスフ。リント 

—► 




.一を表示する 


1. [オンライン]を押して、オンラインランプ 
を消灯させます。 







2. [リセット]を押します。 

リセットメニューが表示されます。 


リセット 


ソフトリセット 

—► 
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拡張機能 


-「グループ」の階 
層をあらわしてい 
ます。 


-「設定項目」の階層をあら 
わしています。 


-本文中のページ数をあら 
わしています。 


> -「設定値」の階層をあら 
ラ わしています。 

^ アミがかかっている設定 
© 値は、工場出荷時の値を 
I み あらわしています。 


春ルートマップ中の「■■■■■」は、設疋値 
を省略していることをあらわしていま 
す。 

• r*j 印の設定項目や設定値は、オプ 
シヨンの有無や他の設定項目の内容に 
よって表示されるときと、表示されな 
いときがあります。詳しくは、本文中 
の説明をご覧ください。 

♦ 「★」印の設定項目や設定値は、 

LBP 5800のみ表示されます。 

♦キー操作について 

メニュー項目の指定は、操作パネルの 
CD ®®® と[実行]の5つの 
キーを使って操作します。 

® 上の項目に戻る。 

® 下の項目に進む。または項目を 
決定する。[実行]でも同様の 
操作が行えます。 

® 左の項目を選択する。 

® 右の項目を選択する。 













警告表示 
ブザ— 


カセツト4 

カセツト3 


イメ—ジ 


グラフイツク 


テキスト 































































拡張機能 


-「グループ」の階 
層をあらわしてい 
ます。 


-「設定項目」の階層をあら 
わしています。 



へ 

才 

ン 

す 

フ 

る 

ノ 1 
ン 
rr\ 


り」 

み 


—本文中のページ数をあら 
わしています。 

-「設定値」の階層をあら 
わしています。 

アミがかかっている設定 
値は、工場出荷時の値を 
あらわしています。 


春ルートマップ中の「■■_■■」は、設定値を 
省略していることをあらわしています。 

翁「*」印のグループや設定項目は、オプ 
シヨンの有無や他の設定項目の内容に 
よって表示されるときと、表示されない 
ときがあります。詳しくは、本文中の説 
明をご覧ください。 

參「★」印のグループは、 LBP 5800のみ 
表示されます。 

鲁キー操作について 
メニュー項目の指定は、操作パネルの 

と[実行]の5つの 
キーを使って操作します。 

® 上の項目に戻る。 

® 下の項目に進む。または項目を決定 
する。[実行]でも同様の操作が行 
えます。 

@左の項目を選択する。 

® 右の項目を選択する。 




その他のエミユレーシヨン 


ユーザメンテナンス 



モノクロ 

カラ— 


1行 

システム 


「改行 ： 

nLFn マンドを待つ〕 


1スペイン ： 
1イタリア ： 
ースウエ|デン： 
.デンマ I ク、 
、 UK ン 

: ドイツ ： 
ー フランス ノ 

r USA ; 
rr フテンアメリカ、 
f スペイン2 \ 
r デン ▽ I ク2 V 


r クラフイツクス \ 
(カタカナ ： 

( 12ポイント ン 
〔 lo ポイント ン 
〔 8ポイント ン 
厂システム ~ン 


丸ゴシック 
ゴシック 
明^ 



カレント用紙 


巳4— *- A 4 横 
巳4-»<4縦 
1151 -►巳4嗜 
I151 IA 4 横 — 
I101 4 A 4 縦 


共通 • LIPS • ESC / P セットアップ編 
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鲁 「*」 印の設定項目や設定値は、オプションの有無や他の 
設定項目の内容によって表示されるときと、表示されない 
ときがあります。詳しくは、本文中の説明を参照してくだ 
さい0 

籲「★」印の設定項目は、 LBP 5800のみ表示されます。 


ュ—ティリティ 


その他のメ 


r 封筒 K 2 
.封筒 IYI 4 
〔八ガキ 

ザべ—パ— J 


フオントリスト 


Q テ—タスプリント W 


ESC / P ュ—ティリティ 


印刷履歴リスト 


r カラ—サンプル〕 
r 才—バレイプリント) 
^フォ—ムリスト」 
r マクスト) 
へ才—バレイリスト) 
トリスト) 
<_ステ|タスプリント) 


ジョ、フメニユ—の設定項目 ,6 -f ユ丄アィリティメニ 


^~ 33HIEE 


給紙選択メニュ I の機能と操作 P .2-1 

給紙選択メニュー 


リセットメニュ—の設定項目 P.6-1 
リセットメニュ I の機能と操作. 2-15 


ジョブメニュ I の機能と操作? -1 ュ丄 K イリテイメニュ I の機能と操作； 


リセットメニユー ジョブメニユー ユ—ティリティメニユ 









































消耗品 • オプション製品のご購入ご相談窓口 


消耗品 • オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買い求めください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


修理サービスのご相談窓口 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場合は、下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Cation 


キヤノン株式会社 • キヤノン販売株式会社 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間] く 平日〉9:00〜20:00 く 土日祝日> 10:00〜17:00 
(1/1 〜3は休ませていただきます） 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-21 1-9627 をご利用ください。 

※旧電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 

キヤノン販売株式会社 〒1 08-8011 東京都港区港南 2- 1 6-6 

Canon ホームページ： http :// canon.jp 
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